
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。
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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　二〇二六年、三月。

　ベッドで横になる俺に向けて、アイちゃんが美声を発していた。

『もう！　お兄ちゃん、他の女にデレデレしないで！　お兄ちゃんは、私と結婚するんだからねっ！』

　マンガ本を片手に、可か愛わいらしくセリフを読むアイちゃん。俺はそれを聞きながら、ニヤニヤとした笑みを浮かべる。そしてそんな俺の額には冷えピタシートが貼られていた。

　この状況。何が起こっているかというと、アイちゃんが熱を出した俺に看病をしてくれているのである。

　アイちゃんは食しょく餌じを作ったり、俺の体を拭いたりなど、色々と世話をしてくれた。そして一通りやることを終えて、暇だという俺のリクエストを聞き、漫画の朗読をしてくれているのだ。

　読み聞かせなんて、子供でもあるまいし普通はそうそう楽しめない。だが、それが推しの声とあらば話は別だ。

　アイちゃんが読んでくれるなら、たとえそれが幼児向けの絵本であっても、心から楽しむことができる。そう思い、俺は彼女に好きな本の朗読を頼んだのだった。

『お兄ちゃんの馬鹿……私の気持ちも知らないで……。でも……そういうところも、好きなんだよ……？』

　ツンデレ妹の可愛らしさを、その甘い声で存分に発揮するアイちゃん。

　あぁ……俺の好きな作品に、アイちゃんが命を吹き込んでいるよぉ……！　推しの声優の漫画朗読……なんて贅ぜい沢たくな時間なんだ！

「はいっ！　これでこの巻は終わりだよ、奏かな太た」

　朗読を終えたアイちゃんが、本を閉じて枕元に置いた。ちなみに今ので、十冊目の読み聞かせである。

「ほんと、悪いな……迷惑をかけて。読み聞かせまでしてもらってさ……」

「ううん、大丈夫！　普段から奏太には夫としてもマネージャーとしても、色々お世話になってるんだから！　それに、声優業の練習にもなるしね！　だから、あんまり気にしないで？」

　そう言って微ほほ笑えみかけてくれるアイちゃん。ホンマ、思いやりのあるええ子やで……！

　俺がアイちゃんにプロポーズをしたのは、今から約九か月ほど前だ。その後俺たちは結婚し、晴れて夫婦になったのだ。

　それから俺たちは今まで通り、声優とマネージャーを続けながら、家では夫婦として仲良く暮らしている。お互いに、助けたり助けられたりしながら。

「ところで、そろそろ寝たほうがいいんじゃないかな？　私がいたら、邪魔にならない？」

「大丈夫。むしろ、いてくれたほうがありがたいよ。さっきまで結構寝てたから、暇で暇でしょうがなくて……」

　ただ横になっているだけというのも、退屈でかなり辛つらいものがある。邪魔どころか、とてもありがたいのだ。熱はあるが意識はハッキリしてるからな。

「そう？　それなら、もう少しだけ何か読もうか？」

「マジで!?　いいのか？」

「もちろん！　それじゃあ次は……何か小説とかどうかな」

　アイちゃんが俺の本棚から文庫本を取り出した。ブックカバーのかかった本だ。

「どんな本か分からないけど、とりあえず適当に読んでみるね！」

「ああ、ありがとう……。お願いするよ」

　アイちゃんが文庫本を開く。そして、小説を読み出した。

「えーと、なになに……『綾あや乃のは、頰を赤く染め嬌きょう声せいを上げた。彼女の大きく膨らんだ胸は、拓たく海みの男らしい両手にがっしり摑つかまれてしまっている』」

　……ん？

「『拓海はそのまま、綾乃をベッドに押し倒す。綾乃は悲鳴を上げようとするが、それすらも許してもらえない。拓海が彼女の唇を奪い、声を出せなくしたからだ』」

　え……なに？　この文章。なんかすごい嫌な予感がするぞ。

「『拓海の舌が、綾乃の口内を蹂じゅう躙りんする。最初から欲望全開のディープキス。さらに拓海はキスを終えると、彼女の胸を遠慮せずに揉もみしだいた。あっ……んっ……やめてっ……拓海、ダメ……！　私たち、そういう関係じゃ……あぁんっ！』」

　いや、これエロ本ー！　エロ小説ー！　この子、ヤバい本読んでるよ──！

　確かこの本、前にネットで本を買ったとき、間違えて購入しちゃったやつだ！　返品するのも面倒だし、ブックカバーだけかけてそのまま放置してたんだけど、完全に存在を忘れていた……！　さすがにこんなの、アイちゃんに読ませるわけにはいかない！

「あ、アイちゃん！　それはもう読まなくていいから！　できれば何か別の本を──」

「『んっ……あぁんっ……！　その手、気持ち良すぎるよぉ……もっとおっぱい揉んでぇ……』はぁはぁ……」

　あ、ダメだこれ。アイちゃん、暴走してらっしゃる。エロいセリフを読んだせいで、発情状態になってらっしゃる。

　しかも彼女、今度はセリフを読みながら俺に向かって迫ってきた。

「『はぁはぁ……奏太ぁ……。お願い、触って……？　私のおっぱい、好きにして？』」

「また現実と演技がごっちゃになってる!?　ま、待てアイちゃん！　ダメだから！　今俺絶賛風邪ひき中だし！　うつるからこれ以上近づいちゃ……！」

「『あぁん、奏太ぁ……もう、もう……我慢できないよぉ……！』」

「ぬわぁっ!?」

　俺に無理やり抱き着いて、自らもベッドに入るアイちゃん。そして、俺の体に触れたり、反対に自らの体を触らせたりする。

　風邪で弱っている今の俺に、暴走したアイちゃんを止めるすべはない。彼女は思う存分俺とイチャつき、一方で俺は情熱的なアプローチにより、熱をさらに上げて気を失った。

　そして翌日。目を覚ました俺は正気に戻ったアイちゃんから、全力の謝罪を受けるのだった。
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『そんなぁ……私たちの恥ずかしいところ、全部カッちゃんに見られちゃってるぅ……』

　アフレコブース。マイクの前で相あい崎ざき優ゆ香か──アイちゃんが、羞恥に上擦った声を出す。

　メインヒロイン、東雲しののめ美み琴ことの演技である。

『そんなに凝視されたら、私……ドキドキして、変になっちゃうよぉ……』

『はぁ……はぁ……』と吐息を混じらせて、俺こと志し堂どう奏かな太たの耳を甘い声でくすぐってくるアイちゃん。

　そんなアイちゃんの両隣では、別の女の子たちも演技をしている。

『勝かつ也や先輩、エッチですね……♪　雛ひな子この裸を見たからには、責任とってくださいよ？』

　サブヒロインの一人、雛子を演じるのは鳴なる海み凜り音おん。通称リンリン。俺の学校の後輩だ。

『あらあら、勝也君。ダメじゃない。そんなにいやらしい顔をしちゃ……♪』

　もう一人のサブヒロイン、加か山やま千ち歳とせ役は佐さ伯えき寧ね々ねさん。通称ネネちゃん。学校の先輩で、俺がよく行く『つばさ書店』の看板娘だ。

　彼女たちは三人でマイクに向かってアフレコをする。マイクの奥のモニターに表示されているアニメのラフ画を確認しながら、タイミングを合わせて演技をしていく。

　そして俺の最推しであるアイちゃんが、このシーン最後のセリフを告げた。

『ねぇ、カッちゃん……。せっかくだから、一緒にお風ふ呂ろ入ろっか……？』

「はい、オッケー！　Ａパートテスト終了でーす！」

　アフレコブースの隣の部屋──防音ガラスで仕切られている調整室で、音響監督がマイク越しに言う。

　今行われているのは、『君と見た空』第一話の収録だ。アイちゃんやリンリン、そしてネネちゃん。さらには主人公やサブキャラ役の声優たちが、アフレコブースにひしめいている。そして彼らは最初の話、『主人公の勝也が誤って、ヒロインたちが入浴中のお風呂に突撃してしまう』シーンを演じた。

「皆さんお疲れ様です。こちらで調整案を出しますので、そのまま少々お待ちください」

　そう言い、監督や他のスタッフたちと話し始める若い音響監督──音監。

　俺はその様子を、調整室の壁かべ際ぎわに立って眺めていた。




　アイちゃんが『キミゾラ』ヒロインの美琴役に受かって、約一か月。彼女は無事に事務所からの退所を免まぬかれて、こうして声優を続けていた。

　そして俺はアイちゃんのファンとして──それ以上にマネージャーとして、彼女の活動を支えようとしていた。今俺がアイちゃんの働きを見ているのも、その仕事の一環だ。

「えー。ではＡパートについて、演出の指示をしていきます」

　音監がアフレコブースで指示を出す。それに従い、本番の収録を始めるのだ。

「まず、雛子。九十二カットのセリフですが、ちょっと幼すぎるかもしれません。ちっちゃい子というよりは、あくまで後輩系でお願いします」

「は、はいっ！　分かりました！」

　指摘に、リンリンが明らかに緊張している声で答える。普段から人見知りでやや臆病な彼女だが、必死に仕事を頑張っていた。

「あの、すみません。一ついいですか？」

　その直後。アイちゃんが手を挙げて質問をする。

「このカットの美琴なんですけど、もっと猫ねこ撫なで声ごえみたいな、甘い声のほうがいいでしょうか？」

「そうですね……今の感じで大丈夫です。これ以上やりすぎると、さすがに媚こびすぎな感じになるんで」

「そうですね……分かりました。それじゃあ、今のままで行きます！」

　演技に自信を持ち、頷うなずくアイちゃん。しかも音監は続ける。

「美琴に関しては、全体的に今のままでいいですよ。かなりエロ可か愛わいい、ヒロインらしい演技ができていますので。その調子で次の本番もお願いします」

「……！　は、はい！　ありがとうございますっ！」

　褒められて、笑顔で小さくガッツポーズをするアイちゃん。

　あ、ヤバい。泣きそう。目から滝が生まれそう……。

　推しが褒められている光景を目にし、俺の涙腺は崩壊した。

　我が子の成長を見ているようで、ファンとして感慨深い気持ちになる。推しが認められているのを見ると、自分のことよりも嬉うれしくなるな……。俺、今日地球滅んでもいいわ。

「それとー……千歳。七十一カットのセリフですが、もう少しお姉さん感を出してください。千歳らしさをもっと表現してほしいです」

「なるほど……はい。そうします」

「それから、次の百五カットも。色気をもう少し出していく感じで。千歳の場合は、美琴よりも大おお袈げ裟さでいいので。こう、フェロモンを出すようにお願いします」

「ふぇ、フェロモン……!?　わ、分かりました……」

　一方、ネネちゃんはなんだか苦戦しているようだった。指摘を受け、やや難しそうな顔をしながら台本にメモを取っていく。

　そして他の声優陣にも音監の指摘が行き届き、Ａパートの本番が始まった。




　　　　※




「それでは、本日の収録は以上になります。皆さんお疲れ様でした」

　その後、収録はつつがなく進行し、あっという間に終わりを迎えた。Ａパートの本番後、Ｂパートのテストと本番があり、最後に全員でガヤ（ガヤガヤとした賑にぎやかな声）の収録を行う。そして全てにＯＫが出た後、アイちゃんたちがスタジオを出た。

「ふーっ！　今日も頑張ったよー！」

「初回の収録、無事に終わって良かったですー」

「お疲れ様、アイちゃん。リンリン。今日の演技も良かったぞ」

　満足そうな顔で出てくる二人に、俺は手を振り声をかけた。ぐーっと伸びをして突き出されている、アイちゃんの胸を見ないようにしながら。

「あっ！　奏太！　お疲れ様ー！」

「先輩！　お疲れ様ですー！」

　さらに明るい表情になり、こちらに駆け寄る声優二人。あっ、ヤバい可愛い。推しが俺に笑顔で話しかけてくれてるよ？　辞書の『幸せ』という項目に付け加えておきたい事例。

「ねぇ、奏太！　聞いて聞いて！　今日私、監督に褒められちゃった！　ヒロインらしい演技できてるって！」

「あぁ。知ってるよ。俺も調整室で見てたからな」

　目を輝かせ、この世の全ての幸せを享受したような顔をするアイちゃん。この光属性の笑顔の前では、魔王ですらたちまち蒸発するだろう。

「嬉しかったー！　あんなに褒められるなんて初めてだよー！」

「うん。確かに、すごくいい演技だったぞ！　さすがは俺の最推しだ！」

　オーディションに受かってからというもの、実際にアイちゃんはどんどん実力を上げていた。少し前までは何度オーディションを受けてもなかなか成果が出ないようだったが、今では仕事で認められることも増えている。きっと『キミゾラ』のオーディションを通して、『自分の魅力を出す演技』を意識できるようになったのだろう。こうして推しが殻を破るのは、ファンとしてとても嬉しいものだ。

「いいなー！　アイちゃん、羨ましいです！　私もあんな風に褒められたいなぁ……」

「大丈夫だよ！　リンリンの演技も素敵だもん！　後輩ヒロインの可愛さが出てるよ！」

「そ、そうですか……？　えへへ……それなら嬉しいです」

　彼女たちも同じ声優として、すっかり仲良くなっているようだ。推しの声優たちがわちゃわちゃ話し合う様子……純粋に尊いという感情。

　だがそんな中、一人浮かない顔をする人もいた。

「ふぅ……」

　どこか疲れた足取りで、ゆっくりとブースを出るネネちゃん。俺は彼女に声をかける。

「ネネちゃんも、お疲れ様です。千歳の演技良かったですよ！　原作通りのお姉さんっぽさが出てました！」

「あ、奏太君……。ありがとう。ちょっと苦戦したけど、そう言ってもらえて嬉しいわ」

　俺に向けて笑みを作る彼女。しかし、その表情にはどこか陰りがあった。やはりなにか、くたびれているような感じがある。俺は気になって質問した。

「ネネちゃん、どうかしたんですか？　今日、ちょっと元気なさそうですけど……」

「ううん。なんでもないわよ。強いて言うなら、ほんのちょっとだけ眠たくて」

「え？　ネネちゃん、寝不足なの？　もしかしたら、遅くまで演技の練習してたとか？」

　心配そうにネネちゃんの顔を覗のぞき込むアイちゃん。続いて、リンリンも声をかける。

「それなら早く休まないとですよ！　声優は体が命ですし、すぐに帰って寝たほうがいいです！」

「ふふっ。ありがとう、二人とも。それじゃあ、悪いけどお先に失礼するわね。せっかくの日曜日だし、課題を終わらせてゆっくりするわ」

「えっ、課題ですか……!?　そういえば、私も英語の課題が終わってません……！」

　リンリンが絶望的な表情を浮かべた。「今日はせっかく先輩たちと遊びに行こうと思ってたのに……！」と、悔しそうな呟つぶやきを漏らす。

「いや、課題があるなら帰らなきゃダメだろ……。明日あした怒られても知らないぞ？」

「そうそう。遊びには今度皆みんなで一緒に行こう！」

「わ、分かりました……。仕方ないので、今日は私も帰ります。ネネさん、駅まで一緒に行きましょう！」

「そうね。それじゃあ、二人ともまたね。次の収録で会いましょう」

　手を振りながら、先に二人でスタジオを去るリンリンとネネちゃん。他の声優たちも去り、ロビーに残っているのは俺とアイちゃんの二人だけになった。

　すると……アイちゃんが俺を見る。そして、怪しい笑みを浮かべて言った。

「えへへ……。やっと二人っきりになれたね、奏太……♪」

「え？　っ……!?」

　アイちゃんが突然、俺の腕を抱きしめた。さらに彼女は俺の耳元に口を寄せ、甘い声で話しかけてくる。

「私、ずっと待ってたんだ……。奏太とゆっくり、こうしてギュッてできるのをね……」

「あ、アイちゃん……？　いきなり、何を……？」

「そんなに緊張しなくていいよ……？　全部、私に任せておいて……？」

　色気のある声が鼓膜を撫なでる。彼女は俺の頰に手を当てて、優しく彼女の顔のほうに向ける。そしてアイちゃんは俺と目が合うと、ゆっくり唇を寄せてきた。

　え……え？　なにこれ？　いきなり何をしているの？　俺の推しは何をしているの？

「んー……」

　可愛らしく唇を突き出すアイちゃん。あれ？　これキスじゃね？　キスしようとしてね？　え？　なんでアイちゃんがいきなりキスを!?　アイちゃん俺にキスするの!?

「あ、え、いや、その、あの、あぅ、えっと……」

　いきなりの事態にテンパるあまり、言葉を完全に失う俺。その間もアイちゃんは、少しずつ俺に顔を近づける。

　あ、ヤバ。何この子？　可愛いの擬人化？　キス顔きゃわいい。しゅき……しゅきぃ……。ダメだこれもうＩＱが溶ける……。

　俺はもうなにも考えられなくなり、無意識のうちに目を閉じる。

　しかしそれでも気配で分かる。アイちゃんがそのまま、俺に近づいていることに。

　そして、ついに。彼女の柔らかい唇が触れた。

　俺の……おでこの中心に。

「え……？」

「えへへっ。なーんてね♪　どうだった、奏太？　ちゃんと『天あま咲さき涼りょう子こ』っぽかったかな？」

「え……え？　天咲涼子……？　あっ」

　その言葉で、俺はハッとする。天咲涼子とは、アイちゃんが今度オーディションを受ける『ＳＥＣＲＥＴ・ＳＬＡＶＥ』のキャラクターだ。このキャラは主人公に絶対服従を誓った奴隷で、その主人公の恋人でもある。それ故彼女は主人公に対して、しばしば大胆な絡からみ方をするのだ。

　つまりアイちゃんは涼子の演技練習のために、俺に迫ってきたらしい。

「あぁもう……驚かせるなよ、アイちゃん……。いきなり何事かと思ったぞ……」

　あのまま唇にキスされていたら、俺の心臓は興奮のあまり破裂していたに違いない。正直、おでこにキスされるだけでもとんでもないご褒ほう美びではあるのだが……。

「あはは、ゴメンゴメン。でも、今のはファンサービスも兼ねてたんだよ？　いつも私を応援してくれる、頼りになるマネージャーへのね！」

「ファンサービス？」

「奏太のおかげで私は今も声優活動を続けられてる……。それに、今だって私のために色々頑張ってくれているでしょ？　『人気声優大賞』で、私がトップになれるように！」

　人気声優大賞。それは年に一度、最も活躍した声優をファンたちの投票によって決めるイベントである。アイちゃんはその主演女優賞に選ばれることが目標なのだ。

　そして、俺は以前彼女に約束をした。俺がマネージャーとして頑張って、必ず主演女優賞を取らせてみせると。

「奏太のおかげで、今度も天咲涼子のオーディションを受けられるし、他にモブ役の仕事ももらえてる……。もちろん『キミゾラ』や『桃色ＬＩＰＳ』の収録もある。こんなにたくさんお仕事があるのは、声優をやっていて初めてだよ！　これも全部、奏太が私を支えてくれてるおかげでしょ？」

「そう言われると、なんか照れるな……。俺はまだまだマネージャーとしては未熟だし」

「そんなことないよ！　奏太みたいなマネージャーがいるから、私は活動できるんだもん！　だから、これからもよろしくね！　お礼に、いっぱいファンサするからね！」

　そう言って、俺の腕に抱き着くアイちゃん。

　あぁ……あぁぁぁ……！　もうダメだ。推しの尊さで心拍数が入院レベル！

「奏太の期待に応えられるように、もっともっと私頑張るからね！　どんな現場もオーディションも、バッチリこなしてみせるから！」

「おう！　アイちゃんなら絶対大丈夫だ！　俺も力になるからな！」

　俺の推しが、これだけ頼りにしてくれているんだ。俺だって、頑張らないわけにはいかないぞ！

　今すぐにでも俺が力になって、アイちゃんをトップ声優にしてやるぜ！
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「──というわけで、アイちゃんを三日でトップ声優にしたいんですが、いい方法はないですか？」

「寝言言ってないで仕事に集中してください。今は書類整理の時間ですよ」

　アイちゃんが所属する声優事務所、『ライトロード』での事務仕事中。隣の席でデスクワーク中の麻ま耶やさんに相談したところ、愛あい想そなく一刀両断された。

　麻耶さんは俺の教育係である。元々事務員としてここでアルバイトを始めた俺は、彼女に色々と仕事のことを教えてもらっているのである。

　その流れで時々アイちゃんのマネージャーとしての仕事の相談もするのだが……今のようにタイミングが悪いと、容赦なくあしらわれてしまうのだ。クールで無表情な顔立ちな分、そのダメージは心の急所を抉えぐってくる。

　ちなみに麻耶さんの一番の特徴は、その圧倒的に大きな胸だ。はちきれんばかりに膨らんでスーツを押し上げる双丘のおかげで、彼女は痴漢の当たり判定がえげつないことになっている。

「奏太さん。女性の胸をチラチラ見るのは犯罪で逮捕で死刑ですよ？　一緒に警察へ営業しますか？」

　ちなみにその胸に視線をやると、九割の確率で気づかれてしまう。胸にセンサーでもついてるの？

「ご、ごめんなさい！　悪気はなかったんですけど、つい……」

「いいですよ。別に怒ってませんから。今日中に寿命を終えてもらえれば許します」

「それ死んで詫わびろって言ってません!?」

「冗談ですよ。それより早く仕事に取りかかってください。あなたの消費税十倍にしますよ？」

「麻耶さん絶対怒ってますよね……？　ってか、いつの間にそんな権限を……!?」

　軽口を叩たたきながらも、無表情でパソコンに向かって高速でキーボードを叩く麻耶さん。俺もさすがに真面目にやろうと、目の前の書類に目を通す。

　すると、それから少しして。今度は彼女から口を開いた。

「……まぁ、アイちゃんが声優大賞に選ばれるには、明らかに足りない物がありますね」

「え……？」

　思わず手を止め、麻耶さんを振り向く。しかし彼女は仕事をしたまま、無表情で口を動かした。

「人気声優大賞は毎年、声優ファンたちの投票によってその順位が決定します。ファンがそれぞれ推しの声優に投票し、それを元に『主演女優賞』や『新人声優賞』などの、各カテゴリーで最も注目された声優が決定するわけです。……ここまで言えば、もうお分かりではないですか？　アイちゃんに、何が足りないのか」

「アイちゃんに、何が足りないか……？　あ……！」

　考え始めて数秒後。脳内にひらめきの火花が散った。

「アイちゃんに投票してくれる、ファン……！」

「その通りです。現在、アイちゃんのファンはおそらくあまりいないでしょう。『桃色ＬＩＰＳ』や『キミゾラ』もまだ放送が始まっていませんし、それらの放送が開始されても、確実にファンが増えるとは限りません」

　たとえ人気のアニメで主要の役を演じたとしても、必ずしもその声優が人気者になれるわけじゃない。声優ファンなら、なんとなくそのことは知っている。

「しかし、人気声優大賞で結果を出したいと思うなら、票を入れてくれるファンの存在は必要不可欠。それも、ものすごく大量のファンが。奏太さんのような希釈前のカルピスのように濃いファンが一人いるだけでは、どうにもならないのが現状でしょう」

　確かに、それは痛いところだ……。今のアイちゃんにはファンが少ない。というより、俺以外はいないかもしれない。これまで彼女がまともに出演した作品は、『魔法少女マジカ☆マリカ』くらいだ。イベントの露出も少ないし、これではファンは増えないだろう。

　いっそのこと、俺一人で大量に投票する方法を考えるか……？

　俺のアイちゃん愛は本物だ。他の声優ファンが推しのことを百くらい愛するとしたら、俺は七兆愛する自信がある。全国推定数十万人の声優ファンに、俺が一人で立ち向かってやるか……！

「なんだか無謀なことを考えているのがありありと伝わってきてますが……アイちゃんに賞を取らせてあげたいのならば、ファンを確実に獲得していく戦術を練るのがいいでしょうね。そのほうがアイちゃんに対する話題は盛り上がりますし、彼女のお仕事も増えるはず。奏太さんの立場としては、そのほうが嬉うれしいはずでしょう？」

「なるほど……！　それはそうですね！　でも、具体的にはどうすればファンの人数を増やせるんですかね？」

「それは奏太さんが考えることです。マネージャーはあなたなんですから」

　それだけ答え、口を閉じる麻耶さん。また黙って仕事とイチャつき始めた。

　ファンを増やす方法かぁ……。方向性は見えたけど、肝心の方法は分からないな。具体的にどうすればいいんだろう……？

　やっぱり普通に考えて、活躍の場を増やすしかないかな？　彼女がもっと色んなアニメに出るようになれば、自然と声優ファンたちの間に相崎優香の名が知れ渡るはずだ。そうすればきっと全アニメファンが、アイちゃんを好きになってくれる。

　となると、また監督さんに営業をするか……。『キミゾラ』の時も、監督たちに粘り強く営業をした結果、オーディションに誘ってもらえたんだ。今回もその作戦で行こう。

「これは、忙しくなりそうだぜ……！」

「ええ。本当に忙しくなりそうですね。終業まで残り一時間なのに、書類が山積みになっていますから。残業いっぱいできますね？」

「はっ！　そうだった！　仕事仕事ぉ！」

　アイちゃんのことばかり考えて、事務仕事のことを忘れていた！　俺は麻耶さんの冷たい視線を受けながら、急いで仕事に取り掛かる。

　と、その時。突然俺の席の電話が鳴った。

「え……誰だ？　こんな時に……」

　最近は俺も書類整理だけでなく、電話対応をするようにもなっていた。早すぎず遅すぎず、絶妙なタイミングで受話器を取る。

「お電話ありがとうございます。株式会社ライトロードの志堂奏太です」

　お決まり通りのセリフを告げて、相手からの自己紹介と用件を聞く俺。

　しかし……その内容は、俺の予想だにしないものだった。
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「あっ！　奏太、お帰りー！」

　若干の残業の後。仕事を終えて帰宅すると、エプロン姿の俺の推し──アイちゃん（大天使）がスリッパを鳴らしてやってきた。

「今日もお仕事頑張ったねー！　大丈夫？　疲れてない？」

「ああ、大丈夫。疲れてないよ」

　むしろ、疲れ今吹き飛んだわ。推しの笑顔を見るだけで、今日も心は幸せです。

「もうご飯はできてるよ！　一緒に食べる？　それともお風ふ呂ろ？」

「うーん……できてるなら、先にご飯にしようかな」

「りょうかいー！　それじゃあ、一緒に食べようね！」

　元気溢あふれる推しの返事。そして彼女は食事の準備のために、キッチンへと駆けていく。

　あれ……？　俺たちっていつ結婚したっけ？　これもう、実質夫婦じゃん。

　っていうか、改めて考えると凄すごい状況だよな……これ。

　推しの声優さんが俺と同じ部屋にいて、俺と会話をしてくれて、俺にご飯を作ってくれる。こんなの、いくらＣＤやグッズを買ってお布ふ施せしても、決して叶かなうことじゃない。もしこんな状況にあることが他の声優好きに知られたら、きっとこの世から垢あかＢＡＮされる。それくらいの幸せを、俺は今享受しているんだ……！

　なんて思いつつ、靴を脱いで俺もリビングに入る。するとアイちゃんが食卓に、せっせと料理を並べていた。から揚げやサラダ、卵焼きに味み噌そ汁しるなどの俺の好物が並んでいる。

「おお、すげー！　これ全部作ってくれたのか!?　神だ！」

「そんなことないよー。それより、温かい内に早く食べてね？」

　ああ、ありがてぇ……ありがてぇ……。家に帰ったら、推しの優しい出迎えと美味おいしい料理が味わえる……。これ以上の幸せがこの世にあるのだろうか？　いや、ない。

「それじゃあ早速、いただきます──」

「あ、ごめん奏太。ちょっと待ってー」

　なぜかアイちゃんがストップをかけて俺の箸を奪う。そして、卵焼きを摘つまんだ。

「今日は、私が食べさせてあげるよ！　はい、奏太。あーんして？」

「んぬぽわぁっ!?」

　突然の提案に、人類初耳の奇声が漏れる。まさかの誘惑。俺は咄とっ嗟さに言葉を返せない。

「これもファンサービスの一環だから！　それにいつも私を応援してくれる、マネージャーへのお礼だよ！　さあ！　早くお口を開けて！」

　自信満々の顔をしつつ、ふんすと鼻を鳴らすアイちゃん。これは、断るのも逆に申し訳ない……。そう思い、俺はお願いすることにした。

「わ、分かった……！　それじゃあ、あーん……！」
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　心臓をバクバクと暴れさせながら、口を大きく開ける俺。推しの声優からのあーんとか、幸せすぎて血管切れそう。

「はい、あーん……♪」

　そしてアイちゃんが、俺の口に卵焼きを入れる。それは、フワフワ食感で出汁だしの味が効いた、最上級の卵焼きだった。

「どうかな？　どうかな？　ちゃんと美味しい？」

「人生最後に食べたいレベル……！　っていうか、もういつ死んでもいいや……！」

「あはは！　さすがに大げさだよー！　喜んでくれて嬉しいけどね！」

　ファンである俺の喜ぶ顔を見て、自らもにへらと破顔するアイちゃん。その顔があまりに『キュン』だったせいで、俺は心臓を「うっ！」と押さえた。

「ファンを喜ばせるのが、私たち声優の仕事だもん！　で、次は何食べる？」

「そ、それじゃあから揚げをもらおうかな……。あ。秋あき山やま梨り花かちゃんの声でヤってよ」

『ほら、先輩……早くお口を開けてください……。これも、練習のためなんですから……。いきますよ？　はい、あーん……♪』

「うわあああヤバい！　百倍美味うまい！　梨花ちゃん効果で百倍美味い！」

　嚙かんだ瞬間、じゅわっと溢れ出るこの肉汁……！　パリパリかつジューシーな食感が旨うまみをグンと増している。胸の高鳴りも相まって、なんだか特別な味がした。

　しかも、突然の無茶振りにもかかわらず、笑顔で『桃色ＬＩＰＳ』のキャラを演じてくれる俺の推し。そのファンサ精神には俺も感動を禁じ得ない。

　彼女の可か愛わいらしいファンサービスを一人で享受できるなんて……ああもう、幸せでおかしくなりそうだ！　アイちゃん可愛い、アイちゃん可愛い！　この耳に聞こえる全ての音がアイちゃんの声になればいいのに。

　そんな感じでアイちゃんへの愛を深めながら、俺はゆったりと食事を楽しむ。

「ところで、今日はどうして残業になったの？　何か別のお仕事が入ったとか？」

　その途中でアイちゃんが尋ねた。何かトラブルがあったりしないか、俺を心配してくれている様子だ。

　そして、俺は思い出す。アイちゃんに大事な用事があったことを。

「ああ、そうだ……。実はその件で話があるんだ」

「話……？　私に？」

「ああ。さっき仕事中に電話があってさ。アイちゃんに新しい仕事の誘いだ」

「えっ、ホント!?　新しい仕事!?」

　聞いた途端、アイちゃんが目を輝かせた。

「やったー！　お誘い嬉しいよー！　今度は何のお仕事なの!?　有名作品のオーディション!?　それとも、何かのモブ役かな？　私、何でも頑張るよ！」

　有り余るやる気を暴発させたように、ガタッと椅子から立ち上がるアイちゃん。新人声優にとって、何らかの仕事に呼ばれるのはそれほど嬉しいことらしい。

　そんな彼女に、俺は言う。

「ずばり……今度の仕事は、インタビューだ！」

「い、インタビュー!?」

　今日俺に電話をくれたのは、『声優チャンピオン』という月刊誌の編集者だった。声優に関する旬な情報を取り上げているこの雑誌。その用件は、近い内に放送が始まる注目アニメ『キミゾラ』の特集を行うため、そのヒロインであるアイちゃんに取材したいということだった。

「ちなみに取材は他のヒロイン……ネネちゃんとリンリンも一緒らしいぞ」

「す、すごい……！　インタビューなんて、私初めてだよ！　なんか有名人みたい！　それに、皆みんなも一緒だー！　やったー!!」

　ハイテンションで小躍りするアイちゃん。喜んでくれてよかったよ。

「でも、浮かれてばかりはいられないぞ？　なにせ、アイちゃんにとってこの仕事は、すごく重要なものだからだ！　特に、目標の『人気声優大賞』で結果を残すためにはな！」

「え？　それってどういうこと？」

「いいか？　今のアイちゃんは、声や顔の可愛さだけならその辺の声優と互角に殴り合える実力はある。でもファンの数が多くないと、人気声優大賞の投票で勝つのは不可能だ」

　奏太は、さっき麻耶さんと話したような内容を、改めてアイちゃんにも言い伝える。主演女優賞に選ばれるには、ファンの獲得が不可欠なこと。注目度の高いアニメに出ても、ファンが増えるとは限らないこと。

「そっか……。ただアフレコを頑張るだけじゃ、不十分かもしれないんだね……？」

「そう。そこで俺もどうすればファンを増やせるか考えたんだが……。それにはアイちゃんの活躍の場を増やすことが一つ。そしてもう一つ気づいたのが、露出を増やすってことなんだ」

「露出……？　も、もしかして……脱げってことかな……!?」

「いや、違う！　そういう意味じゃない！」

　服に手をかけ、脱ごうとするアイちゃんを慌てて止める。いや、簡単に脱ごうとするなよ。もっと自分を大事にしてくれ。でも天然なアイちゃんもきゃわわ。

「露出って、あれだよ。アフレコとかじゃなくて、自分の顔を出す仕事ってこと」

「あ、なるほど。そっちのことね。てっきり、人前で服を脱がなきゃいけないのかと思ったよ……」

「そういうのはどっかの露出狂に任せればいいから。アイちゃん脱がせるとかないから」

　ともかく、人気の声優さんは皆、ラジオやライブ、その他イベントなど、様々な現場で活躍している。アフレコのような演技だけでなく、自分を出す仕事でも活躍し、多くのファンを得ているのだ。

　アイちゃんは見た目も可愛いし、そういった露出を増やしていけば、ファンがついて来る可能性は高い。

「その点、今回のインタビューは、アイちゃんにとってはほとんど初めての露出だろ？　写真撮影も取材のときにあるみたいだし、今まで以上に、注目度が高い仕事になる。特に『声優チャンピオン』は、声優ファンの間ではそこそこ有名な雑誌だからな」

　この雑誌は、毎月様々な声優の活動情報や、注目声優のピンナップポスターなどを載せており、コアな声優ファンならば、とりあえず目を通しておきたい代物だ。

　その雑誌内のインタビューでアイちゃんが爪痕を残せれば、必ず読者は注目する。そしてそういった層がファンになれば、きっとＳＮＳなどで、アイちゃんの存在が少しずつ注目されるようになるだろう。

「そうなったら、アイちゃんのファンはどんどん増えていくはずだ。これからアイちゃんが主要人物を演じる『桃色ＬＩＰＳ』や『キミゾラ』も始まる。このタイミングでバッチリ露出を決めれば、きっと軌道に乗れるハズだ！」

「そ、そっか……！　それじゃあこのインタビューの仕事は、本当にすごく重要なんだね……！」

「そう！　ここは気合いを入れないとな。目標の主演女優賞を狙うなら、ここで失敗は許されないぞ！」

「う、うん！　ちゃんと頑張らないとだね！」

　真剣な顔になり、やる気を出している様子のアイちゃん。

　アイちゃんはもっとたくさんのファンから好かれるべき存在だ。いつまでもこのままくすぶっているべきじゃない。俺もしっかり手助けをして、今回のインタビューをきっかけに、彼女をメジャーな存在にするんだ！

「よし！　そうと決まれば、まずはインタビューの対策を練ろう！　俺がインタビュアーをやるから、受け答えの練習だ！　あとその前に、当日きそうな質問とその回答を考えないと！」

「うん！　あ……でも私、そういうのよく分からないかも……。インタビューなんて、初めて受けるし……」

「大丈夫！　俺も精一杯協力するから！」

　俺も一応、声優ファンだ。雑誌やネットで声優さんのインタビュー記事は何度か目にしたことがある。その経験から、どんな感じかは大体予想がついている。

　あとは、『声優チャンピオン』のバックナンバーを確認して、対策をすれば大丈夫だろう。

　どこかで実際に雑誌も仕入れて、アイちゃんがインタビューの雰囲気を想像できるようにしてあげよう。

「この仕事は、アイちゃんにとって大きなチャンスだ！　このインタビューで結果を残すためだったら、俺は何だってするからな！」

「奏太……！　ありがとう！　私も、いっぱいファンができるように頑張る！」

　俺の意気込みとこの仕事の重要さを知って、普段のアフレコと同等以上の熱意を滾たぎらせていくアイちゃん。

　しかし、推しのインタビュー記事は純粋に俺も楽しみだ。アイちゃんならきっと、読み応えのある受け答えをするに違いない。そのためにもすぐに雑誌を用意して、彼女の手助けをしてあげないと。

「でも、雑誌か……。本を買うならあそこかな……」

　俺は頭の中で予定を練る。そして明日の放課後は、ある場所に寄ろうと心に決めた。




　　　　※




「すみませーん。ネネちゃん、いますかー？」

　商店街の路地裏にある、こぢんまりとした個人書店。その敷しき居いをまたぎながら、俺は小声で問いかけた。

　つばさ書店。このお店こそ、俺が放課後に寄ることを決めていた場所だ。ここは俺が日頃から通う本屋であり、声優ネネちゃんの実家でもある。いつもなら夕方のこの時間は、下校した彼女が店番をしているはずなのだ。

　そして、やはり彼女はそこにいた。店の奥のレジで頰ほお杖づえをつき、ボーッと虚こ空くうを眺めている。

「ネネちゃん、どうも。今日も来ましたよー」

「…………」

「今日はちょっと探している本があるので、相談に乗ってもらえますか？」

「…………」

「あの……ネネちゃん？　ネネちゃーん？」

　俺がどれだけ声をかけようと、まるで石像のように動かないネネちゃん。あれ……？　時間停止物エロ同人かな？　胸とか触っても大丈夫なやつかな？

　俺は一瞬だけ頭に浮かんだゲスい思考を振り払い、代わりにネネちゃんへ猫だましをかました。

「……ひゃんっ!?」

　彼女の顔前でぱちんと両手を鳴らした瞬間、ネネちゃんは可愛らしく叫びつつ、跳ねた。同時に、胸がブルンとわがままに揺れる。

「か、奏太君!?　いつからいたの!?」

「少し前からいましたけど、呼んでも全然反応がないんで。……どうかしたんですか？　なにもないところをずっと見つめてましたけど」

「ううん、ちょっとボーッとしてただけなの。──それよりどうしたの？　今日は特にめぼしい新刊はないわよ？」

　ネネちゃんは、いつもと変わらない様子で言う。俺は少し心配になったが、ひとまず用件を告げることにした。

「今日はいつもの漫画とかじゃなくて、『声優チャンピオン』を買いに来たんですよ。ほら、今度あるじゃないですか。アイちゃんとネネちゃんとリンリンで、『キミゾラ』声優への雑誌の取材。あれの参考になればなって」

「ああ、なるほど。そういうことね。それなら、今月号でよければ店の奥に取ってあるわよ。事務所経由で話をもらった後、参考にするために取っておいたの」

「そうなんですか。あ、でも……俺が買うとネネちゃんの分がなくなるんじゃ……？」

「大丈夫。私とアイちゃんとリンリンの分、三冊ちゃんと取ってあるから」

「おお……！　さすがはネネちゃんですね！」

　このお店になら置いてあるとは思っていたが、想像以上に準備がいい。

「っていうか、一冊奏太君とアイちゃんにあげるわ。私からの奢おごりでね♪」

「えっ!?　いや、さすがにそれは悪いですよ！　お金ならちゃんとありますし」

　別にそんなつもりでネネちゃんを頼ったわけじゃない。俺は遠慮し、首を横に振る。

「いいのよ。もともと次の収録のときにでも、二人に持って行くつもりだったし。気にしないで受け取って？」

「で、でも……」

「大丈夫。ウチ、本だけはたくさんあるもの。たまにはお姉さんらしくしたいしね？」

　しかし彼女も譲らない。結局しばらく言い合った結果、厚意に甘えることになった。

「ありがとうございます、ネネちゃん。この御恩は一生忘れません！」

「ふふっ。大げさね。でも、奏太君は偉いわね。雑誌を買いに来たってことは、相変わらずアイちゃんのためにマネージャーをしてるんでしょう？」

「はい。アイちゃんの退所は防げましたけど、マネージャーは続けることになりまして」

　俺としても、アイちゃんのマネージャーを辞める気はない。最推しをすぐ側そばで支えることは、俺にとっても幸せだからだ。

「へぇ〜。いいわね、アイちゃんは。こんなに一生懸命になってくれるマネージャーがいるなんて。声優として、こんなに頼もしいことはないのよ？」

「そうなんですか？　もし頼りにしてくれてるなら、俺としても本望ですけど」

「当然頼りにしてると思うわ。奏太君は、アイちゃんのために自分から進んで行動できる人だもの」

「い、いえ……そんなことは……」

　あんまり褒められると、さすがに照れくさくなってくる。

「ほんと、奏太君って思ったよりも真面目なのね。私はてっきり、また肌色率高めのＨな漫画を探しに来たのかと思ったのに」

「待ってください。何でそんな予想したんですか。甚だ心外なんですけど」

「だって、奏太君いつもそうじゃない。私のお店に来るときは、Ｈな漫画や小説を必ず一冊は買っていくでしょう？」

「いや、そんなことは……ありましたわ」

　よく考えてみたら、俺は必ずネネちゃんの店でエロコメ作品を買っている。何だよ、変な予想されたの完全に俺のせいじゃねえか。

「そういえば、最初のときからそうだったじゃない。あの時だって奏太君、エッチな漫画と小説を買いに、この店にやってきたんでしょう？」

「ああ……確かに、そうでしたね……」

　彼女の言葉に、俺の記憶が呼び起こされる。ネネちゃんと出会ったときの記憶が……。




　俺が初めてつばさ書店にやってきたのは、中学一年のときだった。当時、小学生のときと比べて精神的に大きく成長し始めた俺は、大人の男としての自覚を持つためにも、ラノベやエッチ系のラブコメ漫画といった紳士的な趣味に手を出すようになっていた。

　しかし、いくら俺が大人の男としての華々しい成長を迎えたといっても、それを周囲にひけらかすのは自慢してるようでよろしくない。そこでそういったエロい本──もとい、紳士的な本を買う際は、できるだけ人目に付かない本屋を選ぶようにしていたのだった。

　その点、このつばさ書店は素晴らしかった。

　このお店は普段、人のよさそうな中年男性──つまりはネネちゃんの父親が一人で店番をやっている。その上、路地裏にある個人経営の書店には、あまりお客さんは寄り付かない。気づけば俺は月に数回、この書店に通うようになっていた。

　そして、俺は油断していたのだ。自分のホームグランドであるこの店でなら、恥じることなく紳士な自分をさらけ出せると。

　だがある時、事件が起きた。

　俺がいつものように過激なエロコメ少年漫画とエッチ系ラノベ数冊をレジへ持って行ったときのこと。俺が呼び鈴を鳴らした後、カウンターの奥から現れたのはいつもの優しいおっちゃんではなく、綺き麗れいな女の子だったのだ。

『はーい！　お買い上げありがとうございます』

　つばさ書店オリジナルのエプロンをつけ、胸元に『佐伯寧々』と名札を着けた少女。その時、俺は全てを悟った。この店には娘がいたのだと。若い女性店員という、一番の地雷がいたのだと。

　そしてかつてのネネちゃんは、俺がレジに積んだ紳士本（十八禁ではないよ？）を見る。俺はその場の独特の緊張感から、咄とっ嗟さに下を向き固まった。

『へぇー？　君、こういうの好きなのね？』

　声をかけられ、余計にビクつく俺。やっぱり、軽蔑されたのか……!?　そう思い、おそるおそる顔を上げる。

　そんな俺に対して、彼女は──

『ふふっ……エッチー。いやらしー』

　ニヤーと、からかうように笑うネネちゃん。羞恥心で、俺の顔は瞬時に赤く染まった。

『こんな本ばっかりたくさん買うなんて……君って変態さんなのね？　いつもエッチなことばかり考えてるんでしょ？』

『あ、あうぅ……』

『ふふふっ。赤くなっちゃって、可か愛わいい〜。ねぇねぇ、どういう本が好きなの？　よければ私に教えて頂戴？』

　まるで面白いおもちゃを見つけたと言わんばかりに、俺をからかい倒すネネちゃん。馬鹿にされたり軽蔑されるのは本当に嫌だが、こんな風にいじられるのも、それはそれで恥ずかしすぎる！

　結局俺は会計が済むまで、根ほり葉ほり性癖を語ることになった。嫌なら逃げればよかったのだが、どうしても本は買って帰りたかったのだ。早く会計をしてもらうためにも、俺は彼女に性癖を語る。

『えっと……俺が好きなのは、その……女の子が、裸で抱き着いてくるシーンとか……』

『へぇ〜、なるほど。それで他には？』

『あ、あとは……その……やっぱり……おっぱいの大きなヒロインが……』

『へぇ〜？　おっぱい大きい子がいいんだ〜？　じゃあ、私のじゃ足りないかもね？』

『ファッ!?』

　自身の胸を両手で持ち上げ、ムニュンと強調するネネちゃん。当時から彼女の胸はそこそこの大きさを誇っており、その刺激は紳士に目覚めたばかりの俺には、非常に強いものがあった。

『な、なにしてるんですか!?　止やめてください！　そういうの、しちゃダメですよ！』

『ふふっ。ごめんなさい。ちょっと調子に乗りすぎたわ。今お会計してあげるから』

　そう言い、ネネちゃんがようやくバーコードを読み取る。俺は急いで合計金額のお金を払い、本の入った袋をもらった。

　ダメだ……もう二度とこの本屋には来れない……。別の本屋を探さないと……。

　俺はそんな決意を頭の中で固めながら、つばさ書店を出ようとする。

『ねぇ、君。もしよかったら、またおいで』

『え……？』

　その言葉に、俺は足を止め彼女を振り向く。するとネネちゃんは、こう言った。

「次来るときには、オススメの本を考えておいてあげるから。君の性癖を参考にね♪」

　その時のネネちゃんの綺麗な笑顔に、不覚にも俺は一瞬見とれた。そして、そのわずか一瞬で、彼女の顔が俺の頭に強く焼き付いたのだった。

　そして俺は彼女の言葉がどうしても気になり、一か月後の同じ時間に彼女のもとを訪れた。するとネネちゃんは本当に、俺の好みにドンピシャな漫画や小説を教えてくれた。

　俺はそれからというもの、ただ本を買うだけでなく、ネネちゃんと話をするために、ここへ通うようになったのだ。




「でも、あの時はびっくりしたわ。同年代の男の子が、エッチ系の漫画や小説を十冊近くも買うんだもの。そういうのに興味があるのは分かるけど、普通はもっと警戒しながらほんの少しずつ買うものよ？　あんなにドカッと大人買いして……ふふっ。よほど色々溜たまってたのね？」

「ああもう、やめてくださいよ……。今更アレを蒸し返すのは……」

　改めて言われると、恥ずかしい……。国語の音読授業中、『肢体』のことを『らたい』って読んだときくらい恥ずかしい……。

「だって、懐なつかしいんだもの。奏太君との初めての出会い。私にとっては、結構大事な思い出なのよ？　あの日、お店の手伝いをしてて良かったって、本気で思ってるんだから」

「本当ですか？　まぁ……俺も今となっては、あの出来事があって良かったとは思っています。ネネちゃんと一緒に大好きな本の話をするの、いつも楽しみにしてましたから」

「え？」

「俺、昔から学校にあんまオタク友達いないんですよね。今は後輩の凜音──リンリンがいますけど、その頃は趣味を共有できる人はいなかった……。だから、ネネちゃんと趣味の話ができて、すごく嬉うれしかったんですよ。そのことは、本当に感謝しています」

　ネネちゃんがいなければ、俺は好みの作品や性癖について語る楽しさを知らなかっただろう。彼女がいたから、中学時代の俺はかなり救われた。

「ネネちゃんとの時間は俺にとって、本当に大事なものですからね。これからもよろしくお願いします」

「奏太君……ふふっ。嬉しいこと言ってくれるのね。私こそ、これからもよろしくね？」

　お互いに改まったことを言う。なんだか少し照れ臭くて、二人で軽く笑い合った。

「でも……なんだかちょっと残念ね」

「残念って？　何がですか？」

「だって……もしもアイちゃんがいなかったら、奏太君の心は私が独り占めできてたかもしれないでしょう？」

「えっ……!?」

　いきなり飛び出す意味深な発言。俺はギョッと目を見開く。

「そう思うと、少し寂しいのよね……。奏太君を取られちゃったみたいで……」

「いや、ちょっと何を言ってるんですか!?　それって、ほんとどういう意味で……！」

「……ふふっ。奏太君、焦あせりすぎよ？」

　俺が早口気味で問いかけると、ネネちゃんが悪戯いたずらな笑みを浮かべる。そして俺の頰を指でむにゅっと突く。

「やっぱり、奏太君はからかいがいがあるわね〜。いくらなんでも、動揺しすぎよ？」

「なっ……！」

　つまり今のは、いつもの悪ふざけの一環か……！

「ね、ネネちゃん！　止めてくださいよ！　一瞬本気にしたじゃないですか！」

「ふふふっ。ごめんね？　その代わりに、雑誌あげるから。持ってくるから待っててね」

「あっ、ちょっとネネちゃん！　待ってください！」

　しかし俺の制止は聞かずに、さっさと行ってしまうネネちゃん。

　まったく……突発的に俺をオモチャにするのだけは、本当に止めてもらいたいな……。そう思いながら、店の奥へ引っ込む彼女を見送る。

　だがその時、異変が起きた。

「あっ、キャッ──」

　寧々さんが段差に躓つまずいてバランスを崩し、顔から転びそうになったのだ。

「げっ！　危ない！」

　俺の体はすぐ動いた。急いで彼女のもとへ踏み込み、その背後からネネちゃんを摑つかむ。

「っしょおっ！」

　両手で彼女の体を支えて、何とか無事に転倒を防いだ。俺は安あん堵どの息を吐つく。

「ふぅ……。大丈夫ですか、ネネちゃん。どこも怪け我がとかないですか？」

「え、ええ……。ありがとう……。ちょっと、びっくりしただけよ……」

「びっくりしたのはこっちですよ。自分家ちでいきなり転ばないでください。いい加減歩きなれてるでしょ？」

「そ、そうね……。ごめんなさい……」

　そう言いながらも、なんだか気まずそうな様子のネネちゃん。俺は、どうかしたのかと問いかける。

「えっと、その……奏太君……。そんなに強く揉もまれたら、照れるわ……？」

「え……？　ああっ!?」

　ようやく気が付く。俺の手は彼女の体を支えるために、その胸をがっしりと摑んでいたのだ。彼女のとても大きな胸は、俺の手の中でむにゅぅぅんと撓たわみ、柔らかい感触をプレゼントしている。

　俺は慌てて彼女を立たせて、すぐその胸から手を離した。

「ご、ごめんなさい！　俺、意識してなくて……！」

「い、いや……気にしないで。私の不注意が原因だから」

　手近にあった椅子に腰かけ、ネネちゃんが呼吸を落ち着ける。

「ふぅ……。なんだか、ちょっと疲れちゃったみたい……。奏太君が来て、はしゃぎすぎたのかしらね？」

「人をオモチャにするから、バチが当たったんですよ。ちゃんと反省してください」

「もう……そんな意地悪言っちゃだめよ？　でも……あんな段差で転ぶなんてね……」

　再びため息を吐くネネちゃん。その表情はやはりくたびれて見えた。

　というか、本当にいつもと違うぞ……？　彼女の顔をよく見てみると、目の下にクマができている。

「あの……ネネちゃん。やっぱりどうかしたんですか？」

「え……？　別に、どうもしないわよ。胸のことなら気にしてないし」

「いや、そうじゃなくて……。明らかにいつもより元気がないです」

　そういえば、今日俺が店に入ったときも、いつもと違ってボーッとしていた。それに前回の収録のときも、イマイチ演技にキレがなかったし……。

「もしかして、何か悩みでもあるんじゃないですか？　寝不足なのもそのせいでしょう？　誤魔化しても、なんとなく分かりますよ」

　重ねて追及。すると彼女は、俺からスッと視線を逸そらした。

「それは……でも、悩みってほどじゃ……」

「やっぱり、何かあるんですね？　それなら、俺に教えてください。話を聞くくらいできますから！　それに、協力できるならしたいですし！」

　このままネネちゃんに元気がないままなのは、俺にとっても気がかりだ。何か力になりたいと、必死に彼女へ訴える。

　すると、ようやくネネちゃんは重い口を開いた。

「……分かったわ。それじゃあ、ちょっとだけ相談してもいいかしら？　本当は、自分の力だけで解決したかったんだけど……」

「もちろんです！　お話ししてください！　誰かの力を借りたほうがいいことだってありますし」

「それもそうね……。それじゃあ、聞いてもらうわね」

　そしてネネちゃんが話し始める。それは、彼女が次に受けるオーディションについての話であった。

「実は私、今度新しいアニメのオーディションを受けることになったの。『砂糖味のワンルーム』っていう、純愛系のラノベが原作のアニメなんだけど……」

「純愛もののアニメですか……。そういうのは、俺もあんまり見ませんね……」

　俺が好きなのは、同じ恋愛物でも軽い感じのラブコメだ。純愛物は詳しくない。

「私も、話をもらって初めてこの作品を読んだんだけど……正直、ちょっと困ってるのよ。オーディションを受ける予定のこの作品のヒロインが、私のイメージに合わなくて……」

「具体的に、どういうことですか？」

「ほら。私がよく演じているキャラって、セクシー系のキャラクターでしょう？　『キミゾラ』の千歳みたいな感じの」

　それはその通りだ。ネネちゃんの売りは、セクシー系の澄んだ声。その特性上、役柄もセクシーな女性役が多いのである。

「でも、『砂糖味のワンルーム』のヒロイン『姫ひめ宮みや詩し乃の』はそうじゃないの。もっと普通の女の子っていうか……育ちのいい、大人しい女の子だったのよ。そういう子が恋愛をする作品だから」

　原作を知らないからよく分からないが、聞くと『砂糖味のワンルーム』は、明るい男子と、育ちがよく落ち着いた女の子の恋愛が、丁寧に描かれた作品らしい。そのため、普段のネネちゃんの演技では、作品には合わないらしいのだ。

「普段の自分の武器が使えないのは、結構重大な問題なのよ。かといって、せっかくのチャンスを諦めるわけにはいかないし……。それで、ここのところ悩んでいたの。どんな演技をすればいいのか」

「なるほど……そういうことだったんですか」

　確かに、セクシー系以外の彼女の演技は、俺も全く想像ができない。悩むのも無理はない気がする。

「おまけに私……ちょっと恥ずかしいんだけど、恋愛経験もろくにないのよ。作中では主人公とヒロインが初うい々ういしくイチャイチャしたりデートしたりするシーンもあるけど、ちょっとイメージできなくて……」

「え……？　そうなんですか？　意外ですね」

　てっきりネネちゃんは、恋愛経験が豊富だと勝手に思っていた。俺に対して普段から、結構過激な絡からみをするし。それにメッチャスタイルもいいし。こんなん、デビューしてないだけでモデルじゃん。

「私はこう見えても、奥手なのよ？　普段話す男性なんて、家族以外だと奏太君くらいなんだから」

「それは、なんだか光栄なような……。でも、そうなると余計に難しいですね……。ただでさえ、演技プランで悩んでいるのに……」

　俺は、何か演技についてアドバイスできないか考える。ネネちゃんがそういった役柄を演じる場合、どのような形で演じればいいのか。

　しかし、俺も彼女のセクシー系の演技しか想像できない以上、何も言えることはなさそうだった。

「やっぱり、奏太君でも難しいわよね……。演技プランを考えるのは」

「すみません……。せっかくお話聞かせてもらったのに……」

　今の時点で、俺から言えることは何もない。こうなったら、ひとまず原作を読んでみてネネちゃんに合っているか考えてみるか……？

「ううん、いいのよ。そこまでしないで？　それに、これは私が考えなきゃいけない問題だから」

「それは……そうかもしれませんが……」

　聞いたからには、できれば力になりたいんだよなぁ……。俺も一応、声優のマネージャーをしてるわけだし……。

　それに、一人だけで考えるのはとても大変な話のはずだ。キャラの演じ方は毎回、アイちゃんだって悩んでいる。自分にはイマイチ合うと思えないキャラはなおさらだろう。

　その上、今回は恋愛的な難しさもある。ネネちゃんに恋愛経験がないなら、初々しいカップルのデートシーンなどを演じるのは、難しいものがあるだろう。

「せめて恋愛に関する経験があれば、多少やりやすくなりそうなんですけどね……」

「そうねぇ……。私もそう思うわ……あっ！」

　唐突に、ネネちゃんが大声を出した。俯うつむき考え込んでいた俺は、ぎょっとして彼女の顔を見た。

「ねぇ、奏太君……さっき、言ってくれたわよね？　『協力できるならしたいです』って」

「え……？　あ、はい……言いましたけど……」

「それじゃあ……一つだけ、協力してほしいことがあるの」

　寧々さんが神妙な面持ちで、俺の両手に手を添える。

　ん……あれ？　なに？　なに？　この空気。俺は、何をお願いされようとしているの？

　いつもと違う彼女の空気に、俺は軽くビクついた。

　そんな俺の目をまっすぐ見つめて、ネネちゃんはハッキリ言い放つ。




「お願い、奏太君！　私とお付き合いして頂戴！」




「え……？　え……えええええええええええっ!?」

　一瞬何を言われたのか分からず、脳内で彼女の言葉を咀そ嚼しゃく。その結果、俺の頭に浮かんだ疑問は徐々に驚きへ変わっていった。

「な、な、何言ってんですかネネちゃん!?　付き合うって、交際するってことですよね!?　男女の関係ってことですよね!?」

「もちろん。それ以外にはないでしょう？　というか、驚きすぎじゃないかしら？」

「いや、だっておかしいじゃないですか！　なんでネネちゃんがいきなり俺に──」

「だって、奏太君とお付き合いをすれば、恋愛経験を積めるじゃない！」

「は……？」

　喉の奥から、空気の漏れたような声が出た。

「奏太君と付き合って、イチャイチャしたりデートしたりすれば、きっと恋愛シーンを演じるときに、役に立つと思うのよ！　どんな風に恋人との初々しい絡みを演じればいいか、身をもって体験できるはずだわ！　姫宮詩乃の演技プランも、見えてくると思うのよ！」

「ああ、なるほど……。練習の一環として、付き合うフリをするってことですか……」

「そういうこと！　オーディションまでの間だけでいいの！　少しだけお願いできないかしら？」

　両手を合わせて、深く頭を下げるネネちゃん。

　ああ、びっくりした……。本気で突然、交際を申し込まれたかと思った……。

　まぁ、そうですよね。フリですよね。ネネちゃんは、新人の中では比較的結果を出している声優だ。そんな子が俺に本気で交際を申し込むわけがない。

「もちろん、ただでとは言わないわ。お付き合いして、色々経験を積ませてくれた暁には、何かそれなりのお礼はする。だから、恋人役をして頂戴……？」

「う〜ん……恋人役ですか……。まぁ……俺で良ければ、お付き合いします。力になれるか分かりませんけど」

　ほんの少しだけ考えた後、俺は首を縦に振った。

　すると、彼女が珍しくテンションを上げる。

「えっ!?　本当に!?　本当にいいの!?　奏太君！」

「はい。別に俺、彼女がいるわけじゃないですし。それに、ネネちゃんにはいつもお世話になっていますから。それくらいでよければお手伝いします」

　ネネちゃんは、昔から俺の話し相手になってくれている。そんな彼女と一緒にいる時間は、出会ったときから今に至るまで、俺にとってすごく楽しくて大事な時間だ。俺にとって彼女は、とても大切な存在なんだ。

　そんな彼女が悩んで俺に頼みごとをしている。これを助けないわけがない。

「しかも今日は雑誌の件でもお世話になりますし。全然気にしないでください。困ったときは、お互い様です」

「奏太君……！　本当にありがとう！　あなたに相談してよかったわ！」

　さっきまでの疲れた表情から一転、いつもより明るい笑顔になるネネちゃん。それを見て、俺は一安心する。

「それじゃあ、早速明日からよろしくね？　恋人としてどんなことを一緒にしたいか、今日中に色々考えておくから！」

「分かりました。可能な限り力になります」

　俺にとっても、フリとはいえネネちゃんの恋人になれるのは、はっきり言ってご褒ほう美びだしな……。アイちゃんほどではないにせよ、ネネちゃんも俺の推しの声優。そんな子の恋人として振る舞えるなんて……日本社会始まったな。

「あ、そうそう。念のため、一つこれだけは言わせておいて？」

　あまりの嬉うれしさに感動していると、ネネちゃんが声をかけてくる。何かと思い、彼女を見た。

「恋人役をお願いするの……誰でも良かったわけじゃないのよ？　奏太君だから、お願いしたいと思ったの。そこは勘違いしないでね？」

「え……？」

「それじゃあ、ちょっと待っててね！　今度こそ雑誌を取ってくるから！」

　そう言って、逃げるように店の奥へと引っ込むネネちゃん。

　その去り際ぎわの彼女の笑顔は、少しだけ紅潮して見えた。











幕まく間あい　ある未来の日常　一









　人気声優というものは、色々大変なお仕事が多い。その一つが、イベントでのファンサービスだ。

　二〇二六年、四月のある日。アイちゃんは、とある専門書店のイベントで握手会をすることになった。

「あ、アイちゃん！　いつも応援しています！」

「ホントに〜!?　ありがとう嬉しいなっ！」

「俺も応援してます、アイちゃん！　昨日の声優ラジオ聴きました！」

「わー！　リスナーさん!?　ありがとね〜！」

　次々にやってくる大勢のファンと握手を交わしていくアイちゃん。俺はその様子を、関係者として近くで眺める。

　しかしアイちゃん……今やすごい人気だなぁ……。

　かつてファンが俺しかいなかったときとは違い、今のアイちゃんは超人気のアイドル声優になっていた。彼女の前には握手待ちのファンたちにより長蛇の列ができている。それに何が凄すごいって、ファンは必ずしも男だけでない。アイちゃんは女子にも人気なのだ。

「わ──！　アイちゃん！　生アイちゃんだー！　握手！　握手お願いしますー！」

「うん、もちろん！　ぎゅー！」

「キャ───！　ありがとうございますー！」

　熱狂的な女性ファンが、手を繫つないで感涙にむせぶ。

　うむ……。こうしてアイちゃんがファンとの交流を深めるのを見るのは、いいものだ。古参ファンでありマネージャーでもある俺としては、『俺の推しは凄いだろ？』と、勝手にドヤ顔になってしまう。

「でも……ちょっと腑ふに落ちないな……」

　指紋がなくなるんじゃないかと思うほど、色んな人と握手をしているアイちゃんを見ながら、俺は静かに呟つぶやいた。

　なぜならば、俺はアイちゃんと結婚している。周囲には内緒にしているが、紛れもなく俺たちは未いまだ新婚ホヤホヤである。俺にとってアイちゃんは、最推しの声優であると同時に、かけがえのない大切な嫁だ。

　しかし、そんな俺の大事な人が、別の人たちと握手をしている。これも立派な仕事とはいえ、やっぱり、なんか、こう……もにょっとする。

「アイちゃん！　僕、アイちゃんのアニメ全部見てます！　特にキミゾラ大好きです！」

「そうなの!?　わ〜い！　私もキミゾラ大好きなんだ〜！」

　中学生くらいの男の子が、アイちゃんに大ファンアピールをかます。

　おいおい噓うそつけコノヤロー。お前が知っているのは、せいぜい最近のアニメとか、有名どころの作品だけだろ。『キミゾラ』とか、『桃色ＬＩＰＳ』とか。『マジ☆マリ』も『ファントムナイツ』も『まぼろしの町』も知らない分際で、通ぶるのは止やめてもらおうか。焼くぞ……？

　なんて、大人げないことを考えてしまう。古い作品知識をひけらかして新規ファンにマウントを取るなんて、古参の悪い癖である。頭で思うだけとはいえ、もっと自重しないとな……。

　でも、やっぱりもにょもにょする……！　アイちゃんが他の奴やつと触れ合うのは……！

　そう思った直後、俺は静かに行動に出た。今立ってる位置からこっそり移動して、バレないようにアイちゃんの側そばを一度離れる。

　そして、それから十数分後。

「はーい！　それじゃあ、次の人……んぅっ!?」

　俺の姿を見たアイちゃんが、驚きょう愕がくの声を必死に抑えた。

　はい、並びました。列並んじゃった。だって、俺も握手したいし。

「アイちゃん！　握手、お願いします！」

　そう言い、右手をびしっと差し出す俺。そんな俺を「え……え？」みたいな顔で見るアイちゃん。しかし、それも一瞬のこと。

「うふふっ……♪　はい！　握手どうぞっ♪」

　俺の気持ちが分かったのだろう。アイちゃんがその手を差し出して、俺の手をギュッと強く握る。彼女の繊細な細い指が、俺の手をがっしり摑つかまえた。まるで、もう離さないと言わんばかりに。

　あぁ……やっぱり、推しの握手は最高だ……！　これから毎日、就寝前に握手してもらおう。というか、手を繫ぎながら寝ちゃえばよくね？　絶対いい夢見れる気がする。

「……って、あれ……？」

　その時、俺はふと違和感を抱く。なんだか他の人たちに比べて、俺だけ手を繫ぐ時間が長いような……。

　不思議に思い、俺はアイちゃんの顔を見る。

「……（ニコー♪）」

　尊さしかない笑顔で返事をするアイちゃん。さらに彼女はその後、パチパチッと可か愛わいらしいウインクをした。

『本当に好きなのは、奏かな太ただけだよ。だから心配しないでね？』

「……ッ!?」

　俺にだけ分かる、アイコンタクト。長年仕事でも家庭でも一緒に過ごしてきたから分かる、二人だけの秘密の合図。それでアイちゃんが愛を伝えた。俺への愛を、伝えてくれた……！

　感極まり、俺は自然と口を開く。

「アイちゃん……！　俺、ずっと大好きだから！　ずっと応援してるから！」

「ありがとうっ！　私も、あなたのために頑張るね！」

　そう答えるアイちゃんの声は、明らかに他のファンたちと話すときよりも弾んでいた。











第二章　取材・撮影なんのその！









　ネネちゃんから『声優チャンピオン』を受け取った、翌日。

　今日は休日ということで、俺は早速雑誌の内容を参考に、アイちゃんとインタビューの練習をしていた。

「えー、それでは。インタビューを始めます。まずは名前を教えてください」

「はっ、はい！　アイちゃん役です！　えっと……東雲しののめ美み琴ことです！」

　緊張のせいか、最初から間違えているアイちゃん。役名が本名に下げ剋こく上じょうをしている。

　しかし気にせず、質問を続ける。

「それじゃあ……とりあえず、自己紹介をお願いします」

「はい！　えっと……私の長所は、粘り強い精神力です！　声優として少しでも実績を上げようと、何度オーディションに落ちてもめげずに、演技の仕方や自分に向いている演技方法を勉強しました。おかげでマネージャーや声優仲間との出会いにも恵まれ、最近ようやく努力が実り始めました。今日のインタビューでは、その具体的な体験についてお話ししたいと思います！」

　……と、ガチガチになった顔で言うアイちゃん。え、これ面接？　就活かな？

「あの……なんか硬くない？　もっと普通の、砕けた感じでいいんだけど」

「え？　砕けた感じ……？　えっと……えっと……」

「なんかこう……例えば、好きな食べ物とか……」

「あっ！　そうか……好きな食べ物は、イチゴです！」

　うわぁお、なんか可愛い回答。でも、アイちゃん、言うほどイチゴ好きだっけ？

「あとは、えっとえっと……趣味はぬいぐるみを集めることで、特技は編み物や裁縫です。それと、動物にも好かれやすいですね！」

　うんうん。なんだかいい感じじゃないか？　インタビューっぽくなってきてる。ただアイちゃんって、そんな特技あったか？

「それから、それから……スリーサイズは、上から八十七・六十二・八十四──」

「いや、待って砕けすぎ砕けすぎ！　なんでそこまで語りだしたの!?」

　いきなりどうしたんだよ、この子は！　これ声優雑誌のインタビューだから！　Ａ〇でよくあるインタビューじゃないから！

「ご、ごめん……。なんか、言うこと思いつかなくて……」

「だからってなぜスリーサイズを晒さらすかは謎だが……とにかく、もっと肩の力を抜いてもいいんだぞ？　来そうな質問の内容も、難しいものはなさそうだし」

　事前に先方からもらった資料によると、今度の記事では『キミゾラのメインヒロインに密着！　次にくる新人声優の素顔を暴け！』と題して、アイちゃんたち三人のプライベートに関する様々な質問とその回答を載せるらしい。

　それに添って、まずは自分のことを語る練習からしてもらおうと思ったのだ。まぁ、この分だと厳しそうだが。

「っていうかアイちゃん、さっきから答えを作ってないか？　なんというか、優等生すぎるような気が……」

「えっ!?　そ、そうかな……？　ソンナコト、ナイヨ……？」

　口調がカタカナになっているアイちゃん。これ以上ないほど怪しくて可愛い。

「っていうか、明らかな噓が混じってるし。だってアイちゃん、一番好きな食べ物、イチゴじゃなくてラーメンじゃん。それもコッテリ次〇系の」

「はぅあ!?」

　この子、凄く幸せそうな顔してラーメン食べるからなぁ。いっぱい食べる君が好き。

「それに趣味はアニメ鑑賞だし、特技は無課金でＳＳＲを引き当てることだろ？」

「ど、どうしてそのことを知ってるの……!?」

　驚き、わなわなと震えるアイちゃん。

　いや……だって俺、アイちゃんと同居し始めてもう数か月経たってるし。それだけ一緒に過ごしていれば、ある程度のことは分かると思うよ？

「あんまり無理して可愛く答えなくていいと思うぞ。むしろ、ぶりっ子っぽくて引かれる可能性もあるし」

「で、でも……奏かな太た、言ったよね？　このお仕事でファンを増やすことは、『人気声優大賞』で結果を出すためにも、重要だって。読者の人たちにファンになってもらうには、そういう可愛い受け答えをしないと……！」

「いや……それはむしろ悪手だな。可愛いか可愛くないかはさておき、むしろここはインパクトのある回答をして、記憶に残るようにするべきだ」

　個人的な意見ではあるが、ここで重要なのはどれだけインパクトを残すかだ。インタビューで差しさわりのない回答や、テンプレ的なことを言っても、大して記憶には残らない。

　すでに注目度の高い声優さんならそれでいいかもしれないが、アイちゃんはこれからの声優だ。もっと一目で記憶に残る回答をするのがベターだろう。

「今は可愛さよりも、インパクトのある答えを考えるようにしてみてくれ。インパクトがあれば噓でもいいから。それと、自己紹介形式だとまた変に暴走しそうだな……。ひとまず、俺が一個ずつ質問をするから、それに対して答えてみてくれ」

　そのほうが、実際のインタビューに近いはずだし、アイちゃんも答えやすそうだ。

「う、うん！　分かった！　やってみる！」

　力強く頷うなずくアイちゃん。彼女に向けて、俺は質問を開始する。

「それじゃあ、まずはアイちゃんの好きな食べ物を教えてください」

「はい！　好きな食べ物は……人間です！」

　とんでもない答えが飛び出した！

「可愛い小っちゃな男の子を見ると、無性に襲っちゃいたくなります♪」

　しかも性的な意味で!?

「……じゃあ次に、趣味は何ですか？」

「主に人間観察です！　美味おいしそうな子供がいないか、常に周囲を観察してます！」

　お巡りさん、こっちです！

「……それでは、最後に特技などを……」

「男の子と仲良くなることです！　今まで多くの男の子と、親密な関係になりました♪」

「いや、ゴメン……。やっぱり、余計なことは考えなくていいかもしれない」

　あまりのありさまに、インタビューを打ち切る俺。このままでは、年下の男の子を性的に食すモンスターが爆誕してしまう。好感度どころの騒ぎじゃない。

「変にインパクトがあるようにとか考えず、まずはアイちゃんの本心で答えてみよう」

「そうだね……。私も、その方がいい気がしてきたよ……」

「ちなみに聞くけど……マジでそんな好みのわけじゃないよな？」

「当たり前だよ！　そんな趣味ないよ！」

　よかった……、推しが正常で本当に良かった……。

　とにかく、インパクトを持たせるにしても、本当のアイちゃんの特徴をベースに調整したほうがいいだろう。そうアイちゃんと相談し、再び練習を始めようとする。

　しかしその時、気が付いた。時計の針が十時五十分を指していることに。

「あっ！　ごめん、アイちゃん。練習、ちょっと中断してもいいかな？」

「えっ？　いいけど、どうしたの？」

「実はこれから用事があって……。行かなきゃいけないところがあるんだ。だから、練習はまた帰ってきてからな」

「そっか……。うぅ、ちょっと残念……。まだまだ色々不安なのに……」

「ごめん……。帰ってきたら、またゆっくり練習付き合うから。それまで待っててもらえないか？」

「うん……大丈夫……！　しょうがないよね！　代わりに、自分の中で色々受け答えのパターンを考えてみるよ！」

　俺を気遣ってか、すぐに元気な笑みを浮かべるアイちゃん。

　そういう彼女の優しさが、俺は本当に大好きだ。その優しさに報いるためにも、しっかり用事を遂行して、その後彼女の力になろう。

「ありがとう、アイちゃん……！　それじゃあ、悪いけど行ってくるよ！」

「うん！　奏太も頑張ってね！　私も、全力でインタビュー対策するから！」

　優しく俺を送り出すアイちゃん。そんな言葉に感謝しつつ、俺はすぐ家を後にした。




　　　　※




「ヤバい……ちょっと遅れたかも……！」

　アイちゃんを家に残し、慌てて走る。待ち合わせの時間は、十一時。おそらく、間に合わないだろう。しかし、できるだけ早く着かないと……！

　焦あせりながら、目的地へと必死で向かう。駅前へと延びる道を走り、その近くの商店街へ。そして路地裏へと入り、その先にある建物を目指す。それは、こぢんまりとした書店。そう。行かなきゃいけないところとは、つばさ書店のことである。そして約束とは、ネネちゃんの仮の恋人になる件だ。

　俺は今日からネネちゃんの仮の恋人として、彼女が恋愛経験を積むのを助けてあげないといけないわけだ。ネネちゃんが、恋する女子を演じられるように。

「すみません、ネネちゃん！　遅れました！」

　店内に入り、中にいるであろうネネちゃんに叫ぶ。約束の時間を十分過ぎての到着になった。怒らせてしまったかもしれない。

「あれ……？」

　しかし、ネネちゃんの姿はどこにもなかった。レジの向こうには誰も立っておらず、売り場を見渡しても誰もいない。

「ネネちゃん……？　ネネちゃん、どこですかー!?」

　大声で呼ぶ。だが、返事はない。もしかして、自分が遅れてしまったから怒ってどこかに行っちゃったのか……？　そんな不安が頭をよぎる。

「ふふっ……こっちよ♪」

　耳元に声。次いで、後ろからギュッと抱き着かれる感触。

　細い両手が俺の胸元を抱きかかえ、背中には何か柔らかいものが当たっている。

　これは、もしや……ネネちゃんの……!?

「いらっしゃい、奏太君。ギュー♪」

「ね、ネネちゃん!?　いきなり何をしてるんですか!?」

「何って、抱き着いているだけよ。今日から私たちは恋人でしょう？　それなら、これくらい普通じゃない」

「いや、でもあくまでフリですからね……!?　肉体的な接触は……というか！　凄すごい勢いで胸が当たって……」

「え？　分からなかった？　当ててるのよ？」

「ＮＡＮＤＥ!?」

　驚きのあまり外国人に転生しそうになった。

「だって、恋人ならこうやってイチャイチャ過ごすものでしょう？　これは、当然のスキンシップじゃないかしら？」

「当然じゃないです！　やりすぎですって！　こんなん普通はしませんから！」

　いきなり後ろから抱き着くくらいはあるだろうけど、わざと胸を押し当てるなんて、普通の女の子がすることではない。初めて彼氏ができて喜ぶピュアな女の子の気持ちをイチャイチャしながら学ぶのであれば、もっとそれっぽい行動をとるべきだ。

「むぅ……。そうかしら？　私は普通だと思うけど……」

　残念そうに胸を俺から離すネネちゃん。なんで不服そうなんでしょうかね？

「それじゃあ、改めて……奏太君。今日から『恋人』としてよろしくね。付き合ってくれて、助かったわ」

「いえ、大丈夫です。ただ、俺で恋人役が務まるのかは微妙ですけど……」

　俺だって恋愛経験なんかない。当然バッキバキの童貞である。こんな俺が恋愛経験を増やすことに役立つかどうかは疑問だった。

「いいのいいの。こういうのは、チャレンジあるのみよ。それに、原作小説のヒロインたちも、お互い初めての恋人だもの。むしろ、ちょうどいいんじゃないかしら？」

「そうですかね……？　まぁ……やるだけやってみます」

「ありがとう。とりあえず、中に上がって頂戴。今日は定休日だし、お父さんたちも出かけてるから、何にも気にしなくていいわ」

　パチッとウインクする寧々さん。休日の昼間にお店を閉めて大丈夫かと心配になるが、いつもそうなら別にいいのか……？

　ともかく、俺はネネちゃんに連れられて、彼女の家に上がり込んだ。書店部分は普段から通っていて見知っているが、カウンターの奥には初めて入る。緊張と期待で、なんだかソワソワしてしまう。

　この家にはカウンターの奥に入ってすぐ、左手に階段があった。ネネちゃんはそこを上っていき、二階の奥の部屋に俺を通した。

「さぁ、入って。ここが私の部屋よ」

「ネネちゃんの部屋……！」

　初めて踏み入る女の子の部屋。ドキドキしながら、扉を開けるネネちゃんに続いた。

「おぉ……！」

　そこは、俺の知らない世界であった。

　まず目に付くのは、淡いピンク色のシーツがかかった大きなベッド。その横には勉強机があり、側そばの棚にはテディベアたちが整列している。

　そして壁かべ際ぎわのハンガーラックには何着ものワンピースやスカートなど、彼女の私服がかけられていた。部屋の中心部分には小さなテーブルが置かれており、その周りにはやはりピンク色のもっちりクッション。清潔感のある白い絨じゅう毯たんと合わさって、良いい色合いになっていた。

　これが、女の子の部屋か……！

「家族以外を入れたことがないから少し恥ずかしいのだけど……私の部屋は、どうかしら？」

「あ、その……なんというか……。ネネちゃんの部屋、予想以上に可か愛わいいですね……！」

　全体的に、『これぞ女の子の部屋』って感じの部屋だ。よくよく見るとカーテンも、ハート模様で可愛らしいし。

「むぅ……。その発言だと、普段の私が可愛くないみたいに聞こえるのだけど……？」

　拗すねたように、ぷくっと頰を膨らませるネネちゃん。

「あ、いや！　そういうことじゃなくて！　ネネちゃんって、どっちかと言えばセクシー系のイメージですから！　こういう雰囲気は意外というか……！」

「そう？　それじゃあ、そういうことにしておいてあげる。とりあえず、お互い楽にしましょう」

　すぐ笑みを浮かべ、ベッドの上に座るネネちゃん。俺も、勧められたクッションに座る。

　うわぁ……俺、女子の部屋で座っちゃってるよぉ……！　立ち入るだけでは飽き足らず、ネネちゃんが普段使ってるであろうクッションに腰を下ろしている。こんなの、本当に許されるのか？　後で料金請求されたりしない？

「ふふっ。そんなに緊張しなくてもいいのに。私たち、今は恋人同士なんだから。今からそんなんじゃ、この先が思いやられるわよ？」

「た、確かにそれもそうですね……！」

　部屋に入っただけでドギマギしてたら、恋人としてネネちゃんに接することはできないだろう。もっとしっかりするんだと、心の中で気合いを入れた。

　そして、ネネちゃんが仕切り直す。

「とりあえず、今日は一日恋人として、一緒にイチャイチャ過ごしましょう！　初めて彼氏とお付き合いをした『姫ひめ宮みや詩し乃の』の気持ちを知るために！」

「わ、分かりました……！　でも、イチャイチャって漠然としてますね……。具体的に、何かすることとかは決まってますか？」

　こういったことをするからには、ただ一緒にいるだけではなく、それなりに恋人らしいことをするべきだろう。俺も、そのためにいくつかプランを考えてきた。しかし、ネネちゃんに希望があるならそれを優先しようと、尋ねる。

「うん。実は、私も色々考えてみたの。恋人同士っぽいことを」

　フフッ♪　と楽しそうに笑うネネちゃん。

「へぇ……。どんなことですか？」

「ずばり！　まずは、ゲームをしましょう！」

　ゲームか……。確かに恋人同士で一緒にゲームを楽しむことはよくありそうだ。でも、恋人っぽいかと言われれば、別にそうでもないような気が……。

「大丈夫！　ちゃんと恋人っぽいゲーム……というか遊び方を考えてあるから！」

　なるほど。そういうことならいいかもしれない。

　それに、いきなり恋人ならではのことをするより、ゲームくらいで慣らしたほうがこっちの気持ちもやや楽だ。

「分かりました。ひとまずそのゲームをしましょう」

「うん！　それじゃあ、すぐ用意するから待っててね？」

　そう言い、部屋から出ていくネネちゃん。きっとゲーム機か何かを持ってくるのだろう。

　携帯ゲーム機か、それともボードゲームだろうか？　一人で残されてしまった俺は、どんなゲームをするのか考えながら、改めて彼女の部屋を見渡す。

　整理整頓されていて、埃ほこり一つ落ちていない部屋。しっかり清潔に保たれているのは、なんだかネネちゃんらしかった。

「ん……？」

　ふと、ベッドの上に何か置いてあることに気づいた。不思議に思って目をやると、それは見覚えのあるプリントだった。

「これ、オーディション用の台本じゃ……」

　つい、その台本を手に取る俺。台本といっても、それはホチキスで止められた二枚だけの紙だ。その一枚目には『砂糖味のワンルーム』というタイトルと、ネネちゃんの演じるキャラである姫宮の設定が書かれていた。

　こういった台本は、オーディションを受ける前に声優に渡されるものである。それにはオーディションで演技を求められるセリフと、そのキャラクターの簡単なプロフィールなどが書かれている。

「そういえば、まだどんなキャラなのかよく知らないな……」

　昨日の今日で原作を読んでくるような時間もなく、この作品についてはノータッチだ。ここで姫宮のキャラくらいは、俺もちゃんと知っておくことにしよう。

　そう思い、キャラ設定に目を通す。

　書かれた設定を読む限り、彼女はやや内向的で消極的なキャラらしい。男子との交際経験もなく、唯一仲の良い異性が、作中で初めて恋人になる、幼おさな馴な染じみの主人公。ちなみに趣味も読書や手芸など、インドアなものを好むらしい。

「なるほど……。ほんと等身大というか、ピュアで特徴の薄いキャラみたいだな」

　だからこそ、リアルな恋心を演じることが大事になってくるのかもしれない。なかなか難しそうな役柄だ。

「あとは、一応セリフも見ておくか……」

　ネネちゃんのもらった台本に勝手に目を通すのは抵抗があるが、オーディションのセリフは俺も知っておいたほうがいいはずだ。何かアドバイスができるかもしれない。

　彼女の力になりたいと思い、俺は二枚目のプリントを見る。そして──

「……っ！」

　──俺は、言葉を失った。

　それは、姫宮のセリフがおかしなものだったからじゃない。むしろ指定されたセリフは、「私……すごく嬉うれしいよ……？　物部もののべ君の、恋人になれて……！」など、いたってシンプルなものばかりだった。

　だがそれ以外に、驚いた理由がある。

「ネネちゃん……！　凄いな……この書き込み……！」

　俺が驚いたのはセリフではなく、ネネちゃんの鬼のような書き込みだ。セリフ内の単語を〇で囲って、『感情を込めて！』と書き込んだり、『嬉しい』や『悔しそうに？』など、様々な読み方を試行錯誤している様子がうかがえる。その上台本は全体的に黒く汚れてしまっていて、これまで何度もメモをしては書き直しているのが容易に分かった。

　俺もアイちゃんの原稿を見ているから、声優がこうした書き込みをすることが普通なのは知ってる。しかしネネちゃんの書き込みは、明らかに普通以上だった。

　それだけ彼女は悩んでいるのだろう。そして、それだけ本気で役を取ろうとしているのだろう。

「俺も、本気で応えてあげないと……！」

　改めて、ネネちゃんに協力しようと強く思う。彼女は、本気で努力している。今、真剣に悩んでいるんだ。

　その手助けになれるのが俺しかいないということならば、どんなことでも協力したい。彼女の真面目で本気な思いに、俺もしっかり寄り添うんだ！

「奏太君、お待たせー！　準備ができたわ」

　ネネちゃんの声。同時に扉が開く。俺は彼女を出迎えようと、扉のほうを振り向いた。

「ごめんね〜。準備に時間がかかっちゃったわ」

　そこにはゲームで使うのか、様々な道具を携えた彼女──聴診器や注射器、包帯などの道具を持ったネネちゃんがいた。

　…………え？　聴診器や注射器？　え……？

「さぁ、始めましょう。奏太君。恋人として、楽しいゲームを！」

「ちょっ、あの……え？　待ってください。これ、どういうことですか……？」

　訳が分からず、彼女の持つ道具を見つめる俺。

　いや、それよりもおかしいことがある。それはネネちゃんの格好だ。

　彼女はなぜか、ピンク色のナース服に身を包んでいた。

　しかも、ただのナース服ではない。胸の部分が異様にはだけており、彼女の巨乳が作り出す谷間がハッキリ見えてしまっている。さらに丈も短いため、彼女が座って脚でも組めば、すぐにパンツが見えそうだった。

「なんで、今そんな格好を……!?　今から、何かゲームをするんじゃ……？」

「ええ、そうよ。だからそのために着替えたの。お医者さんごっこをするために！」

「はぁ!?」

　お医者さんごっこ!?　なんでそんな遊びをチョイスした!?

「私ね、昨日ネットで調べたのよ。恋人同士が普段どんなことをして遊んでいるのか。そうしたら、『仲の良い恋人たちなら、お医者さんごっこなんてオススメ！　彼女の刺激的な格好に、彼氏との絆きずなが深まりまくり！』って書いた記事を見つけたの！　だから、お医者さんごっこをすれば、カップルの気持ちも分かると思って！」

　そんなわけがねぇ！　確かにエロいカップルならそういうことするかもしれんけど、少なくとも『姫宮詩乃』はしねぇ！　こんな練習したところで、『ピュアなお付き合いを経験して、彼女の気持ちに近づく』という目的は絶対果たせない。

　俺はネネちゃんを止めるために、そう言おうとする。

　だが、すでに遅かった。彼女はもう、動き出していた。

「あなたの体、いっぱい調べてあげるわね……？　ふふっ……♪」

「うわっ!?」

　怪しい笑みを浮かべながら、俺の体を押すネネちゃん。俺はカーペットに仰あお向むけに倒れて、そのままネネちゃんに跨またがられた。しかも、彼女が俺の服をたくし上げる。

「ちょっ、ネネちゃん!?　なにするんですか！　どいてください！」

「いいから、いいから。じっとしてて？　それじゃあ、診察始めるね？」

　強引にお医者さんごっこが始まってしまう。そして聴診器が俺の胸に当てられた。

「『まずは、心臓の音を聞いていくわね。あなたの一番大事なところ……私が、じっくり診てあげるからね？』」

「……っ！」

　俺の耳元で囁ささやくネネちゃん。瞬間、ゾクゾクッと体が震える。

　こ、これ……この声、ヤバい……！　ネネちゃんのセクシー系声優ボイスが、耳元で囁いてきたりしたら……！」

「『患者さん、すっごくドキドキしてるわね〜？　そんなに緊張しているの？　ふふっ……心配しなくても大丈夫よ。ちゃんと、優しくしてあげるから……』」

「くぅっ……！」

　脳を溶かすような甘い声が、鼓膜を優しく撫なでてくる。このゾワゾワする刺激、まるで上等のＡＳＭＲ作品を聞いているような感覚だ。

　さすがは、プロの声優だ……。少し囁かれただけで、何も考えられなくなる……！

「『どこか、痛いところはありませんか〜？　我慢しないで、なんでも私にさらけ出してね……？』」

　体から力が抜けるような心地よい声で囁かれながら、聴診器の位置をずらすネネちゃん。さらに、まるでくすぐるように、指先で俺の胸元を撫でる。

「んっ、くっ……」

「『ふふっ……。声我慢しちゃって、可か愛わいい……♪　もっといっぱい、気持ちよくなっちゃってもいいのよ？　ほらほら、声、いっぱい出しちゃえ♪　いっぱい出しちゃえ♪』」

　挑発的に煽あおるネネちゃん。ネネちゃんの心地よすぎる声が、俺の体から力を奪う。

　これ、ヤバくね……？　この状況、ヤバくね……？　なんかもう、卑ひ猥わいなことしてる気しかしねぇ……！　もしこれ以上、エスカレートしたら……！

　そう思った直後、ネネちゃんが俺のズボンに手をかけた。

「『それじゃあ、次は〜……下のほうも診ていきましょうね〜？』」

「いや、さすがにそれはないだろぉぉぉ！」

　そんなことを許すわけにはいかない。俺は危機感に突き動かされて、どうにかネネちゃんの呪縛から逃れた。俺に跨る彼女をどかし、慌てて壁かべ際ぎわに退避する。

「キャッ。ダメじゃない。いきなり逃げちゃ。まだ診察の途中なのに」

「これ以上はやらせるかぁ！　あなた一体、どこを診察しようとしてたんですか!?」

「あっ。それとも次は、奏太君が診察したいの？　いいわよ。じゃあ次は奏太君の番ね」

　唐突に言い出し、聴診器をこちらに放るネネちゃん。さらにナース服のボタンを取って、前を完全にはだけさせた。

「私の体、いっぱい診察して頂戴ね？」

　黒色の下着を晒さらしながら、少し顔を赤くしたネネちゃんが言う。それに対して、俺はというと……。

「いや、これ全然ピュアじゃねえ───！！！」

　自分でも驚くほどの声で叫んだ。

[image: ]

「ど、どうしたの奏太君!?　急にそんな大声を出して……」

「そりゃ、叫びもしますよ！　あなたさっきから何してんですか!?」

「何って……姫宮詩乃役をやるために、ピュアなお付き合いの擬似体験を……」

「これのどこがピュアなお付き合いですか!?　ネネちゃんが演じるのは、純粋な普通の女の子なんでしょ!?　いくら恋人相手でも、そんな子がこんなことするわけないです！　これじゃいつものセクシー系……っていうか、エロ系の演技しか学べませんよ!?」

「そ、そうかしら……？　そんなにこれって、普通じゃないの……？　恋人たるもの、こういうことは普通にすると思うんだけど……」

「普通じゃないです！　絶対しません！　こういうのは頭ハッピーセットなイチャイチャラブラブバカップルか、倦けん怠たい期きの恋人がやるんです！」

「……マジで？」

　口調が変わるほど驚くネネちゃん。ダメだこの人……！　世間一般の普通とズレてる。普通の学生カップルがエロいことを普通にしてると思ってる……。

「とにかく、これはマジであり得ませんから。もっと何か違うことをしましょう」

「そ、そう……？　分かったわ……。なんだか、ちょっと悔しいわね……」

　自分の常識が否定され、少しだけ不服そうなネネちゃん。しかしここは彼女のためにも、お医者さんごっこは止やめさせた。




　　　　※




「それじゃあ、次は一緒に料理をしましょう！」

　ナース服から元の服に着替えた後、ネネちゃんがまた提案をした。

「料理……ですか？　その心は？」

「だって、恋人が二人でキッチンに立って、並んでお料理するのっていいでしょ？　なんだか仲良さそうじゃない」

　あぁ……。言われてみれば、一理あるかも。一緒に買い物に行くとか料理するとか、なんだか日常感があるし。二人の共同作業っていうのも、いいな。

「それに、その後二人で『あーん』しながらご飯を食べさせあったりするのも！　これなら、学生カップル的なピュアなイチャイチャだと思うわよ！」

「確かにいいかもしれません。『あーん』されるのも、嬉うれしいですし……」

　先日、アイちゃんと一緒にご飯を食べたときのことがよみがえる。うん……。あれは確かに素晴らしかった。女の子と一緒のご飯、いいよね。

「……どうしたの？　奏太君。なんだか、ちょっとにやけてないかしら？」

「い、いえ！　そんなことないですよ!?」

　危ない危ない。アイちゃんとあんなことをしてるなんて知られたら、変な勘違いをされるかもしれないからな。別にやましいことはないけど、あまり言いふらすことでもない。

「ちょうど時間的にもお昼過ぎだし、今から一緒にご飯を作らない？　材料とかは、全部キッチンにそろえてあるから」

「分かりました。それならやりましょう。ちなみに、何を作るんですか？」

「今日はオムライスにしようと思うのだけど……奏太君はそれで大丈夫？」

「はい。オムライス、俺も好きですし」

　それくらいなら、何とか作れそうだしな。こだわろうと思えばいくらでもこだわれるとは思うけど、普通に食えるレベルの物なら、具材の入ったケチャップライスを炒いためて卵をのせれば出来上がりだ。

「じゃあ、決まりね！　早速キッチンに行きましょう！」

　それから俺たちは、ネネちゃんの部屋からキッチンへ移動。これでようやく、まともなイチャつきができそうだ。

　キッチンは一階の奥にあり、広くはないが綺き麗れいに片付いていた。台所シンクはピカピカで、フライパンや調味料などの台所用品も片付いている。彼女の部屋と同じく、整理整頓された空間だ。もしかしたら、ここもネネちゃんが小まめに掃除をしているのかも。

「それじゃあ、まずは使う食材を出していきましょう！　……あ、その前に、エプロンをしなきゃ……。ちょっと持ってくるから待っててくれる？」

「エプロンですか？　別になくてもよくないですか？」

「ううん、ダメよ。こういう時、ラノベとか漫画ではエプロンをしてることも多いでしょ？　それにお揃そろいのエプロンっていうのも、恋人っぽくていいじゃない」

　ほう……ちょっとしたペアルックということか。それはなんか、ピュアでいいかもしれない。若干バカップルっぽくもあるけど。

「すぐ戻るから待っててね。えーっと、多分、衣装ケースに……」

　スリッパを鳴らして、一度キッチンから出て行くネネちゃん。

　しかし、一緒に料理かぁ……。それは、アイちゃんともやったことがないな。アイちゃんの場合、仕事がないときは『私に任せて！　家においてもらってるんだから、これくらいのことはさせてほしいの！』『それに、ファンサービスにもなるし！』って言って、手伝わせてはくれないからな。

　そうくると、やはり俺もワクワクを禁じ得ない。ネネちゃんと一緒に、仲良く料理……本当に恋人、さらに言えば夫婦になったみたいで、なんだか妄想が膨らんでしまう……。




「じゃあ、私は具材の準備をするから。奏太君は卵を割って混ぜておいて」

「はい、了解です！」

　指示通り、冷蔵庫からいくつか卵を取り出し、それを割ってお椀わんに入れる。

「あっ、奏太君。卵片手で割れるのね。すごいわ」

「これくらい、慣れれば誰でもできますよ。ネネちゃんもいけるんじゃないですか？」

「ううん。私には多分無理よ？　さすがね、奏太君。尊敬しちゃうわ」

「これくらいで褒めすぎですよ。まぁ、悪い気はしませんけどね」

　隣に並んで会話をしながら、割った卵に塩コショウを加えて混ぜていく俺。

　一方ネネちゃんは、ケチャップライスに入れるマッシュルームやミックスベジタブル、ウィンナーなどの用意をしていた。

「でも……こうしてキッチンで並んでいると、なんだか不思議な気分になるわね？　本当に、私たち付き合っているみたいじゃない？」

「それが目的ですからね。やっぱり、一緒に何かを作っていると、なんだか特別な感じがしますよね。こういうこと、何でもない人とはしないでしょうし」

「そうよね。ふふっ……えいっ」

「あっ、ネネちゃん？」

　ネネちゃんが突然、俺の体に寄り添ってきた。ウィンナーを小さく切りながら。

「ちょっ、包丁使いながら危ないですよ？　いったん離れたほうがいいんじゃ……」

「大丈夫。今はこうしていたいの。せっかく、二人きりなんだから……♪」

　そう言い、上目遣いで俺を見るネネちゃん。その笑顔が、俺への感情を物語っていた。

　そんな顔を向けられては、俺も無下にするわけにはいかない。彼女の頭に手をやって、優しく髪を撫でてあげた。

「ねぇ、奏太君……。私のこと、好き……？」

「もちろんです。ずっと大事にしますからね」

「よかった……。私も、大好きだよ？」




　なーんてやり取りが、できたらいいなぁ……。

　恋人とのそんなピュアッピュアなやり取り、誰しも一度は憧れる。フリとはいえ、せっかくなら俺も一度はそんな体験をしてみたい……。

　そんな妄想をしていると、再び廊下からスリッパの音。ネネちゃんが帰ってきたようだ。

「奏太君、お待たせー。持ってきたよー」

「あ。大丈夫ですよ、ネネちゃん。待ってないで……す……？」

　振り向きネネちゃんを迎える俺。

　しかし、彼女の姿を見て固まる。

「えへへ。ついでにエプロン着てきちゃったわ」

　そう言って、微ほほ笑えみを浮かべるネネちゃん。確かに、彼女はエプロンを着けていた。淡い水色の、可か愛わいらしいエプロン。

　だがネネちゃん……エプロン以外、何も身に着けていなかったのだ。

　さっきまで着ていたはずの服──胸元の開いたブラウスや、ロングスカート──も、全て完全に脱ぎ捨てていた。いわゆる、裸エプロンの状態である。

　それにより、彼女が横や後ろを向いたりすれば、その綺麗な背中やプリッとしたお尻が丸見えだ。

「じゃーん♪　どうかしら？　エプロン似合う？」

「いや、何をやってんですかあなたは────!!」

　もうエプロンどうこうの話じゃねーよ！　なんでこの人さっきから、俺の前に現れるときに異常な格好してんだよ！　ボケながらじゃないと登場できない呪いにでもかかっているんじゃないのか!?

「なにいきなり裸エプロンかましてんですか！　痴女なんですか!?」

「でも恋人といえば、これでしょう？　私、ちゃんと調べてきたんだから♪」

「いいや、違う！　絶対に違う！　これは絶対普通じゃない！」

「さぁ、奏太君もお揃いのエプロンをしましょ。あなたもしっかり脱がなきゃダメよ？」

「俺も脱ぐの!?　お揃いってそういう意味なの!?」

　なんで男まで裸でエプロンするんだよ!?　そんなんどこにも需要ないぞ！

「え……？　でも、仲の良い恋人はペアルックをするものなんでしょ？」

「だからって、裸エプロンでペアルックすな！　そもそも裸エプロンが変だから！」

「え……え？　これも違うの……？　どうして……？」

　ダメだこの人、分かってねぇ！　裸エプロンが、普通のピュアなイチャつきだと思ってやがる！　さっきからイチャつきに関する理解がおかしい！

「相手に胸やら尻やらを見せるような行為は普通のイチャつきじゃありませんから！　恋人とはいえ、そんなにやることじゃありません！」

「ええっ！　そうなの!?　わ、私……恋人なら普段から裸を見せ合うものだと思っていたわ……」

　それでさっきからこんな絡からみ方ばっかしてたのか……。

「ああもう……。なんでそんな変な勘違いを……？」

「だ、だって……恋人なら、彼氏のことを悦よろこばせるのが義務かと思って……。前読んだ本にも、『彼女たるもの彼氏のために、四六時中肌を見せるべきだ』って書いてあったし」

「そんな義務はありませんから！　どんな本にそんなコト書いてあったんですか!?」

「えっと、確か……『露出のススメ』って本だったかしら……？」

「それ完全にエロ本じゃねえか！　参考にする本間違ってますよ!?」

　この人、意外に抜けてるところもあるんだな……。なんて本、教材に選んでんだよ……。

「こういうことはもっと大人がやるものです。ネネちゃんが知りたいのは高校生の恋愛ですよね？　完全にカテゴリーエラーです！」

「でも、今の高校生は進んでるってネットで見たわよ？　それなら、裸エプロンくらい普通のことなのかなって思って……」

「してませんって！　多分、おそらく……」

　彼女がいない以上、ハッキリとしたことは言えないが、さすがにこんなマニアックなことはそうそう皆みんなやってないはずだ。少なくとも、『砂糖味のワンルーム』のキャラクターたちはしてないだろう。

「とにかく！　そういうエロいのは禁止です！　もっと健全な恋人同士の過ごし方を考えましょう！」

「け、健全……？　健全に……？　えーと……？」

　おいおい、どうしてピンと来てないんだ？　健全なカップルがしそうなことを、何一つ思いつけないみたいだ。脳のシナプスが全てエロに結びついてんじゃなかろうな……？

「ああ、もういいです……。よく分かりました……。恋愛に関しては、ネネちゃんはポンコツなんですね……」

「う、うぅ……。ごめんなさい……」

　まさか、こんなにも理解ができていないとは……。もう『姫宮』役は諦めて、エロコメ系のキャラクターだけに役を絞ったらどうだろうか？

　でもこの人、オーディションへの意気込みは本気だからなぁ……。何とかしてあげるしかないかぁ……。

「えっと……とりあえず、ご飯を作っちゃいましょうか？　さすがにお腹なかすきましたし」

「そ、そうね……。具体的なことは、昼食の後で考えましょう……」

「それと、まずは着替えてきてください……。そのままじゃ、まともに見れないんで……」

「分かったわ……。ごめんなさい……」

　しょぼーんという効果音が聞こえそうな勢いで落ち込み、服を着るために出ていくネネちゃん。

　そして俺は着替えて戻った彼女と一緒に、オムライスを作るのだった。




　　　　※




　それからは、割とまともに恋人のように料理を作ることができた。

　そして若干落ち込み気味なネネちゃんと食事を済ませた後、俺たちは改めて今後の方針を話し合った。どのような形でイチャイチャすれば、「姫宮詩乃」と同じような気持ちを実際に味わえるのか。

　しかしその間にネネちゃんから出た意見も『裸で一緒に布ふ団とんで寝る』とか『ツイスターゲームに興じる』など、全てエロに偏ったものであった。

「うぅ……。チュイッターを見てたら、乳首当てゲームに興じるカップルのイラストとかが普通にあるのに……」

「それは、そういうイラストですから……」

　どうやら彼女は普段仕入れる情報が、なぜかエロに偏っているらしい。それで認識がズレているようだ。仕事柄、オタクの間でホットな話題を調べていたりするのだろうか。

「どうも、ネネちゃんがイチャつき方を考えると、まともな物にはならなそうですね……」

「ごめんなさい……。自分では、全部自信があったんだけど……」

　どうりで、ネネちゃんはいつもセクシーな演技がうまいはずだ。だって、彼女自身発想がセクシー路線に飛びすぎだもの。恋人たちがイチャつく＝エロいことをすると思ってる。中学生の男子かよ。これじゃ純粋な役を演じるのに苦労するのも当然だわ。

「でも……それじゃあ、一体どういう風にイチャつくのが、一般的といえるのかしら？」

「それは色々ありますよ。一緒に勉強したりとか、お医者さんごっことかじゃない普通のゲームを一緒にやるとか。あとは何といっても……外へデートに行くとかはどうですか？」

　元々俺がネネちゃんとしようと考えていたのが、このあたりのことだった。

　俺は別に経験ないが、学生カップルなら一緒に宿題やテスト対策の勉強をしたりするはずだ。仲良く問題を教え合ったり、時には休憩で膝枕とかキスしたりしながら。経験ないから、イメージだけど。

　ゲームも普通に対戦ゲームを一緒にやったり、ソシャゲのガチャを二人で回したりもするはずだ。デートは言わずもがなだろう。はい。もちろん経験はないです。

「デート……！　確かに、それはいいわよね！　私、なぜか盲点だったわ！」

　デートの一言に食いつくネネちゃん。早速二人でどこかに出かけようと、弾んだ声で提案をする。

「でも、今からじゃデートは厳しいと思いますよ？　今日はもう、こんな時間ですから」

　気づけば、時刻はもう六時になっていた。色々とエロ絡がらみをしたり、話し合ったりしている内に、夕方になってしまったのだ。今からゆっくり外出するのは無理だろう。

「そっか……それならしょうがないわね……。デートなら、私もしたかったのに……」

　割と本気で残念がるネネちゃん。やはり彼女も女子として、デートに憧れがあるのだろう。

「大丈夫です。またオーディションの前に、一回くらい時間が取れるはずですから。その時にどこかデートに行きましょう！」

「本当……!?　奏太君、また付き合ってくれるの……？」

「はい。まだネネちゃんの悩みを解決できてませんからね」

　乗り掛かった船。というか、最初から彼女が悩みを解消するまで付き合うつもりでいたからな。

「ありがとう、奏太君。嬉うれしいわ。それじゃあ悪いけど、次のお休みにお願いできる？」

「もちろんです！　任せてください！」

　こうして次の約束をして、今日のところは家に帰った。その道中、どのようなデートにすればいいか、色々とプランを練りながら。




　　　　※




「『奏太君……お帰りなさいっ！　私、ずっと待ってたんだよ……？　帰ってきてくれて……本当に良かった……！』」

「うおおおおおっ！　加か奈なちゃんの声だああああ！」

　帰宅した俺を出迎えたのは、『マジ☆マリ』の加奈ちゃんの声をした推しだった。まるで本物の加奈ちゃんがそこにいるかのような再現度でアニメのワンシーンを演じる。

　この『推しキャラによるお出迎え』はやはり、アイちゃんと住んでいるからこそ味わえる、俺の最大の特権だ。

「えへへっ。喜んでくれてよかった♪　でも、毎回じゃ飽きちゃわない？」

「飽きるものか！　推しの声や演技は、何回聞いても色いろ褪あせないんだ」

「そう？　えへへ……。ありがとね！　じゃあ、もうちょっとサービスしちゃおっか！」

　アイちゃんが言い、俺を優しく抱きしめる。そして、後頭部に触れてきた。

「『今日も頑張って、偉いね〜。よしよし〜。私、頑張る奏太君が大好きだよ〜』」

　加奈ちゃんボイスでなでなでからの『大好き』だと……!?

「ハグとなでなでの、特別サービス〜♪　喜んでくれると嬉しいなっ！」

「あ、ああ！　嬉しい！　嬉しすぎるよっ！」

　前から思っていたことだが、アイちゃんはファンサービスのレベルが高すぎる。推しにこんなことをされてしまったら、大抵のファンは嬉しすぎて天に召されてもおかしくない。もっと気を付けてもらいたいものだ。

　でも……仮の恋人としてネネちゃんと一緒の時間を過ごした直後にこういうことをしてるのは……なんか、悪いことをしているような気が……。

「奏太が喜んでくれると、私まで嬉しくなっちゃうよ〜。ファンの笑顔は、私にとって元気の源なんだよ〜」

　いや……二人とこうして接するのも、彼女たちの力になるためだ。俺の中に推したちへの愛情はあれど、やましい気持ちは一切ない！

「もう少し撫なでてあげるね？　よしよし〜」

「あ、アイちゃああああん！　ずっと推せるよおおお！」

　やましい気持ちは、ないんだ……ホントに……。

　そして俺たちはひとしきり戯たわむれ、また朝のようにインタビューの対策を開始した。




　　　　※




　そして、一週間後の日曜日。

　いよいよ、インタビュー本番の日がやってきた。

「アイちゃん……覚悟はできてるか？」

「う、うん……！　大丈夫……！　私は、やるときはやる女だよ……！」

　俺たちは二人で電車に乗り、取材に使うスタジオのある秋あき葉は原ばらへとやってきていた。スタジオへの道を歩きながら、二人で最終確認をする。

「前にも言ったように、今日はファンを増やすためには重要な日だ。でも、あまり緊張はしないようにな？　何を聞かれても冷静に頼むぞ？」

「分かってる。それに、聞かれたことにそのまま答えるだけだしね」

　結局、インタビューではアイちゃんのありのままを話してもらうことにした。下手にインパクトのあることを言おうとして、前の練習みたいにおかしなことになっても困るし。

　それに、偽りのアイちゃんを推してもらっても意味はないからな。アイちゃんはそのままでも素敵だし、ありのままの彼女を好きになってもらおう。

「オーディションみたいに落ちる可能性とかはないから、その分多少は気が楽だしね。強いて言うなら、撮影のほうが心配かも……」

「撮影か……」

　インタビュー記事と一緒に載る、アイちゃんたちのピンナップポスター。その撮影があるらしいが、一体どんな写真を撮るのか、その詳細は聞いていない。

「それも大丈夫だとは思うけどな。多分、指定された服を着て、後はカメラマンさんの指示に従って撮るだけだから。普通にしてればいいんじゃないか？」

「うん……。でも、撮影も初めてだから緊張しちゃって……。しかも雑誌に載るんでしょ？　私なんかに、務まるのかな……？」

　不安そうに呟つぶやくアイちゃん。そんな彼女に、つい声を荒らげる。

「何言ってんだ!?　アイちゃんは最高の声優だ！　可か愛わいさは俺が保証する！　むしろアイちゃんが載ることで、雑誌の価値が上がるくらいだろ！」

「も、もう……さすがに、それは言いすぎだよ……」

　アイちゃんが顔を赤くして俯うつむく。いや、全然言いすぎではないが？　むしろ褒め足りないくらいだが？

「でも……ありがと。ちょっと、自信出てきたよ。マネージャーがそこまで言ってくれるなら、私も堂々としないとね！」

「それなら良かった。あんまり卑下しないでくれよ？　自信を持っていたほうが、いい写真も撮れるはずだからさ」

「そうだよね……。うん！　分かったよ！」

　そんな会話をしていると、俺たちは指定された撮影スタジオにたどり着く。雑居ビルの中にある、『サンライト』というスタジオだ。

　入り口を抜けると、すでに他の二人も来ていた。

「あ！　アイちゃん！　それに奏太先輩！」

　リンリンが手を振り、俺たちのもとに駆けてくる。ネネちゃんもそれに続いてきた。

「おはよう二人とも。今日は頑張りましょうね。『キミゾラ』のアニメ成功のためにも」

「うん！　雑誌の読者さんたちが、みんなアニメを観みてくれるようにしようね！」

「ところで、編集の人はまだなのか？　二人しかいないみたいだけど」

「それが、まだなんですよー。私たちも今さっき来たばかりですけどね」

　そうか……。事前の話では、ここで雑誌の編集さんと合流するという話だが……。このまま待っていればいいだろうか？

「どうもー！　皆さん、はじめましてー！」

　ふいに、女性の声が響き渡る。振り返ると、一人の小柄な女性が歩み寄って来ていた。

「『キミゾラ』声優の皆さんですよね？　御足労頂き、どうもありがとうございますー！　私、取材をさせていただきます『声優チャンピオン』の飯いい島じまっすー！」

　飯島と名乗ったその女性は、やたらと高いテンションで俺たち全員に名刺を配る。一方で俺たちも、一人ずつ彼女と挨拶を交わした。

「いやー、お待たせしちゃってすんません！　電車がちょっち遅れちゃいまして！　早速、取材を始めましょー！　最初は撮影からですねー！」

　撮影班は、すでにスタジオルームで準備を始めているという。俺たちは彼女の案内に従い、まずは撮影専用のルームに行く。

「い、いよいよ撮影ですか……！　なんだか、緊張しちゃいますね……」

「大丈夫だよ！　私もさっきまでは緊張してたけど、自信を持って撮影すればきっといい写真が撮れるから！」

「アイちゃんの言う通りね。怖がらずに、笑顔で撮ってもらいましょう」

　初めての仕事を目前に控え、アイちゃんたちが励まし合う。

　そんな中、飯島さんが俺に話しかけてくる。

「あのー、すんません。マネージャーの……奏太さんでしたっけ？」

「え？　あ、はい。そうですけど……」

「見たところ、学生さんっすよね？　まだ若いのに凄すごいっすねー。声優さんのマネージャーなんて」

「あぁ、それは……。色々と事情がありまして……あはは……」

　さすがに、アイちゃんとの出会いを説明すると長くなる。俺は曖昧な言葉で誤魔化す。

「でも、大変じゃないんすか？　仕事とはいえ、あんなに可愛い女の子たちとずっと一緒にいるなんて……。色々溜たまっちゃうんじゃないですかー？」

「えっ!?」

「奏太さんも思春期の男の子なんでしょー？　やっぱり、こう……ムラムラするっしょ？」

「し、しませんよそんなことっ！　特にアイちゃんは大事なパートナーですし、俺の最推しなんだから！　そんな卑ひ猥わいな目で見たりしません！」

「え〜？　ムキになるなんて怪しいな〜？　ま、冗談っすけどね〜。にししっ」

　嫌らしく笑う飯島さん。どうやら彼女、かなり明け透けな性格のようだ。電話で彼女とは話をしているが、実際会ってみるとその性格がよく分かる。

　なんて話をしながら、俺たちは撮影用のルームに入る。中にはカメラなどの撮影機材がすでに用意されており、女性のスタッフもスタンバイしていた。俺たちは彼女らと挨拶を交わす。

「それじゃあ準備もできてるようですので、早速撮影を始めちゃいましょー！　今日欲しいのは、まずは特集ページに載せる用の写真っすね！　アイちゃん、リンリン、ネネちゃんが三人一緒に写ったものっす！　それから、閉じ込みのピンナップポスター用に、一人ずつの写真も欲しいっすね！」

「あ、あの……飯島さん。いいですか？」

　アイちゃんが控えめに手を挙げた。

「今日の撮影って、どんな格好でするんでしょうか……？　一応、私服もお気に入りの物を着てきたんですが……」

　それは彼女たち全員が気にしていたことだろう。

　その質問に、飯島さんは再びにししっと笑みを浮かべる。

「それは、色々試しながら決めてもらうつもりっす！　衣装も、色々用意したのでー！」

　そう言いながら、飯島さんが部屋の壁かべ際ぎわを指さした。

　つられて見ると、そこにはハンガーラックが並んでいる。そしてラックには、大量の衣装がかけられていた。

「皆さんには、あの中から衣装を選んでもらいます！　一番似合った可愛い格好で、撮影をさせてくださいー！」

「こ、この中から……!?　すごい数ですね……！」

「ええ……。この数の衣装、まるで服屋ね……。ちょっとワクワクしてきたかも」

　ラックに歩み寄る俺たち四人。

　ざっと見ただけでも、メイド服や巫み女こ装束、お姫様のようなドレス服に、有名アニメキャラのコスプレ服まで、様々な種類の服がある。おそらく、百着以上は種類があるのではなかろうか？

「こ、これ……！　本当に、どの服を着てもいいんですか!?」

「もちろんっすよー！　ゆっくり時間をかけて選んじゃってくださいー！」

　目を輝かせるアイちゃんに、飯島さんがグッと親指を立てる。やはりアイちゃんたちも女の子。大量の衣装を前に、テンションが上がっているようだ。

「でも、どの衣装を着ればいいか迷うわね。ひとまず、片っ端から試着してみる？」

「せっかくなら、色んな服を着てみたいですしね！　でも、私に似合うかは不安です……」

「クセの強そうな衣装が多いからね。私も、それだけはちょっと不安かも」

　楽しそうにしつつも、本当に似合うのか不安がる三人。

　そんな彼女たちに、飯島さんが提案をする。

「あ！　それなら、奏太さんに選んでもらったらどうっすか？」

「え……？　俺ですか……!?」

　なんで俺？　こういうのって、飯島さんとか撮影スタッフが意見をするんじゃ……？

「だって、せっかく同年代の男の人がいるんすもん！　あなたが選ぶ衣装なら、雑誌の読者たちも喜ぶっしょ！　ってわけで、頼むっすよー！　奏太っち！」

　気さくに言い、俺の背中をバンバン叩たたく。

　おい、何だこの人。スゲー攻めた距離の詰め方してくるな。俺のこと『奏太っち』とか言い始めたぞ。俺たちまだ初対面ですよね？

　しかし彼女の発言に、アイちゃんたちは賛成する。

「そうだね！　とりあえず色んな服を着てみて、どれが一番良かったか奏太に選んでもらうのがいいかも！」

「私もそれなら自信を持てます！　先輩、宜よろしくお願いしますね！」

「どんな衣装を選ぶかで、奏太君の性癖が分かりそうね。ふふっ。ちょっと楽しみかも」

　ま、マジか……。本当に俺が選ぶのか……？　なんか、責任重大だな……。どんな姿が雑誌に載るかで、読者の印象も変わりそうだし……。

「大丈夫っすよ。彼女たち、みんな素材がいいですから。そんな変な衣装はないですし、どれを選んでもいい画えとれるっしょ？」

「まぁ……それもそうですかね……」

　なぜか俺に対してはメッチャ気安い彼女の態度に疑問を抱きながら答える。確かに彼女の言う通り、この三人ならどんな服にしてもマズいことにはならないだろう。

「それじゃあ……。皆みんな、ひとまず適当な衣装を着てみてくれ。感想言いながら、俺も選ぶの手伝うから」

『はーい！』

　アイちゃんたちが元気よく答えて、ラックにかかった大量の衣装に向き合った。

「さーて、最初はどれにしようかな〜？　あえて目を瞑つぶって選んでみようかな」

「あ！　それ面白そうですね！　意外に似合う服を見つけられそう！」

「自分では気づけない魅力があるかもしれないものね。私は、意外性のある服を選ぶわ」

　わいわいキャッキャッと服を選ぶ三人。ほどなくして彼女たちは、それぞれ最初の服を選んで、試着室へと消えていった。試着室といっても、カーテンで仕切られているだけの空間だけど。

　っていうか……このカーテンの向こう側で、今アイちゃんたちが着替えているのか……。俺以外のスタッフは全員女性だし、大きな問題はないのかもしれんが、わずか布一枚でしか隔たれていない向こう側で、彼女たちが可愛くも淫みだらな下着姿をさらしている。その光景を想像しただけで、俺はもういてもたってもいられなくなる。こうなったらいっそ、このままカーテンの向こう側へ、思い切って突入してしまおうか──

「──そんな犯罪的な考えが、俺の頭を支配した……」

「あの……勝手に心理描写を捏ねつ造ぞうしないでくれますか……？」

　耳元で囁ささやく飯島さんに、俺はげんなりとした顔で言う。

「あはは。すんません。でも、実際思ってるっしょ？　あの子たちの下着姿見たいなー、って」

「思ってませんよ失礼な！」

　そうだ。俺はそんないかがわしいことは考えてない。彼女たちは俺の推しである。それと同時に、大事な仕事のパートナーであり、後輩であり、先輩だ。そんな彼女たちに、劣情なんて……！

「あれ？　奏太君、覗のぞきたいの？　それなら遠慮なく入っていいわよ」

「ネネちゃん!?　いきなり何を言ってるんですか!?　せ、先輩！　ダメですよ！　入っちゃダメです！」

「そ、そうだよ！　いくら奏太でも、着替えてるところは見ちゃだめだからね!?」

　カーテンの向こう側から、彼女たちの声が聞こえてくる。ってか、部屋自体は同じなんだから、こっちの声も聞こえてるわな。

「こうやって会話をしている彼女たちが、今まさに脱衣をしてるかと思うと……なんか、ちょっと興奮するっしょ？」

「あなたはもう黙っててください！」

　これ以上飯島さんを喋しゃべらせると、きっとロクなことにならないだろう。怒鳴ってでも止やめてもらわないと。

「はーい、すんませーん。それじゃ、私は撮影班と別室で打ち合わせをしてるんでー」

　からかうように笑いながら、カメラマンたちと他の部屋に移る飯島さん。

　この人、仕事前のストレス発散として俺を使っているんじゃなかろうか。

「っていうか……アイちゃん、それ着るんですか!?　だいぶ勇気がいりますよ……！」

「うぅ……。見ずに選んだの失敗だったよ……。でも、二人の衣装もすごくない……？」

「ふふっ。確かに、面白みはあるわね。奏太君、なんて言うかしら……？」

　なんだか、不穏な会話が聞こえているぞ……？　アイちゃんたち、どんな衣装を選んだんだよ……？

　しかも、シュルッ、パサッという衣きぬ擦ずれの音も、断続的に聞こえてきている。さっきの飯島さんじゃないが、彼女たちは俺のすぐ近くで、下着姿になっているんだ……。意識をしないようにしても、どうしても想像してしまう。俺の推したちの下着姿を。ブラが包み込む胸のふくらみや、ピッチリとお尻に張り付くパンツ。そのイメージが頭に湧き出し、俺の思考を支配してくる……！

「あ、あの……。奏太……。ちょっといい……？」

「はぅあ!?」

　悶もん々もんと考えを巡らせていると、不意にアイちゃんが声をかけてきた。彼女はカーテンの隙間から顔だけを出し、真っ赤になって俺を見ていた。その目は、なんだか潤んでいる。

「一応、その……着替えは済んだんだけど……。見せる前に、約束してほしいの……」

「約束……？」

「えっと……。私がどんな格好をしてても、笑ったり引いたりしないでね……？　これはあくまで、目を瞑って選んだ結果だから……私の意思では選んでないから……！」

　そう言って予防線を張るアイちゃん。俺はそこまで言うってどんな衣装を着たんだよ……？　と怖くなりつつも分かったと返す。

「本当……？　絶対……絶対だよ……？」

　最後にもう一度念押しする。そしてアイちゃんは深呼吸をし、覚悟を決めたような顔になる。

「も、もう……どうにでもなれー！」

　やけくそ気味に、カーテンの向こう側から出てくるアイちゃん。

　その姿が視界に入り、俺は一瞬で固まった。

「ゑ……？」

　彼女が着ていたのは、インパクトの強いマイクロビキニ。胸の部分がＸ字に交差した、黒のマイクロビキニである。股間の部分もＶ字の布が、キュッと食い込んで隠している。この時点でもう、十分破壊力が凄すさまじい。

　だが、この衣装はただのＸ字ビキニではなかった。彼女はさらに黒のタイツで太ももをぴっちりと締め付けており、頭にはツノ、背中には羽、お尻には矢印形の尻尾パーツを取り付けている。いわゆる、水着サキュバス姿であった。

　男を誘惑するサキュバスが、全男性の性欲を刺激するビキニを纏まとった最強の姿。鬼に金棒、サキュバスにビキニ。そんな究極完全体の衣装を身に纏ったアイちゃんの姿に、俺は頭をハンマーで殴られたような、ガツンとした強い衝撃を受けた。

「か、奏太……？　うぅ……なにか言ってよぉ……」

　アイちゃんが涙目で言いながら、視線に耐え切れず腕で体を隠そうとする。

　だがそれでも、マイクロビキニでは覆いきれないプルンと揺れそうな横乳が、俺の視界に映っている。仮に彼女が背中を向ければ、ビキニの食い込みで強調された、プリッとしたお尻を拝めるだろう。

「なんて言うか……すごいな、それ……」

　普段の可か愛わいらしい彼女からは、想像もつかない淫いん靡びな姿。清せい楚そ系な子が非常にエッチな格好をしているこのギャップが、俺の心をざわつかせる。

「や、やっぱりおかしいよね……この格好……。エッチすぎるし、似合わないし……。うぅぅ……着るんじゃなかったぁ……」

「い、いや！　似合ってないわけじゃない！　ただ、大胆すぎて驚いただけだ」

　推しのこんなエッチなサキュバス姿がいきなり目の前に現れたら、圧倒されて当然だ。だが、本心から思うことは、決して似合ってないわけじゃない。むしろこう……めっちゃエロ可愛い。うん。本当にエロ可愛い。推しのエロかわな格好に、ただただブラボーと叫びたい。ってかほんと、ドキドキでどうにかなりそうだ……！

「そ、そう……？　似合ってるなら、良いいんだけど……。あ、でも待って。この衣装が似合うっていうのも、なんだかちょっと複雑な気が……」

「い、いや！　すごくいいことだと思うぞ！　それに、この先サキュバス役のオーディションとかあるかもだし！　今のうちに、その気分を味わっておくのもいいだろ？」

「確かに、ないとは言い切れない……！」

「せっかくだし、サキュバスの演技とかしてみるか……？　こう、男を誘惑する演技とか……？」

「えぇぇ──!?　こ、この格好で!?」

　正直に言うと、今の俺には欲があった。この格好のアイちゃんに、マジで誘惑してもらいたいと。もちろんマネージャーとして、演技の練習をしてもらいたい意図もあったが、七対三くらいで欲望が勝ち、俺はこの提案をしていた。

　だからアイちゃんが嫌がれば、無理強いさせないつもりだったが……。

「……わ、分かった。やってみるよ……！　これも、『人気声優大賞』で勝つため……」

　彼女は、勇気ある選択をした。深呼吸をしながら心を落ち着け、決意を瞳に宿らせる。そして体を隠していた手をどけて、俺のほうに一歩近づいた。

「ねぇ……おにーさん。今、一人……？　私と、楽しいことしない……？」

　上目遣いでこちらの顔を覗くアイちゃん。恥ずかしさからか演技なのか、その瞳は軽く潤んでおり、こちらの心に訴えかける。

　俺はそれだけでドキドキのあまり再起不能になりそうになったが、言い出しっぺの責任もある。彼女が演技をしやすいように、最低限の受け答えをした。

「楽しいこと……？　それって、何かな……？」

「分からないの？　あはっ……♪　おにーさん、鈍いんだ〜？　女の子と遊んだ経験ないのかな〜？　わ〜、だっさーい♡　童・貞・さん♡」

　どうやらアイちゃんが演じているのは、メスガキ系サキュバスのようだ。アイちゃん……どこでこんなキャラ知ったんだい？

「じゃあ、可哀想かわいそうで情けないおにーさんのために、私が色々教えてあげる。楽しいことって、どういうことか……♪」

　ボディラインを強調するかのように、くねくねとしなを作るアイちゃん。

　ヤバい……演技とは分かっているが、この格好でそんな動きをされたら、理性を保てる自信がない……！

「はぁ……はぁ……。んっ、あぁ……♡」

　アイちゃん自身も過激な自覚はあるらしい。息遣いが次第に荒く淫みだらになる。

　その上、行為がまだまだエスカレートしていく。

「あははっ……♪　見て見て、童貞おにーさん♡　私のおっぱい、凄すごいでしょ〜？」

　言いながら、両手で胸を上下に揺らして見せびらかしてくるアイちゃん。彼女の胸はただでさえ、マイクロビキニしか纏っておらず、横乳が完全に見えている。そんな中で胸を揺らしたりしたら、はみ出た部分がムニュンムニュンと蠱こ惑わく的に暴れ、俺の視線は釘くぎ付づけになる。

「わ〜！　おにーさん、目が怖ぁ〜い♡　私のおっぱい、襲おうとしてる〜♡」

「い、いや違っ！　そんなつもりじゃ……」

「ふふっ……。そうだよね〜？　おにーさんには、そんな度胸ないよねぇ〜？　よわよわ童貞おにーさん♡」

　思わず素で答えた俺に、アイちゃんはメスガキらしい攻撃をする。

「でも、いいんだよ〜。私も、気持ちいいことしたいから……♡」

　次いで、サキュバスとしての怪しい笑みを浮かべるアイちゃん。そして彼女は、俺に正面から抱き着いた。そして胸を思いっきり押し当てる。

「なっ……!?」

「ほらほら〜。おにーさん、気持ちいいでしょ〜？　初めて触る女の子のおっぱい……。好きなだけ揉もんでいいんだよ〜？」

　待て待て待て！　これ、演技としてもやりすぎだ！　実際に胸を触らせるなんて、普段のアイちゃんならあり得ない！

　これって、まさか……例の暴走……!?

「アイちゃん、あの……もう演技はいいから、一旦離れてくれないか……？」

「ん〜？　遠慮しちゃだめ〜！　その代わり、おにーさんの精気……ごっくんさせて？」

「やっぱり暴走してらっしゃるー！　アイちゃん、やめて！　正気に戻ってー！」

　アイちゃんはエロい演技をするとハマりすぎて、我を失ってしまうことがある。そうなると無意識のうちに、一線を越えてしまおうとするのだ。

「お願いだからやめてくれ！　俺が変な提案したのが悪かったから！」

「おにーさんは、何も悪くないよ？　悪いのは、私……。おにーさんみたいな童貞を襲う、変態サキュバスの私だよ……♡」

「だからサキュバスはもういいから！　元の純粋なアイちゃんに戻って！」

「それじゃあ、そろそろ頂いちゃうね？　お兄さんの、大事な初めて……♡」

　アイちゃんが俺のズボンに手をかける。このままでは、実力行使をされてしまう……！

　俺はアイちゃんを振りほどこうとするが、こういう時のアイちゃんは強い。俺がいくら離れようとしても、それ以上の力で迫ってくる。

　もう終わりか……！　そう思い、絶望する俺。その時──

「はい、アイちゃーん！　ストップですよー！」

　突然リンリンが俺たちの間に割り込んだ。そして彼女はアイちゃんのむき出しの脇腹に指を添える。

「もうやめましょうね〜？　こちょこちょこちょこちょ〜」

「えっ？　あははははははは！　なに、なに!?　んっ、くっ……あはははははは！　あはははははははは！」

　混乱しつつも、くすぐったさで笑うアイちゃん。その刺激により、彼女の演技は終わりを迎えた。

「す、すまん……リンリン……。助かった……」

「これくらい気にしないでくださいー。アイちゃんもこれ以上したら、後で思い出して大変ですから」

　リンリンは以前、アイちゃんが暴走した姿を見ている。そのおかげで、落ち着いた対処ができたのだろう。

「はぁ……はぁ……。あれ……？　私は、何を……？」

「何なんにもしてませんよー、アイちゃん。それより、そろそろ着替えたほうがいいですよ？　あんまりお腹なかを出してると、風邪をひいてしまいますからね」

「え……？　あ、確かに……ありがとう！　今度は、違うタイプの服にしないと……」

　再び恥ずかしそうに体を隠して、カーテンの中に戻るアイちゃん。正直、あんな目に遭った後でも、彼女が着替えてしまうのはなんだか名残惜しい気がした。

「ちょっと、先輩！　いつまでアイちゃんのことを見てるんですか！　今度は私のことも見てください！」

「え……？」

　言われて、改めてリンリンに目をやる。すると、さっきまではアイちゃんの暴走のせいで気づかなかったが、彼女もしっかりと着替えていた。白いシャツに黒のタイトスカート。シャツは胸元が開く作りになっており、スカートはかなりのミニスカートだ。その上スリットも入っており、ムチッとした太ももが覗のぞいている。そして彼女は伊達だてメガネをして、知的そうな雰囲気を演出している。
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　どうやら、女教師のコスプレのようだ。手に持つ教きょう鞭べんの小道具も、彼女が教師だと教えてくれる。

　しかし──さっきのサキュバスといい、なんでここの衣装はなんかエロいの？　ここでＡ〇の撮影でもしてるの？

「フフン。どうですか？　奏太先輩──いや、奏太君。先生の格好、クールですか？」

　どやぁ、とした顔をし、それっぽく伊達メガネの位置を直すリンリン。

「奏太君？　教えてあげましょう。台形の面積の求め方は、（上底＋下底）×（高さ）×二ですよ。知ってましたか？」

　自身がパッと思いつく限り、最高の知識を披露する彼女。どうやら教師になりきっているようだ。

「そうか……ありがとう。ちなみに、台形の面積の公式は、（上底＋下底）×（高さ）÷二だな。分かったか？」

「ええっ!?　あれ……？　そうでしたっけ……？」

　ダメだよ、この子。これじゃあクールじゃなくてフールじゃねえか。

「じゃあ、逆に俺から問題な。『影響を与える、影響を及ぼす』という意味を持つ英単語はなんでしょう？」

「あ、えっと……？　なんでしたっけ……？」

「第二問！　一四六七年、室むろ町まち時代に起こった有名な出来事といえば、なに？」

「室町時代!?　あう、え……？　それって、何時代ですか……？」

「第三問！　遅刻常習犯の山やま田だ君が先生に放った、最も衝撃的な言い訳とは？」

「いきなり大喜利!?　えっとえっと……十時開店かと思ってました！」

「はい終了〜！　０点で〜す！」

「０点!?　最後のつまんなかったってことですか!?」

　いや、それよりも知識のなさを落ち込んでくれよ。最後は俺もふざけちゃったけどさ。

「リンリン……残念だが、お前に先生は無理だよ。生徒のオモチャにされてしまう……」

「うわぁぁぁん！　先輩の意地悪っ！　私だって、教壇でドヤ顔したいのに〜！」

　そんな理由で教師を志すなよ。生徒たちが可哀想だろう。

「でも……その格好は似合うと思うぞ？　何というか……ちょっとセクシーで」

「え……？　それ、本当ですか!?」

「ああ。普段のリンリンとは違って、知的に見えて可か愛わいいと思う。というか、元気で明るいちょっとアホな子が背伸びをしているように見えて、そのミスマッチ感が可愛らしい」

「えっと……これは喜べばいいんですよね？　それとも、アホな子扱いされていることを激怒すればいいんでしょうか？」

「い、いや！　違う！　今のはあくまでたとえだから！　たとえ！」

　笑顔で拳を握るリンリンに、俺は慌てて言い繕う。でも実際、彼女の格好は悪くない。というか、本当に可愛いぞ……！　許されるなら、俺が個人的に写真撮影したいくらいだ。

「もしリンリンが気に入ったなら、これで撮影してもいいと思う。少なくとも、俺はそれくらい気に入ったよ」

「そうですか……。それなら、素直に喜びましょう！　でも、もうちょっと別の衣装も見て決めますね！」

　明るい笑みを浮かべるリンリン。うん。やっぱりこの子は、こういう表情が一番素敵だ。この笑みさえ浮かべていれば、きっと何を着ても似合うだろう。

　そしてリンリンもカーテンの中に戻っていく。

　それと入れ違いになるように、今度はネネちゃんが顔を見せる。

「それじゃあ、私の格好はどうかしら？」

「あ、ネネちゃん。一体どんな服を選んでええええええええ!?」

　彼女の姿を見た瞬間、俺は度肝を抜かれて叫んだ。

　なぜなら彼女の格好は、キャミソールにミニスカート……そして、真っ赤なランドセルと、黄色の通学帽子だったのだ。

「どう……？　可愛く着れているかしら？　ふふっ……」

「いや、なんて格好してんですかあなたは!?　なんでランドセルなんか背負って……！」

「もちろんこういうコスプレだからよ。ランドセルと帽子の、小学生ファッションよ♪」

　いや、おかしいだろ……絶対おかしい……！　っていうか、なんでランドセルまであるの!?　飯島さん、変な衣装はないって言ってましたよね!?

「正直、とっても恥ずかしいのだけど……意外性はあるかなって思って」

　ええ。意外性はありますよ。意外性の固まりです。

　ネネちゃんは体型だけなら完全に大人だ。そんな彼女がランドセルを背負っているというこの格好。とても危険な香りがする。

　しかも背負っているランドセルにより、巨乳が強調されている気がして、不思議と胸に目が行ってしまう。

「それで、似合っているかしら？　私のこのランドセル姿は」

「い、いや……それは……」

　なんだろう……不思議だ。さすがにこれはないだろうと言いたいところではあるのだが……なんか、真っ向からは否定できない。

　子供らしさの象徴であるランドセルと、グラマラスなネネちゃんというギャップ……。これが心をくすぐるのか、ちょっと惹ひかれている自分もいる……！

「なんというか……イケナイ性癖に目覚めそうです……！」

「なるほど……。さすがは奏太君ね。この格好でも良しと言えるほど、レベルの高い変態なのね？」

「変態じゃねーし！　ってか、その格好を選んだあなたには言われたくありません！」

　だがこれ以上見ていると、本当に性癖が歪ゆがんでしまいそうだ。俺は彼女から視線を逸そらし、すぐに着替えるよう頼む。

　でも彼女は、それを却下する。

「まぁまぁ。そんなこと言わないで？　せっかくだから、ちょっとこの格好で遊びましょうよ。……もしかしたら、恋人のイチャイチャの練習になるかも♪」

　最後のほうは、他の二人に聞こえないようにか、耳元で囁ささやいてくるネネちゃん。いや、絶対にならないと思う。ピュアな高校生カップルがランドセルプレイとかするわけないだろ。

　しかしそんな反論をする前に、ネネちゃんが俺に寄りかかってきた。

「ふふっ……。奏太君、大好きよ？　私のこと、甘やかして？」

「っ!?」

「いっぱいなでなでしてほしいわ……。奏太君の手で、よしよしして……？」

　あのネネちゃんが、甘えてきている……!?

　いつも俺をいじったり、エロい絡からみをしてきた彼女が、小学生のように甘えてる。その事実に俺は混乱した。何が起こったか分からなくなる。

　でも、一つだけ理解できた。それは、今の彼女がとんでもなく可愛いということだ。

「奏太くぅん……。ギュッてしてぇ……？」

「…………!!」

　トゥンク、と俺の心臓が高鳴る。ネネちゃんの媚こびるような声に、どうしようもなく父性のようなものがくすぐられる。

　そして俺は気づいた時には、彼女を軽く抱きしめながら、その頭を撫なでていた。

「い、良い子ですね……ネネちゃん……！　よしよし……」

「わぁ……ありがとう、奏太君。嬉うれしいわ♪」

　笑みを浮かべて喜ぶネネちゃん。あぁ……ネネちゃんのこういう顔、いいな……。普段キリッと凜り々りしい人の、油断しきって甘えた表情。この顔を味わうためならば、ずっとこのままネネちゃんを甘やかせる……。

「うぅぅ……！　ネネちゃん、羨ましい……！」

　ふと、アイちゃんの声が聞こえる。

　見ると、彼女は先ほどと同じようにカーテンから顔を出し、俺たちの様子を眺めていた。

「あ、アイちゃん。衣装選びが終わったみたいね。それなら、交代してあげないと」

　ネネちゃんも気づき、俺から離れる。あっ……もっと甘やかしていたかった……。

　でも、これ以上ああしていたら、本当におかしな性癖を開花させてしまうところだったかも……。途中で止やめられて、むしろほっとするべきかもしれない。

「奏太がネネちゃんを気に入っている……！　これは、絶対に負けられないよ……！」

　君は、一体どんな戦いをしているんだい……？

　疑問に思いながら、アイちゃんが外に出てくるのを待つ俺。しかし、彼女は顔だけ出したまま、なかなかこちらに来ようとしない。

「……アイちゃん？　どうした？　出てきていいぞ？」

「う、うん……。そうしたいんだけど……。これは、さすがに恥ずかしいかも……」

　恥ずかしい、だと……？

　さっきあんなにエロい衣装を着たアイちゃんが、なおも恥ずかしがるなんて……。一体、今回はどんな衣装を着てるんだ……!?

「えっと……とりあえず、どんな格好で出てきても、全裸とかじゃなければ驚かないぞ？　さっきのも、相当インパクトがあったし……」

「ほ、本当に……？　大丈夫……？　絶対、絶対引いたりしない……？」

「だから、大丈夫だって。さっきも、笑ったり引いたりしなかっただろ？　だから、俺を信用してくれ」

　さっきと同じようなことを言うアイちゃんに、笑顔を向けてなだめようとする俺。

　すると多少は効果があったのか、彼女は小さく頷うなずいた。

「分かった……。それじゃあ、私を見て……」

　ゆっくりカーテンを開きつつ、体を外に出すアイちゃん。

　俺はどんな衣装でも大丈夫なようにしっかり心構えをし、彼女が完全に出てくるのを待つ。

　そして、アイちゃんが姿を現した。

「お、おぉぉ……！」

　直後、無意識に漏れ出す感嘆の声。

　彼女が身に着けていた服は、真っ白なウェディングドレスだった。

　全体的にふんわりとした、けれど豪華な印象のドレス。その丈も、ウェディングドレスらしく足を完全に隠すほど長い。全体的に花の刺し繡しゅうがなされており、フリルもふんだんにあしらっている。腰のやや上あたりでは、飾りなのかそれで服を留めているのか、大きなリボンが目立っていた。

　先ほどのエロみの深い格好とは違う、純白で美しい彼女の姿。彼女を視界に入れた途端、俺の思考は処理落ちした。

「え、えへへ……。ちょっと、豪華なものを選んでみました……」

　照れたように笑うアイちゃん。俺はそんな彼女を見つめ、しばらく無言を貫いた。いや、何か話したくても、一言も口にできなかった。

　それほど彼女のその姿は、ただ純粋に美しかった。

「に、似合うかな……？　こんなドレス……私に……」

　自信がないのか、それとも極度の恥ずかしさからか、俯うつむきがちに聞くアイちゃん。

　その問いに、俺はようやく口を開いた。

「何言ってんだ！　超似合ってるよ！　アイちゃん、凄すごく綺き麗れいだよ！」

　自分でも驚くほどの声が出た。

「アイちゃんのドレス、最高だ！　なんかもう、本当に可愛いとかそういうの超越してる！　これは美しいの一言しかねぇ！」

「そ、そうかな……？　さすがに、言いすぎじゃ……」

「言いすぎなもんか！　どんだけ言葉を並べても全然足りないくらいだよ！　どんな美術品も、このアイちゃんに比べたら劣るね！　国宝として永久保存したいくらいだ！」

「あ……うぅぅ……」

「ウェディングドレスを纏まとったアイちゃん……こんなん最強装備だろ！　マジでこれで好きにならない男とかいないわ！　俺が結婚したいくらいだ！」

「け、結婚!?　あわわわわ……」

　耳まで真っ赤になるアイちゃん。なんだか頭から「しゅぅぅぅ……」と湯気が立ち上っているような気がする。

「は、恥ずかしぃぃ……。ほんと、奏太、言いすぎだよぉ……」

「あ……ご、ごめん！　もしかして、嫌だったか……？」

　こういう風に褒めるのも、本人からしたらセクハラみたく映るかもしれない。そもそも結婚したいとか、軽々しく口にするべきではない。俺は慌てて謝罪する。

「う、ううん……。嫌とかじゃなくて……その……嬉しすぎちゃって……えへへ……」

　言葉を詰まらせながらも、次第に笑顔になるアイちゃん。

　よ、よかった……。普通に喜んでくれているみたいだ……。

「でも、そんなに褒めてもらえたなら……撮影の衣装は、これにしようかな？」

「ああ！　それがいいと思うぜ！　これならファン獲得間違いなしだ！」

　自信を持って頷く俺。これを見てアイちゃんファンにならない人は、最初から女性に興味がない人だけだ。

「アイちゃん……やっぱり一枚上手みたいね。……私もドレスにしようかしら」

「さすがは先輩の最推しですね……。私もドレスっぽい服装を……」

　そんな俺たちの様子を見ながら、リンリンとネネちゃんが呟つぶやいた。

　そして結局彼女たちも、アイちゃんと同じくドレス系の服を着用することに決めたのだった。




　　　　※




「はーい、いいですねー！　その表情、すごくナイスです！」

　着用する衣装を決めた後。

　俺たちは飯島さんや女性カメラマンたちを部屋に呼び、早速撮影を始めてもらった。リンリン、ネネちゃん、アイちゃんの順番で、それぞれ個別の写真を撮る。

　やはり、こういうのはなかなか緊張するものらしい。彼女たちは皆みんな、いつもより硬い表情をカメラに向けてしまっていた。

　しかしカメラマンもやはりプロ。被写体である彼女たちを褒めたり、彼女たちと積極的に対話をしながら、明るい表情を引き出していた。

「リンリンちゃん、高校一年生なんでしょ？　いいなぁ〜、青春真っ盛りじゃん！　誰か好きな人とかいるんじゃないの〜？」

「す、好きな人なんていませんよぉ〜！　で、でも……一人だけ仲の良い先輩はいますけど……」

「あ！　いいね、その照れ顔頂き！」

「あー！　今のは撮らないでくださいよぅ！　恥ずかしいじゃないですかー！」

「いやいや、撮るに決まってるじゃん！　リンリン、メッチャ可か愛わいいもん！　乙女〜！」

「そ、そうですか……？　えへへ……それなら、撮ってもいいですけど……」

「今の顔を見せれば、その仲良い人も一瞬でリンリンに落ちるハズだよ！　マジで！」

「ほ、本当ですか!?　自信がつきます！」

「あー！　その笑顔もいいねー！　いただきー！」

　赤いドレスを纏ったリンリンは、照れた顔や元気で無邪気な表情を──

「ネネちゃんって、実家本屋さんなんだ〜！　だから雰囲気落ち着いてるんだね〜」

「ふふっ。そうかもしれないわね。友達にはたまに、女王様みたいとか言われるわ」

「ははーっ！　ネネちゃん様！　どうか、私めに写真を撮らせてくださいー！」

「苦しゅうないわ。さぁ、ひざまずきなさい。私を撮影することを許すわ」

「あははは！　ネネちゃんノリ良すぎ〜！　やっぱ、そういうプレイとか好きなわけ？」

「それよりも、男の子をからかうほうが好きね。ちょうど身近にいい反応を見せてくれる男の子がいるのよ。あの子のことを考えると……ふふっ。少しゾクゾクしちゃう……！」

「いいねー、いいねー！　その表情いいよー！」

　青いドレスのネネちゃんは、クールでセクシーな表情や、嗜し虐ぎゃく的な表情を、それぞれ巧みに引き出されていく。

　ってか、二人が言ってる人物って完全に俺のことじゃないか？　いやまぁ、そうとは限らないけど。

　とにかく、二人の撮影は滞りなく終了する。

　しかし……アイちゃんは少し苦戦した。

「さぁ、アイちゃーん！　体固いよー？　もっと可愛いポーズ取ってみようかー！」

「え!?　か、可愛いポーズですか!?　えっと……どんなことをすれば……」

「あ、決めポーズとか特にない？　じゃあ、猫のマネとかいいんじゃないかな？」

「猫のマネ……！　ふ、フシャー！」

「あはははははは！　何で背中丸めた威嚇のポーズ!?　普通、こうやって顔の前で肘曲げて指を丸めたポーズとるでしょ！」

「えっ、えっ……!?　アレ……？　そうなんですか……!?」

「それじゃあ、優雅なポーズいってみようか！　ドレスのスカート、持ち上げてみて？　こう、お嬢様の挨拶みたいに」

「す、スカート持ち上げ……？　こ、こうですかっ!?」

「持ち上げすぎぃ！　パンツ見えてる！　エロ写真になっちゃうよ！　あはははっ！」

「す、すみません！　すみませんっ！」

　カメラマンの出した指示に対して、ズレた対応を繰り返すアイちゃん。指定のポージングをすることができず、他の二人の撮影に比べて、大苦戦をすることになった。

　アイちゃん……気合い入れすぎて、完全に空回りしちゃってますがな……。

　最初のオーディションのときといい、アイちゃんは結構緊張に弱いタイプかもしれない。推しはきっと、心が若干弱いのです。声優大賞に選ばれるのが目標なら、いずれ有名になるときのことも考えて、克服させないといけないな……。その後全員の写真を撮ったときにはさすがに緊張も和らいでいたが、アイちゃんだけは、微妙に表情が硬かったし。

　だがひとまず、全ての撮影は二時間半ほどで終了した。

　その後は少し休憩をはさみつつ着替えて、インタビューへと移る流れだ。

「うぅ……。なんで私、あんなズレたポーズ取っちゃったんだろ……？」

「だ、大丈夫だってアイちゃん！　ちゃんと、可愛いポーズも取り直したことだし！　絶対いい写真撮れてるからさ！」

「でも、私のせいで撮影が無駄に長引いちゃったから……」

　あー……まぁ、確かにそれはあるかもな……。

　ほんと……相手がプロのカメラマンで良かった。経験の少ない人だったら、余計に時間がかかっただろうし……。

「ごめんね、皆……。私がポージングとかできなくて、結構な時間待たせちゃって……」

「大丈夫ですよ！　そんなの気にしないでください、アイちゃん！」

「そうそう。初めての撮影で、戸惑うなんて当然だもの。それよりも、次のインタビューに備えましょう」

「う、うん……。ありがとう……！」

　二人の言葉に、アイちゃんが落ち着きを取り戻す。よかった。ネネちゃんの言う通り、今はインタビューのことを考えてもらわなきゃ困るからな。

「皆、とりあえず着替えたほうがいいぞ。まだ時間はあるけど、少しでもゆっくりしたほうがいいだろうし」

「う、うん！　分かった！　行ってくる！」

「それじゃあ、先輩！　また後で〜！」

「もしよければ、奏太君も一緒に来ていいのよ？」

「行きませんって。ちゃっちゃと終わらせてくださいね？」

　そして、再びカーテンの向こうに消える三人。三人ともすごく綺麗な姿だったからいつもの服に戻るのは惜しいが、まぁ雑誌でまた見させてもらうとしよう。

　そんなことを考えながら、俺は彼女たちが着替え終わるまで、一旦部屋から出ようとする。カーテンで仕切られているとはいえ、着替え中の女子と同じ部屋にいるのは、精神衛生上よくないし。

「あれ……？　なにこれ？　ファスナーが下がらない……」

　ふと、アイちゃんの声が聞こえてくる。何やら、焦あせった声色だ。

「ファスナーですか？　もしかしたら、布を嚙かんじゃってるとか？」

「そうかも……ん〜……ん〜〜……！　うぅ……ちょっと、厳しいみたい……」

「ちょっと待ってね。私、もうすぐ着替え終わるから手伝うわよ」

「私もやります！　こういうの、一人だと難しいですし！」

　会話内容を聞く限り、アイちゃんがドレスを脱げなくて困ってるようだ。おいおい……大丈夫か？　気になって、つい足を止めてしまう。

「アイちゃん、ちょっとファスナーを見せて？　……なるほど。やっぱり、布を嚙んでるみたいね。頑張れば、強引に下ろせそうだけど……」

「それじゃあ、私がやってみます！　いきますよー？　せいやぁぁぁぁぁぁ！」

　リンリンが代わりにファスナーを下ろそうとしているようだ。気迫が声から伝わってくる。だが……。

「ぜぇ……はぁ……。これ、ビクともしませんよ……!?」

「うぅ……やっぱり、難しいよね……。ガッチリ固まっちゃってるよ……」

「女の子の力じゃ無理かもね……。もっと、一気に下ろせればいいのだけれど……」

　と、ネネちゃんが深刻な声で言う。マジか……そんなに脱げなくなっているとは。こういう時って、どうしたらいいんだ？

　そう考えていると、リンリンが突然こちらに声をかけてきた。

「あっ、そうだ！　先輩！　ちょっと来てくださーい！」

「えっ！　俺!?」

「はい！　話は聞いてましたよね？　アイちゃんを助けてあげてくださいー」

「待ってリンリン！　奏太呼んじゃうの!?　私一応着替え中だよ!?」

　アイちゃんが焦って声を上擦らせる。そりゃ、着替え中に入ってきてほしくはないよね。

「でも、別に下着姿とかじゃないですし！　それに、このままじゃ着替えられなくなっちゃいますよ」

「私たちの力じゃ、どうしようもなさそうだしね……。奏太君に頼るしかないかも……」

「う、うぅ……。まあ、それはそうかなぁ……」

　小さく唸うなり、葛藤している様子のアイちゃん。確かに、ドレス姿でインタビューを受けるわけにはいかない。アイちゃんも集中できないだろうし、飯島さんに迷惑をかけてしまう可能性もある。

　きっとアイちゃんも、同じことを考えたのだろう。しばらくして、彼女は言った。

「ごめん、奏太……。お願いできる……？」

　姿を見ずとも分かるほど、恥じらっている様子の声。それでも俺を呼びたいくらい、困った状況なのだろう。

　そんな声で言われたら、俺も協力しないといけない。

「わ、分かった……それじゃあ、入るぞ……？」

　俺はゆっくりと試着室に近づき、声をかけてからカーテンの中へ潜り込む。

　そこにはすでに着替えを終えたリンリンとネネちゃん。そして、ドレス姿で顔を真っ赤にしたアイちゃんがいた。

「か、奏太ぁ……ごめんね……？　こんなところに呼び込んで……」

「い、いや……こちらこそ、ごめん……。でも、ファスナー下ろしたらすぐ帰るから……」

「う、うん……ありがと……。いつも迷惑かけて、ごめん……」

「いや、分かってる。大丈夫だ……」

　なんだか、いつもより会話がぎこちない。

　だが、それも無理はないだろう。女子試着室にいるってだけで、なんだかソワソワして落ち着かないんだ。アイちゃんだって、同じような気持ちになっているはず。

　早く彼女を助けて、出よう。そう決意し、俺はファスナーの位置を教えてもらう。

　そしてリンリンたちが見守る中、俺はファスナーに手をかけた。

「んっ……くっ……うおおおお……！」

　確かに、固い……！　ファスナーはなかなか下がってくれない。

　だが、何とかならなくもなさそうだ。俺はドレスが壊れないよう気を付けながらも、グッと指に力を込める。

　そして、一気に引き下ろした。

「うりゃああああああああああっ！」

　叫んだ瞬間、指に手ごたえ。嚙んでいた布が抜けたのか、ファスナーが一気にずり落ちた。

「す、すごいです！　さすが奏太先輩！」

「やったわね！　これで着替えられるわ！」

　歓声を上げるリンリンとネネちゃん。俺も、心の中で「よしっ！」と叫ぶ。

　だが、一難去ってまた一難。

「えっ……あっ……！」

　アイちゃんが小さく声をあげる。それは、ドレスに動きがあったからだ。

　撮影用の簡易的なドレスだったのか、それとも他の留め具は全て外し終えてしまっていたのか。ファスナーを一か所下ろしただけで、ドレスが勝手に脱げてしまう。

　その結果。彼女は俺の目の前で、下着姿を晒さらしてしまった。

「あ……ぁ……！」

　目を見開き、口をパクパクさせるアイちゃん。上下お揃そろいのピンクの下着を晒したまま、俺の顔を見てしばし固まる。そして、頰を一気に紅潮させ──

「キャ──────ッ！！！」

　甲高い声で叫びをあげた。

　その後俺は駆けつけてきた飯島さんにこの光景を目撃されて、女子試着室に突撃した痴漢と思われてしまうのだった。
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「いやー、びっくりしたっすよ。まさか奏太っちが所属タレントの着替え現場に突撃するような、チャレンジャーさんだったなんてー」

「だから、違うって言ってるじゃないですか……」

　俺の顔を見てニヤニヤする飯島さんに、疲れきった声で言い返す。

　あれから痴漢行為を疑われた俺は、必死で彼女に事情を説明したのだ。幸い、ネネちゃんたちも俺をしっかり庇かばってくれた。そのおかげもあり、最初は「うわぁ、こいつマジの変態だったんか……」と、ゴミを見る目で呟つぶやいた飯島さんも、誤解を解いてくれたはずだ。

　しかし、面白いネタとして俺をからかっているのだろう。

「まぁまぁ、そんなムキにならずにー。でも、眼福で良かったじゃないっすかー。声優の下着姿なんて、そうそう拝めるものじゃないっしょ？　神様に感謝しなきゃっすね」

「俺が望んだわけではないんですけどね……」

　ちなみに今、俺たちは同じスタジオの、取材用に用意された部屋にいる。アイちゃんたちは皆みんなでお手洗いに行っており、戻ってきたら打ち合わせ開始だ。

　なんて思っていたら、部屋の扉が開かれた。三人とも戻ってきたようだ。

「すっ、すみません！　遅くなりました！　しゅっ、取材よろしくお願いしますっ！」

　先頭に立つアイちゃんが言い、他の二人も頭を下げる。

　さっきは取り乱していたアイちゃんだったが、ひとまず取材を受けられそうだ。かなり緊張している気もするが……。

「こちらこそ、よろしくお願いするっすー！　とりあえず、かけてくださいー！」

　飯島さんに促され、彼女と向かい合うように座る三人。俺はその様子を、少し離れた場所で立ち見つめる。

　さぁ、アイちゃん……みんな……頑張ってくれよ。リンリンやネネちゃんにとっても、この取材は知名度を大きく上げるチャンスなんだ。良いいアピールをしてもらいたい。

「それでは、音声を録音させてもらうっす！　後で文字起こしで使うだけなんで、安心してもらっていいっすよ。あと今回の取材は、来月発売の『声優チャンピオン』に掲載する、『キミゾラのメインヒロインに密着！　次にくる新人声優の素顔を暴け！』という特集を執筆するためのものになります。ご存じと思いますが、改めて」

　そう説明し、ボイスレコーダーの電源を入れてメモを用意する飯島さん。

　いよいよ、緊張の取材がスタートする。

　といっても、どのような質問がされるのかという具体的な情報は、数日前にもらえていた。当然アイちゃんとはそれを共有し軽い練習もしているし、リンリンたちも事務所経由でそれを聞いて、事前に準備をしているはずだ。

　心配することは何もないはず。俺が慌ててもしょうがないし、落ち着いて三人の様子を見守る。

「じゃあ、最初の質問からっすー！　まずは、皆さんの好きな食べ物は!?」

　アイちゃん、リンリン、ネネちゃんの順で答えてください！　と言葉を続け、アイちゃんの答えを待つ彼女。

　よし……早速アイちゃんの出番だ！　昨日やった最後の練習では、正直にアイちゃんのラーメン愛を語ってもらう手はずになってる。

　さぁ、バシッと答えを決めてやれ！　アイちゃんの好みを世に広めるんだ！

「あ、う……あう……あううう、あうあ……」

　ん？

「ぁ……やぅ……あわわ……あううあ、あうあうああああううううう……」

　壊れかけのレディオかな？

「やうあう、うぁぁ……あ、あわ……あわわ……あわわわわわわわわわわわわ……」

　声優でそれはダメだろってほど、呂ろ律れつが回らずあわあわするアイちゃん。いけない。明らかに緊張している。よく見たら、手とか脚とか震えてるもん。なんか小動物みたいだもん。

「あ、あの……？　アイちゃんさん……？　落ち着いてくれていいっすよ？　リラックスして答えてくれれば……」

「あっ、ひゃっ、ひゃいっ……！　えっと……し、質問……なんでしたっけ……？」

「だから、好きな食べ物です。アイちゃんの好きな食べ物を教えてください」

「た、た、食べ物……？　食べ物って、何でしたっけ……？」

　あり得ないレベルの記憶障害を起こすアイちゃん。これは、全く頭が回ってないな。

　くそっ……助けに行きたいが、インタビューの邪魔をするわけには……！

「ま、まぁいいや……とりあえずアイちゃんは保留で──次にリンリンお願いするっすー！」

「はいっ！　私の好きな食べ物は──ずばり、バナナミルクです！」

　いや、リンリン……それ、飲み物だから。頭の弱さが出ちゃってるから。

「な、なるほど……！　まぁ、飲み物でも問題ないでしょう……！　じゃあ最後にネネちゃんお願いします！」

「私の好きな食べ物？　そうねぇ……」

　一瞬考える仕草をするネネちゃん。そして、彼女はいつもとは違う口調で言った。

「やっぱり、一番はおパンケーキですわ」

　ですわ……？

「でも、おパスタや、おタピオカも好きですわね。どれか一つには絞れませんわ♪」

　えっと……この人、何がしたいの？　なんでいきなりお嬢様言葉？

「お、おタピオカ……？　あ、あはは……なかなか、個性的な人たちっすねー……」

　いや、もう飯島さんドン引きしてるよ。リンリンもネネちゃんもドヤ顔だけど、飯島さん「うへぇ……」って顔してるよ。

　え、なに？　この二人も実は緊張してるの？　そういう風には見えないけど、緊張のせいで答えがおかしくなってるの？

「そ、それじゃあ……別の質問行くっすよ！　皆さんの長所を教えてくださいー！」

「えっ!?　ちょ、長所!?　あぅ、はぅ、はわわ……」

　いや、アイちゃん！　そろそろ起動してくれ！　ちゃんと喋しゃべれないと困りますけど!?

　そんな俺の思いが通じたのか、なんとか言語を復活させるアイちゃん。

「え……えっと……長所は、強い精神力ですっ！　オーディションや収録本番の失敗できない現場を通して、どんなときでも冷静でいられる精神力を手に入れまひひゃっ！」

　おいおい、説得力皆無なんだけど。現在進行形で失敗しまくってるんですけど。全然冷静じゃないんですけど。

　しかもこの子、最後嚙かんでるし。声優にあるまじきミスなんだよなぁ。でも、そんなアイちゃんも愛してます。

　続いて、リンリンが答えだす。

「私の長所は〜……とっても可か愛わいいところですっ！　えへっ♪」

　あ、こいつアレだ。ぶりっ子キャラで行くつもりだ。だって普段と違うもの。自分のこと、可愛いとか言い出すやつじゃないもの。

　多分、インタビューを機に自分をどうやって売り出すか、色々考えたんだろうなぁ……。その結果なんでぶりっ子に落ち着いたのかは分からないけど。

　っていうか、さっき飲み物でバナナミルクとか言ったのもそれか。おまえ、牛乳嫌いじゃん。前にカフェラテ飲むかって聞いたら、無理して飲もうとして『ゴブッ』てなったし。俺は全部知ってるからな。

　そして、追撃のネネちゃん回答。

「私のお長所は、やっぱりお育ちの良さかしら♪」

　うん、言わないよ？　育ちのいい人は自分のことを育ちがいいとか言わないよ？　あとネネちゃん、さっきから「お」の使い方間違ってない？　お長所とか聞いたことねぇから。

　ってか、アレか？　ネネちゃんはお嬢様路線で自分を売り込もうとしてるのか？

　そういえば、ネネちゃんがオーディションを受ける「姫宮詩乃」は育ちがいい女の子だった。そういうキャラもできる声優としてアピールしようとした結果、お嬢様声優みたいに答えているのか……!?

　でも、姫宮ってこんなキャラじゃないだろ。『育ちがよくて大人しい普通の子』と『変人お嬢様』は違うから。さすがに姫宮のオーディションをこの感じで演じたりはしないはずだが、後で一応注意しようかな……。

「な、なるほどっす〜……。あははははは〜……。うん、なんかもうやべぇなコイツら」

　愛あい想そ笑わらいが消え、一瞬真顔になる飯島さん。正直同じ意見です。もう取材止やめても良いですよ？

　しかし、さすがにそんなわけにもいかないらしい。それからも飯島さんは事前にもらった予定通り、数々の質問をアイちゃんたちへ投げかけていく。それに対して相変わらず、アイちゃんは極度に緊張し続け、リンリンは全力でぶりっ子し、ネネちゃんはお嬢様っぽく返答をした。

　そんなカオスな時間が一時間くらい続いた後。飯島さんが、疲れた様子で切り出した。

「ええっと……皆さん、どうもっす……。ひとまず個別への質問は以上にして……最後に、作品についての質問をしてもいいっすか？」

　作品について……要するに、彼女たちが出演する注目アニメ、『キミゾラ』に関連した質問だろう。

「三人にお尋ねしたいのは、ずばり『キミゾラ』への意気込みについてっすね。三人はそれぞれ今作のヒロインを演じることになるっすけど、その上で意識していることとか、頑張ったこととかあるっすか？」

「そうねぇ……。頑張ったことといえば……オーディションの前から、皆で一緒に演技の練習をしたことかしらね？」

「そうですね！　あれは楽しかったけど大変でしたー！」

　擬態を忘れ、素の自分を出して言うネネちゃんたち。

「えっ？　役が決まる前から、この三人で練習してたってことっすか？　それ、メッチャ凄すごいじゃないっすか！　全員受かってるわけなんでしょ？」

「はい！　たまたま全員別の役でオーディションを受けることになったので、一緒に頑張ったんですよー！　ね！　アイちゃん！　そうでしたよね！」

「えっ!?　あ、うん……！　そ、そうだったね……！」

　アイちゃんも仲間に話しかけられ、なんとかまともに返事をする。

「そ、それに……私たち三人で、この作品の舞台まで聖地巡礼に行ったんです」

「わざわざ聖地巡礼に!?　この作品の聖地って、確か結構な田舎でしたよね？」

「ええ、そうよ。でも、アイちゃんの誘いで行ってきたの。皆で演技の練習をしながら、オーディションのシーンを再現したわ。漫画にあるのと同じ場所でね」

「おかげで、すごくいい経験になりました！　今回の役を演じるにあたって、間違いなくプラスになったと思います！」

　確かに、あの皆での練習があったからこそ、彼女たちは揃そろって役をとれたのかもしれない。アイちゃんはあの時演技に迷いを抱いていたが、それでも多くの経験値を得られたことは間違いない。現地でシーンを再現することで、イメージはより固まったはずだ。

「な、なるほどー！　つまり、それだけこの作品に対する意気込みが強いということっすね……！」

「は、はい！　私たちは皆、自分の役が大好きです！　だから、その……アニメを観みてくれる皆さんにも、ヒロインたちの魅力の全部が伝わるように演じてみせます！」

　言葉を詰まらせながらも、ハッキリ意気込みを述べるアイちゃん。その言葉に、ネネちゃんやリンリンも頷うなずいた。

「おお……！　なんか作品についての話になったら急に真面目になったっすね……！　では、もう少しだけ詳しくお話聞かせてください！」

　そして、『キミゾラ』に関するより深い質問をしていく飯島さん。その問いに、アイちゃんたちは三人で談笑しながら答えるのだった。
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「それじゃあ、今日はお疲れっした〜！　ふぅ……前半どうやって記事にしよう……」

　取材が終わり、スタジオの前で飯島さんと別れる俺たち。飯島さん、これから大変そうだな……。正直、同情してしまう。

　しかし、あっちに構っている場合ではなかった。

「うぅぅ……。私、全然正直な自己紹介ができなかったよ……。ラーメン好きって言えなかった……。それどころか、まともに答えられもしなかったよ……」

　四人で駅へと向かう際、アイちゃんが半泣きになって呟つぶやく。衣装の撮影でうまくいかなかったことも合わさって、今回のミスに強く落ち込む。

　最後の『キミゾラ』についての対談では、アイちゃんもそれなりに話すことができた。しかし彼女はそれ以上に、失敗のほうを気にしていた。

「せっかくファンを増やすチャンスだったのに、自分のことを何も話せなかったよ……」

「でも、全体的にいい特集になりそうですよ！　だから落ち込まないでください！」

「そうね。私たちの記事は全部一緒に載るわけだし、きっと問題なくファンは増えるわよ」

　君たちは、どうしてそう思えるの？　俺はむしろ緊張して崩れたアイちゃんより、ナチュラルにヤバかった君たちにこそ反省を促したいんだけど。

　リンリンの露骨なぶりっ子も、ネネちゃんの変なお嬢様路線も、嫌われる可能性はあると思うし。普通の受け答えをしてくれれば、全然問題なかったんだけどな……。

「あ、駅着きましたね。じゃあ私は、あっちの路線なんで！」

「私も、今日は近くの本屋の偵察があるから失礼するわ。またお仕事で会いましょう」

　手を振り、それぞれの向かう先へ駆けていく二人。帰る家が同じ俺とアイちゃんは、必然的に二人きりになる。

「…………」

　さぁ、なんて声をかけようか……。以前オーディションに落ちた後で励まそうとしたときは完全に失敗したからな。とにかく、刺激しないようにしっかり言葉を選ばないと……。

「ねぇ、奏太……。本当にごめんね……？」

　俺が言葉を探していると、先にアイちゃんが口を開いた。

「せっかく練習を手伝ってもらったのに、全部無駄になっちゃった……。本番で緊張しないように、自信もつけさせてくれたのに……」

「アイちゃん……！　そんなこと、気にしなくていいって！　人間、失敗するときはするんだから！」

　大好きな推しが失敗し反省しているのなら、笑って許すのがファンの役目だ。俺に責める意思なんてない。

　ただ、俺はファンであると同時にマネージャーだ。こういった失敗が続かないように、何か対策は練らないといけない。そのためにも、彼女へ問いかける。

「でも、どうして今日はあんなに緊張してたんだ？　オーディションとかアフレコのときは、堂々と声を出せてるのに」

　いつもアイちゃんは、仕事であそこまで緊張しない。久しぶりのオーディションのときでさえ、しっかり演技はできていた。

　ある程度緊張に弱いのは分かるが、今日のは明らかにおかしかった。

「確かに私、オーディションとかアフレコなら、これでもちゃんと喋れるんだよ？　いつも緊張はしてるけど、演技ができなくなるほどじゃないの。でも……取材は、ダメみたい……」

「なんでだ……？　どうして、取材だけ……」

「取材というか……正確には、自分を出す仕事が駄目なのかも……。何かのキャラとして演技するんじゃなくて、相あい崎ざき優ゆ香かとして人前に出たり、仕事をしたりすることになると、一気に緊張しちゃうと思う。今日の取材で、それが分かったの……」

　つまり、演技はよくても露出系の仕事で『素』を出すのが恥ずかしいってことなのか……？　正直、俺にはイマイチ分からない。だがきっと、演者ならではのそういう感覚があるのだろう。

　でも、それだとこの先困ったことになるかもな……。

　今はまだ、仕事のほとんどがアニメのアフレコだからいい。

　でももしアイちゃんが引き続き『人気声優大賞』で賞を取ることを目指すなら、きっとどこかのタイミングで、露出の仕事が増えるハズだ。握手会などのイベントや、舞台イベントもあるかもしれない。そこで今日みたいに緊張していては、それこそ迷惑になってしまう。ファンもあまりつかないだろう。

「でも……欠点が分かったのはよかったよ。早い段階で自覚できれば、対策も早く考えられるし」

　今日のことを次回に活いかせれば、この失敗も無駄ではなくなる。アイちゃんにはそう考えて、前向きに生きていってほしい。

「とりあえず、今後露出系の仕事で失敗しないよう、何か対策を考えよう。別に、心配しなくていい。またしばらくはそういう仕事も来ないだろうし、ゆっくり考えればいいさ。もちろん、俺も力になるしな」

「奏太……。ありがとう。いつも力になってくれて……。本当に、すごく頼もしい」

「それが俺の仕事だからな。とりあえず、今日はゆっくり休もうぜ。しっかり頑張ったんだから」

「……うんっ」

　頷き、安心して力が抜けたのか、俺にもたれかかってくるアイちゃん。俺は彼女の頭を優しく撫なでる。

　彼女が演技以外でも緊張せずに『素』を出すには、どうすればいいか考えながら。











幕まく間あい　ある未来の日常　二









　二〇二六年、五月。

　目の前に広がる景色を見て、アイちゃんは興奮を隠せずにいた。

「うわあぁぁ──い！　アキバだああああ──！」

　言わずと知れたオタク街、秋あき葉は原ばら。俺とアイちゃんの休みが珍しく被かぶったということで、俺たちはこの街へ遊びに来ていた。

　俺たちのようなオタクにとって、ここは最もテンションの上がる理想郷だ。

　しかし──

「アイちゃん、さすがにテンション高いぞ？　周りの迷惑になるだろう」

「だって、久しぶりにアキバ来たんだもん！　どうしても血が騒ぐよね！　ふんす！」

　鼻息の荒さと輝く瞳が、その興奮度合いを物語る。まぁ、無理もないか。アイちゃん、声優になるだけあってゲームとかグッズとかメッチャ好きだし。ここでしか買えないアイテムもあるから、テンションが爆上がりするのも分かる。

「でも、さすがに大声は出すなって。アイちゃんの場合、身バレの危険性もあるし……」

　そう。有名声優のアイちゃんの場合、そこは気を付けないといけない。特にここはオタクの聖地。一応アイちゃんはサングラスや帽子で顔バレしないようにしているが、アイちゃんの声を聴いただけで気づける猛も者さが何人もいるはず。もっと注意をしてもらわなくては……。

「大丈夫だって。最低限は気を付けてるから。多少声を出しても、この雑踏が消してくれるしね」

　だが、ルンルン気分のアイちゃんは、あまり危機感を持ってくれない。まぁ、さすがに大丈夫だとは思うけど、もう少し警戒してほしいところだ。

「ねぇねぇ、奏かな太た！　とりあえずどこ行く？　私、いつものアニメショップ行きたい！　最近見始めた昔のアニメで、探してるグッズがあるんだー！　あと、本屋も寄っておきたい！　私が新アニメで出る『鋼鉄の裁判官』、売れてるかどうか気になるし！」

「分かったよ……。それじゃあ、道順通りに色んな店に入ってみるか。駅から近いのは……あっちの店だな」

　アイちゃんの希望を聞きながら、適当にルートを組み立てる。結果、ひとまず大型のオタ系書店へ行くことにした。

　狭い入り口を抜けて、ショップに到達。アキバの書店は大体そうだが、ビルの上下階にわたってジャンル別の売り場が展開している。

　俺たちはまず一階から、細かく売り場全体を見ていく。

「わー！　ねぇ、見て！　奏太の好きな小説置いてあるよ！　昨日新刊出たんだって！」

「お、マジか！　ついでに買ってこう！　ってか、こっちの本、前にアイちゃんがヒロイン演じた作品じゃないか？」

「ほんとだ！　完結してたけど、短編出てる！　これはチェックしておかないと！」

　こんな感じで二人でゆっくり回っていると、どんどん買うものが増えていく。俺たちは合計金額に気を付けながらも、欲しいものを貪欲に入手していく。

　そして一階を制覇した後、次は二階、三階と、次々にチェックしていく俺たち。そして四階に到達した際、その日最大の出来事が起こった。

「ん……？　なっ……!?　こ、これは……！」

　階段を上りきってすぐ。漫画を置いているこの階の一番目立つ位置にある棚に、特設コーナーが設置されていた。

　それは、アイちゃん関連の特設コーナー。

　アイちゃんが主人公を務める新アニメ『鋼鉄の裁判官』の放送をきっかけに、アイちゃんが今までメイン役で出演してきた漫画作品が、一通り並べられていたのだ。

　掲載雑誌の区別なく、目立つ形で棚に立てかけられている有名漫画たち。その中にはアイちゃんが声優を務めたことで話題になったエッチ系のラブコメ漫画や、アイちゃんが初めてシリアス作品で主演を務めたダークファンタジー作品など、思い入れの強い物もある。

　さらに棚の上部にはモニターが設置されていて、新アニメ『鋼鉄の裁判官』のＰＶが繰り返し流れている。空きスペースにはライブに出たアイちゃんの顔写真や、彼女を応援するＰＯＰも用意されていて、豪華な雛ひな段だんと化していた。

「いぇーい！　アイちゃんで売り場が埋め尽くされてるぜー！　フゥー！」

「ちょっ、ちょっと奏太……！　テンション高いよ……！　落ち着いて〜……」

　アイちゃんが声を抑えながら、耳元で注意の言葉を呟つぶやく。俺はそれを聞きながらも、胸の高鳴りを抑えられない。

「だって、推しのための売り場が用意されてるんだぞ！　これはアイちゃんの晴れ舞台！　落ち着いてなんかいられるか！　ひとまず写真を撮っておこう……」

「うぅ……私としては、ちょっとだけ恥ずかしいんだけどね……？　もちろん、凄すごく嬉うれしいんだけど……」

　紅潮して俯うつむくアイちゃん。

　アイちゃんが有名になってから、何度もこういった特設コーナーを見てきてはいるが、やはりテンションが上がってしまう。あの時俺しかファンのいなかったアイちゃんがここまで来たかと思うと、最古ファンとしてもマネージャーとしても、涙が溢あふれそうになる。

「おっ！　これ見ろよ！　アイちゃんのコーナーじゃん」

「やっぱアイちゃん最高だよなー。『キミゾラ』の二期、マジ神だわ」

　不意に、高校生くらいの男子二人客が売り場に足を踏み入れた。彼らもアイちゃん特集を見つけて、真っ先にこちらへやってくる。

「…………！」

　アイちゃんは帽子を目ま深ぶかにかぶり、彼らから正体を隠そうとする。俺もアイちゃんの肩を引き、少し離れた場所へ移動した。

『お遊びはこれで終わりよ！　うおぉぉぉぉ────！』

「あぁ……素晴らしい……！　なんと尊みの深い声なのか……」

「ってか、アイちゃんマジで可か愛わいいよな。同じ人間と思えねえよ」

　モニターから流れるアイちゃんの声や、雛段に並べられた商品を見ながら、話を弾ませる男子二人と、その様子を離れた位置から見る俺たち。彼らの会話から、やはりアイちゃんが大正義であることが分かる。

「アイちゃん、凄い人気だな。あのファン、アイちゃんべた褒めじゃん」

「え、えへへ……。うんっ。すごく嬉しい……！」

　声を抑えながらも、はしゃぐアイちゃん。

「あっ、見て見てー！　アイちゃん特集できてるよー！」

「あっ、マジ？　新アニメやるからじゃない？」

　その後も、売り場を見たたくさんのお客さんたちが、このコーナーのもとに集う。その結果、あっと言う間にちょっとした人だかりができた。

　そして彼らは漫画を買ったり、連れとアイちゃん愛を語ったりする。

　きっと皆、アイちゃんがここにいると知ったら心臓が飛び出すほど驚くだろう。もちろんアイちゃんの安全のためにもそんなことはできないが、考えると笑みがこぼれてしまう。

「あーあ！　一回でいいからアイちゃんとデート行きてぇなー！」

「俺も……。推しキャラの声で愛を囁ささやいてほしい……」

　そんな妄想を語り合う彼ら。うんうん分かるぞ、その気持ち。俺も昔は、毎日そういうことを妄想していた。

　でも、今の俺は違う。俺にとってその妄想は、決して色いろ褪あせることのない現実になっているからだ。

「ふふっ……皆みんな、奏太みたいなこと言ってるね？」

　そう言い、クスクスとアイちゃんが笑う。この推しの笑顔や可愛い声を独占できていると思うと、言いようのない優越感が俺の心を満たしていく。

　皆の大好きなアイちゃんが俺の隣にいてくれる。その事実があまりに嬉しくて、俺は思わず彼女の肩を抱き寄せた。

「えへへ……奏太♪　私はいつでも、あなたの隣にいるからね？」

「ありがとう、アイちゃん……。ところで、加か奈なちゃんの声で愛を囁いてほしいんだけど……」

「え〜？　しょうがないなぁ。──『大好きだよ。奏太君♪』」

　周囲に聞こえないように、俺の耳元で呟くアイちゃん。他の誰も味わうことのできないアイちゃんからのファンサを受けながら、俺は死んでもいいと思うのだった。











第三章　声優はテーマパークで叫ぶ









　アイちゃんたちの雑誌取材から数日後。俺はアイちゃんが緊張せずに露出を増やせる方法はないか、ずっと考えを巡らせていた。

　今のままでは、アイちゃんが顔出しの仕事に呼ばれるたびに、失敗してしまうことになる。彼女をトップ声優にのし上げたいと思うのならば、避けては通れない問題だ。非常に深刻な悩みである。

「──というわけで、何か解決方法はないですか？　麻ま耶やさん」

「……あなたはどうして、アイちゃんの件で困ったら私に相談してくるのですか？」

　平日の下校後。会社の事務所で仕事をしながら麻耶さんに聞くと、疲れた表情で振り向かれた。そういえば、ちょっと前もこんな状況になった気がする。

「私は別に、マネージャーではありませんよ？　あくまでも、ただの事務員なので。マネージャー業務についての質問は、同じマネージャーにしたらどうですか？」

「だって俺、他のマネージャーの伝つ手てとかないので……」

　この会社、『ライトロード』には当然、他に声優マネージャーがいる。でも、俺もあくまで事務員である以上、彼らとの交流は皆無なのだ。唯一以前争いになった如月きさらぎさんだけは面識があるが、できればあの人とは関わりたくない。なんか苦手な人種だし。

「それに麻耶さん、声優について色々詳しいじゃないですか。だからすごく頼りやすいというか……」

「はぁ、そうですか……。教育係として頼られるのは悪くない気持ちなのですが……。毎回毎回本職に関係ないことを聞かれるのも……」

　麻耶さんが複雑な表情を浮かべる。

　あ、もしかして困らせちゃってたのか……？　確かに俺、普段から全部麻耶さんに頼りきってるとこあるからな……。アイちゃんに関する相談とか、結構乗ってもらってるし……。

「ごめんなさい、麻耶さん……。色々、無関係なこと聞いちゃって……。確かに本来、如月さんとかのマネージャーさんに聞かなきゃいけないことですよね……。本当に、すみませんでした！」

「いえ、そこまで改まって謝らなくてもいいです。……ただ、アイちゃんがあがり症ですか……。ちょっと困ったことになったかもですね」

「え……困ったこと？」

　深刻そうな顔をする麻耶さん。この人、なんだかんだで俺たちのこと考えてくれるよね。

「実は先ほど奏かな太たさんが出勤してくる前に、ちょっとしたお仕事の話がありまして……」

　どうやら麻耶さんは俺の代わりに、アイちゃんに関する仕事の話を聞いておいてくれていたようだ。

　聞くと、それはとある生放送ラジオ番組を担当している監督からのお誘いのようだ。どうやら彼は人気女性声優の『名な取とり舞まい』という人がＭＣを務める声優ラジオを作っているらしい。

　そしてそのラジオ番組では毎回、放送中か今後放送予定のある話題のアニメの紹介を行うコーナーをやっている。そのコーナーで今度『キミゾラ』の特集を組むので、アイちゃんにゲストとして来てほしいということだった。

「つまり、名取舞さんがＭＣのラジオ番組の出演ですか……！」

「そうです。ちなみに、名取さんのことは知っていますか？」

「もちろんです。有名な声優さんですから」

　名取舞さん。二十代前半の女性声優で、元気で明るい人間性と声が売りの声優だ。まだまだ若いが、小さな頃から声優の仕事に携わっている、かなりのベテランと聞いている。

「さすがですね、奏太さん。いきなり聞かれてそんな情報がスラスラ口から出てくるなんて……。逮捕歴とかありませんよね？」

「違いますよ！　たまたま俺が詳しいだけです！」

　特に有名な声優のデータは、ひとしきり頭に入っている。歩く声優名鑑と呼んでくれても構わんよ？

「まぁ、歩くストーカーの話は置いておいて──この番組では毎回、アニメに登場する声優を一人、ゲストとしてスタジオに呼ぶんです。そしてそのゲスト声優を、アイちゃんにお願いしたいということですね」

　名取さんもこの事務所の所属声優ですので、声を掛けやすかったんでしょう。そんなふうに続ける麻耶さん。ってか、ストーカーは普通に歩くものでは？

「ちなみにラジオの番組名は、『名取舞のきりきり舞い』というそうですよ」

「え？　ダサくない？」

「しかし、アイちゃんは大丈夫ですかね……？　ラジオの仕事もキャラの演技というよりは、アイちゃんとして話すお仕事になるはずです。彼女は冷静にこなせるでしょうか？」

　確かに、そこは心配だ。それにラジオの仕事は取材よりも失敗が許されない。もしアイちゃんがまた緊張して壊れかけのレディオになったりしたら、その様子が日本中に放送されてしまうのだ。そうなれば、番組に迷惑をかけてしまう。もちろん、アイちゃん自身も悪い意味で話題になるだろう。

「大丈夫ですかね？　アイちゃんがどれくらいあがり症なのかにもよるのでしょうが……。もし無理そうなら、断ったほうがいいと思いますよ？」

「そうですね……。ひとまず、本人に話して聞いてみます。決めるのはその後でいいですか？」

　ここは、慎重に検討したいところだ。アイちゃんのことを考えるなら、ラジオにはぜひ出てもらいたい。しかし今の彼女には、やや負担がでかいように思える。彼女自身の気持ちと合わせて、どう動くのか考えたい。

「分かりました。しかし、回答は早めにお願いします。あと、こちらが監督の連絡先です」

　麻耶さんから、監督の名前と電話番号のメモを受け取る。

「ダメならダメで、別のゲストを探す時間も必要でしょうから、必ず連絡してください。それともしも引き受ける場合は、ＭＣの舞さんへ事前に挨拶をするべきでしょう」

「分かりました。ありがとうございます」

　色々とアドバイスをくれる麻耶さんに、俺は深く頭を下げる。

　そして俺は改めて、アイちゃんのあがり症を直す方法を考え始めた。残念ながら、その答えは何も見えなかったが……。




　　　　※




「わ、私がラジオのゲストに……!?」

　帰宅後、食事をしながら例の話を切りだす俺。するとアイちゃんは、一瞬真顔のまま固まった。

　かと思うと、すぐに笑顔を爆発させる。

「や、やった……！　やったよ奏太！　ついに私も、ゲストでお呼ばれされちゃった！」

「あ、ああ……おめでとう……」

　反応を見る限り、どうやらやる気はあるようだ。席から立ち、箸を持ったままはしゃいで踊り狂っている。俺の推し、可か愛わいいかよ。

「でも……アイちゃん、大丈夫なのか？　前に取材されたとき、『アフレコ以外の、露出系の仕事は苦手だ』って……」

「あ……」

　言われて、自らの特性に気づいたようだ。はしゃぎ回っていたアイちゃんが、しょぼんとした顔で席に着く。

「そうだった……私、多分また何かやらかすよ……。生放送とか、絶対に取材よりも緊張するし……！」

　まぁ、そうだよね……。事前に質問も分かった取材であんなあわあわしてた子が、何が起こるか分からない声優ラジオの本番でまともな態度がとれるわけがない。

「あれ……？　でもアイちゃん、前にラジオ番組出てなかったか……？」

　不意に記憶の扉が開いた。よく考えればアイちゃんは以前、ネットで放送された『マジ☆マリ』のラジオ番組に出ていた。あの時の彼女は別に、おかしな挙動をしていなかったと思うけど……。

「ああ、うん。あの時は、あくまで『マジ☆マリ』の魔法少女役の声優が全員呼ばれただけだったし、生放送でもなかったから。かなり気が楽だったんだよね……」

　なるほど。思い返せばあの時は、別にアイちゃんの演じた『加か奈な』の特集をしたわけじゃない。他にもたくさんの演者たちが集まり、皆でワイワイやっていただけだ。それにその時アイちゃんは、あまり喋しゃべってはいなかったしな。

「でも、前回の取材とかラジオの話は、私もある程度注目されちゃうから……。緊張感が全然違ってきちゃうんだよー……」

「そっか……。ゲストで呼ばれるのは実質初めてみたいなもんか……。じゃあ、やっぱり出るのは厳しいか……？」

　俺は、おそるおそるアイちゃんに尋ねる。

　正直、せっかくもらったラジオの仕事を蹴ってしまうのはものすごく惜しい。こういう機会は、アイちゃんのファンを増やすために有効活用できるからだ。

　アイちゃんが呼ばれたラジオのＭＣは、なかなか有名な声優だ。彼女のラジオ番組も、もちろん視聴者が多くいる。

　そんな番組にアイちゃんが出れば、それだけである程度の人にアピールができる。もし舞さんとこじゃれたトークを繰り広げてリスナーを楽しませたりなんかもすれば、さらにアピールポイントがアップ。うまくすると、それだけでファンができるかもしれない。

　それに舞さんはかなりのベテランだ。アイちゃんの喋りが多少下手でも、うまくフォローして面白く仕立ててくれる可能性も高い。

　これはアイちゃんの名前を売るには、願ってもないチャンスである。できれば引き受けておきたいところだ。

　だが、嬉うれしい仕事が来たところで、それをこなせなければ意味がない。もしもアイちゃんが取材の失敗で自信をなくしているのなら、あがり症を何とかする方法を思いつくまでは、露出の仕事は避けるべきだ。また失敗して、余計に落ち込んでしまうと困るし。

　とにかく、まずはアイちゃんの気持ち次第だ。俺は彼女の顔を見つめながら、どんな答えを出すのか待つ。

　彼女はしばらく「うぅ〜……」と小さく唸うなりながら、どうするべきか考える。彼女の中にも、色々と葛藤があるのだろう。

　だがやがて、彼女は口を開いた。

「よ、よし……。やる……！　私、やるよ！」

「あ、アイちゃん……！　本当に大丈夫なのか？　マジでラジオなんか出れるのか？」

「うん！　だってこれも、作品のファンを増やすチャンスでしょ？　それを棒に振りたくはないの！」

　本番のことを考えるとかなり怖いはずなのに、アイちゃんは俺の目を真っすぐ見ながら、堂々とした答えを返す。

「それまでに、露出を克服する方法を考えてみる！　だから、このお仕事がやりたい！」

　彼女のやる気は本物だった。それならば、俺も迷わず応援するだけだ！

「分かった……。それじゃあ、全力で頑張ろう！　今度は失敗しないようにな！」

「うんっ！　あの取材のようには絶対にしないよ！」

　アイちゃんの決意を聞いた後、俺は麻耶さんからもらったメモの番号に電話をかける。そして、正式にアイちゃんの出演が決まるのだった。




　　　　※




　アイちゃんがラジオ出演を決めた、翌日。

　俺とアイちゃんは二人で事務所を訪れた。目的は、ラジオのＭＣである舞さんに挨拶をするためだ。

　アイちゃんが出る回の収録は、まだ二週間ほど後である。しかし麻耶さんのアドバイスもあり、一度話をするべきと思ったのだ。

　幸い事務所が同じため、他のスタッフに聞いて彼女が事務所に来るタイミングを知ることができた。

　そして特に苦労もなく、アイちゃんは事務所のロビーで舞さんと会って挨拶をする。

「初めましてー！　私、名取舞って言います!!　同じ事務所同士、よろしくねー!!」

「は、はい……！　相あい崎ざき優ゆ香かです……！　よ、よろしくお願いしますっ！」

　潑はつ溂らつとした声と笑顔で挨拶をする、黒いロングヘアーの女性。それが名取舞さんだ。

　俺も一言挨拶はしたが、後はマネージャーとして、アイちゃんのやり取りを見守っている。

「わー！　アイちゃん、可愛いねー！　うりうりー！　食くらえー！　撫なでてやるー！」

「ちょっ、えぇっ!?　舞さん!?　なにするんですかー！」

「ふっふっふー！　後輩を可愛がるのは先輩声優の特権だぞよー！」

　声優らしい大きな声と、圧倒的に近い距離感で、アイちゃんを圧倒する舞さん。なんというか、他人をグイグイ引っ張っていける感じの人だ。誰に対しても笑顔で接し、仲良くなるのがうまそうな人柄。ラジオのＭＣを任されているのも頷うなずける。

「うりゃりゃりゃー！　おっぱい揉もみ揉み揉み───！」

「キャ─────ッ!?　本当に何をしてるんですか───!?」

「おおっ！　後輩ちゃん、なかなか良いい物もってるねぇ！　分けろ──!!」

　アイちゃんの背後に回り込み、胸をガシッと鷲わし摑づかみにして味わうように揉む舞さん。

　……この人やっぱり、パワフルすぎるような気もするな。

「──っと、そろそろ時間じゃん！　ゴメン、アイちゃん！　私もう行くねー！　今度ご飯とか一緒に行こー！」

「は、はい……光栄です……」

　ひとしきりアイちゃんで遊んだ後、舞さんは時計を見て少し慌てる。そして、事務所から出ていこうとした。

「あ！　舞さん、ちょっとだけいいですか？」

「ん？」

　そんな舞さんを、アイちゃんが慌てて呼び止める。

　そして、声を震わせながら言う。

「今度のお仕事のことなんですけど……実はこういうラジオに呼ばれるの、ほとんど初めてみたいなものなんです……。しかも私、かなりのあがり症で……。アフレコみたいに演技をするときはいいんですけど、自分として話をしなきゃいけないときは、どうしてもすごく緊張しちゃって……」

　訥とつ々とつと言葉を紡つむぐアイちゃん。

「この前も、撮影と取材のお仕事で、色々失敗しちゃってて……もしかしたら、舞さんの番組でも、何かご迷惑をかけてしまうかもしれません……。だから、その……すみません……」

　今の内から謝罪をし、アイちゃんが体を折り曲げる。

　事前にこれを言ったからといって、ミスをしてもいいわけではない。しかし、お世話になる以上礼儀として、あらかじめ言っておきたかったようだ。

　その真剣な姿に、舞さんは──

「あ〜！　なんだ、そんなことかー!!」

　とんでもなく明るい笑い声で返した。

「そういうことなら、大丈夫！　もしアイちゃんが何かミスしても、私が華麗にフォローしてあげる!!」

　舞さんが、笑顔でそう言い切った。

「これでも、三年間番組守ってるんだからー！　お姉さんを舐なめるなよー!?　仮に新人ちゃんが本番中にベルベル語しか話せなくなっても、華麗に対応してやるぜっ!!」

　よく分からないたとえを出しながら、グッとサムズアップする舞さん。

　おぉ……！　なんという頼もしさだ……。この人、全然失敗を恐れていない。それどころか、自信に溢あふれすぎている。

　この人についていけば大丈夫……そう思わせる力があった。なんというか、頼れる姉御という感じだ。

「だからアイちゃんは気にせずに、ラジオ番組を楽しんでいって！　せっかく遊びに来てくれるんだから！　笑顔でやらなきゃもったいないよ！」

「は……はい！　ありがとうございますっ！」

　もう一度、今度はお礼として頭を深く下げるアイちゃん。舞さんの頼りがいある態度に、すっかり安心した様子だ。

　よかった。これでアイちゃんも、憂いなくラジオに出られる。舞さんがいれば、取材のときみたいにアイちゃんが行動不能のデバフを受けても、大変なことにはならなそうだ。

「あ、だけどその代わり──」

　ふと、舞さんが口を開いた。

「──本番中、番組のリスナーたちを喜ばせてくれると嬉しいなー!!」

「え……え？　喜ばせる……？」

　突然のざっくりとした無茶振りに、アイちゃんの目が点になる。

「うん！　リスナーさんたちが喜ぶことなら何でもいいよー！　面白い話とか、業界のヤバい裏話とか！　どんなこと話すか、なんか色々考えといて！」

　いや、ヤバい裏話はダメじゃない？

「とにかく、二人で協力してリスナーを楽しませようぜ！　じゃあねー！」

「あ、ちょっ……！　舞さん、待ってください！　楽しませるってどうやって……舞さーん！」

　急いでいるのか、アイちゃんの制止を聞かずにあっと言う間に去ってしまう舞さん。

　後に残されたのは、呆ぼう然ぜんとするアイちゃんと俺だ。

「か、奏太ぁ！　どうしよう……!?　リスナーを楽しませるって、なに……？」

「あ、いや……なんだろう……？　俺は、アイちゃんが出るだけで楽しめるけど……」

「で、でも他の人はそうじゃないよね!?　私のこと知らない人がほとんどだよね!?」

　あ、はい。それはごもっともです。残念ながら現段階で、純粋にアイちゃんの登場を喜ぶファンは俺くらいだろう。

「どうしよう……奏太、どうしようー！　私、本番で何を話せばいいの……!?」

「お、落ち着けって！　大丈夫だから！」

　ああもう……せっかく頼りになる人がパートナーかと思ったのに、新たな問題が発生したよ……。

「とりあえず、一緒に色々対策練ろう。取材のときみたいに、練習しながらどんなことを話すか考えればいい！　俺もマネージャーとして力を貸すから！」

「う、うん……。ありがとう……。奏太がいれば、大丈夫だよね……？」

　泣きそうな上目遣いで縋すがるアイちゃん。うわぁ本当に可愛いなこの子……こんな状況なのに、尊さで快楽物質が脳に湧き出すわ。

　と、その時。突然俺のスマホが鳴りだした。画面を見ると、ネネちゃんからだ。

「あ、ちょっとゴメン。話してくる」

　人気のない非常階段に移動して、俺は通話ボタンを押した。

『もしもし、奏太君？　今、少しお話できるかしら？』

「はい、どうぞ。何かありましたか？」

『大したことじゃないのだけれど、週末のデートのことを聞きたくて』

　え……？

　週末の、デート……？

『……？　どうしたの、奏太君。前に家うちに来たときに、デートの約束したわよね？』

　…………あっ。

　うわあああああああああああ！　忘れてたああああああ！

　俺、前にネネちゃんとデートする約束してたじゃん！　今の俺、ネネちゃんの仮恋人をしてるんだったー！

　ここのところ取材の件とか忙しくて、頭から抜けてしまっていた……！　でも、いくら忙しくてもデートの約束忘れるとか、人として最低じゃないですか……！

『……奏太君？　もしかして、忘れてた……？』

「い、いや!?　そんなわけないじゃないですかー！　あはははは！」

　これはバレるわけにはいかない。俺は何とか笑って取り繕う。

『そう……？　それならいいのだけれど……。それで、デートは次の日曜でいいのよね？　結局、どこに行くのかしら？』

「あっ、えっとそれは……！　もちろん、当日のお楽しみですよ……！」

　デートのことは忘れていたため、当然行き先は考えていない。俺は咄とっ嗟さに誤魔化した。

『ふふっ、焦じらすわね？　それじゃあ、期待しておくわ』

　ああチクショウ！　無駄にハードルが上がってしまった。俺、ちゃんとデートプラン組めるのか……？

『じゃあ、待ち合わせの日時はどうしましょうか？　お昼前に駅とかにする？』

「ええっと、あの……それについても、後で俺から連絡します！　今日中に連絡しますので、ちょっと待っていてくださいね！」

『そう？　じゃあよろしくお願いするわね。急せかしてるみたいでごめんなさい』

「い、いえ！　こちらこそ約束忘れて──んんっ！　連絡忘れててすみません！　それじゃあ！」

　ボロが出る前に、慌てて通話を終わらせる俺。はぁ……やっちまった……。まさか、こんなに大事な約束を忘れるとは……。

　落ち込みながらロビーへ戻る。するとアイちゃんが待っていた。

「あ、奏太！　おかえり！　今の電話お仕事？　大丈夫？」

「あ、ああ……大丈夫。プライベートの電話だから……」

「ほんと？　あ、そうそう奏太！　今度の日曜日は時間あるかな？」

「えっ、日曜日……!?」

　電話がかかってくる前とは違う、活力ある声で尋ねるアイちゃん。

「うん！　不安がっててもしょうがないから、色んな声優ラジオを聴いたりしながら、どんな風に話していくのか予行練習をしようと思って！　それで、よければ奏太にも手伝ってもらいたいなって！　日曜なら、一日中一緒にいられるし！」

「あ、あー……日曜か……」

　日曜はネネちゃんとのデートの日。残念ながら、俺の体は空いていない。

「ご、ごめんアイちゃん……。実はその日は、予定があって……」

「えっ……？」

　目から輝きを消すアイちゃん。明らかに落胆の感情が見える。

　せっかくアイちゃんがやる気を出しているんだから、それに水を差すようなことはしたくない。だが、ネネちゃんとの約束はもっと前からしていたものだ。しかも、ネネちゃんもオーディションのことで困っている。そのため、どうしても断るしかなかった。

「そうだよね……奏太にも、色々予定があるもんね……ずっと頼ってちゃ、ダメだよね」

「本当にすまん！　協力するって言っておいて……。その代わり、別の日の空き時間とかはサポートするから！　しっかりアイちゃんのマネージャーするから！」

「う、うん……ありがとう！　そうだね……それで十分だよ！　もともと私個人の力で頑張らないといけないことだし！　手伝ってくれるだけで、嬉うれしいよ！」

　そう言い、健けな気げに笑うアイちゃん。その笑顔に、こちらの胸もより痛む。

　本当にごめん……ごめんなアイちゃん……！　ネネちゃんの件が解決したら必ずアイちゃんに付きっきりになるから……！　だから、それまで許してくれ……！

　アイちゃんが大事なとき、ネネちゃんとデートに行く事実。それに心を痛めながらも、俺は心の中で決意する。

「アイちゃん……！　一緒に練習できなくても、俺は応援してるから！　しっかりできるって信じてるからな！」

「うんっ！　頑張るよ！　しばらく一人でやってみる！」

　元気よく返事をするアイちゃんの笑顔に、罪悪感がムクムクと芽生えた。




　　　　※




　まず考えないといけないのは、ネネちゃんとのデートプランだった。

　彼女が演じる『姫ひめ宮みや詩し乃の』の性格と、『ピュアな男女の普通の初恋をリアルに描く』という作品の性質上、デートプランはあまり奇をてらわないほうがいいだろう。というか、そもそも恋愛経験のない俺が奇をてらおうとしても無理があるし。

　その条件から、どんなプランがふさわしいのか考える。そして俺は、ネネちゃんから電話をもらった日のうちに、ある程度の予定を決めた。その後彼女に待ち合わせの場所や時間をメールで伝える。

　そして、いよいよデート当日。俺たちは、待ち合わせ場所で落ち合った。

「奏太くーん！　ごめんね？　待たせちゃった？」

「あぁ、ネネちゃん。気にしないでください。俺もさっき来たとこですから」

　小走りでやってきたネネちゃんを出迎え、定番のやり取りを交わす俺。ちなみに本当は、待ち合わせ時間の三十分前に来てました。約束忘れた上に遅刻とか、本気で最悪すぎるからな……。

「でも……こういうところは久しぶりね。子供のとき、両親に連れてきてもらって以来だわ」

「ええ。実は俺もです。友達と来たりとかしませんしね」

　目の前にあるゲートを見て、二人で懐なつかしい気分に浸る。

　それは、テーマパークの入場ゲート。俺がデートに選んだ場所は、俺たちの街から電車で一時間ほどの場所にある、そこそこ大きなテーマパークだ。デート場所としては、かなり無難なチョイスである。

「すみません、ネネちゃん。思わせぶりに焦らした結果、こんなありきたりな場所になっちゃって……」

「ううん。むしろ嬉しいわ。下手に奇をてらわないほうが、『姫宮詩乃』らしい気がするもの。それに、私も純粋に楽しめそうだわ」

　姫宮詩乃の気持ちを知るには、私も恋人とのデートを心のそこから楽しまないとね。そう明るい声で言うネネちゃん。

「じゃあ奏太君。今日も恋人としてよろしくね？　今回は、奏太君がエスコートしてくれるんでしょう？」

「はい。今日は俺が、色々プランを組んできましたから。ネネちゃんが恋人の気持ちを味わえるように」

　俺が考えた内容は、テーマパークでテンプレ的なデートコースをなぞるだけだ。しかしだからこそ、一般的な恋人の気持ちを味わいやすいのではないかと思う。

「あ、そうだ。初めに言っておきますが、今日は以前のようなエロい絡からみは一切禁止でお願いしますね？」

「もちろんよ。分かってるわ。私が演じるのは、あくまで普通の女の子。ピュアでエッチなことに耐性のない、ちょっと奥手なＪＫだものね」

　良かった……。今回はちゃんと分かってくれているようだ。それならば、心置きなくデートができるな。

　アイちゃんが大変なときにデートすることに罪悪感がありはするが、これはこれでネネちゃんのためなのだ。今はしっかり楽しむとしよう。

「ふふっ。初デート、ワクワクするわね♪　奏太君となら、なおさらだわ」

「そう言ってくれると嬉しいです。それじゃあ、早速行きましょうか！」

　悪戯いたずらな笑みで言うネネちゃんに、俺は片手を差し出した。

「……？　どうしたの、奏太君。この手は……」

「もちろん、二人で繫つなぐんですよ。……恋人って、そういうものでしょ？」

　メッチャはずいのを我慢しながら提案する。今俺は、ネネちゃんの恋人なんだ。彼女に恋人としてのやり取りをしっかり味わってもらうためにも、こういうところもこだわりたい。

「な、なるほど……。そうね。奏太君の言う通りだわ」

　ネネちゃんが微ほほ笑えみ、俺の手を取る。その頰は、少し赤くなっている。

「……なんだか、少し恥ずかしいわね。これが、恋人の気持ちかしら？」

「は、はい……そうかもしれません。早速、取材の成果が出てますね……」

　うおおおおおおおお！　恥ずかしいいいいい！　必死に平静を装よそおってはいるが、これなんかメチャクチャ恥ずかしいぞ、おい！

　ネネちゃんの手、すげぇ皮膚がツヤツヤで温かい……。それに、触り心地がよすぎる。これが女の子の手なんだな……！

　……って、感動している場合じゃない。早く彼女をエスコートしないと！

「じゃ、じゃあ！　中に入りましょう！　デートの時間がなくなりますよ！」

「そ、そうね。早く行かないとね」

　なんだかいつもより、足取りが軽い様子のネネちゃん。そんな彼女とゲートをくぐり、俺たちのデートが始まった。




　　　　※




「ひとまず、普通にアトラクションを楽しみましょうか。最初はやっぱり定番のやつを」

　そう言いながら、彼女のペースに合わせて歩く俺。女性をエスコートするときの注意点は、昨日のうちに調査済みだ。そのあたり、俺に抜かりはない。

　ただ……実際にこうして歩いていると、やっぱり恥ずかしいんだけど。

　そのせいか、ネネちゃんもいつもより口数が少ない気がするし。こういう状況、普段なら俺をからかってきそうなものだが、今日はなんだか静かである。エロ系の絡みを控えてるだけかもしれないが……。

「定番のもの……。というと、観覧車とかかしら？　でも、最初から乗るものじゃないわよね？」

「観覧車もいいですけど、もっとふさわしいものがありますよ」

　俺は今日までに、しっかりデートプランを練っている。その予定では、最初はジェットコースターと決めているのだ。

　まずは絶叫系に乗って大声を出せば、この恥ずかしさや緊張も和らぎ、二人で楽しい気持ちになるはずだ。その後、改めて手を繫いで歩いたり観覧車などに乗ったりすれば、よりいいムードになるだろう。

　その後のイチャイチャをより深めるためにも、ここはジェットコースターに乗りたい。

　だから、ネネちゃんにもそう提案した。

「えっ……!?　ジェットコースター……!?」

　一瞬、彼女の瞳から光が消えた。

「ネネちゃん……？　どうかしましたか？」

「あ……いえ、その……別に、なんでも……」

「……もしかして、ジェットコースター苦手でした？」

「ううんまさかそんなわけない私苦手な物とかないから」

　やたら早口で言い切るネネちゃん。これ……明らかに苦手じゃん。ネネちゃん、絶叫系ダメなのか……。普段の感じからして、涼しい顔で乗りこなしそうだと思ってた。

　でも、そういうことなら無理強いするわけにもいかないだろう。とりあえず、急きゅう遽きょ予定を変更しなければ……。

「いや、待って。奏太君。苦手じゃないって言ってるでしょう？　なぜ行き先を変えようとしているの？」

「え……？　でも、明らかに嫌がってましたよね……？」

「嫌がってないわ。ジェットコースター超好きだし。マジで結婚してもいいし」

　ネネちゃん口調変わってね？

「私の趣味も、実はジェットコースターだもの。週末ジェットコースターのために遊園地へ通っているくらいよ。電車の代わりにジェットコースターで地方に営業できればいいのに」

　ネネちゃん、テーマパーク久しぶりじゃなかった？

　ダメだ。誤魔化そうとしすぎておかしなことになってしまってる。

　なんだか、俺にはあまり苦手だと思われたくないらしい。普段俺をからかっている手前、弱みを見せたくないのだろうか？

　そんなに素直になれないなら、乗らなくて済む言い訳を俺が与えてあげないと──

「さぁ、とにかく行くわよ。早く二人で楽しみましょう」

「あっ、ちょ！　引っ張らないでくださいよ！」

　摑つかんだ手をグイッと引っ張るネネちゃん。と、同時に手から伝わる振動。

「（ガタガタガタガタ……ガタガタガタガタ……）」

「いや、ネネちゃんメッチャ手震えてますやん！　これ絶対怖いやつですやん！」

「武者震いよ。楽しみね。ジェットコースターは……あっちかしら？」

　ダメだ。止める言葉を考える間もなく、ネネちゃんが俺をジェットコースターのほうへ引っ張っていく。ホント、どんだけ見み栄えはりたいんだよ。

　……でも、もしかしたら言うほど苦手ではないのかもしれない。むしろ、本当に大丈夫なのに俺が苦手と思っているから、早く訂正したいのかも。

　彼女も馬鹿じゃないし、さすがに本気で苦手ならここまで意地にはならないはずだ。きっと問題ないのだろう。

「わ、分かりました……。それじゃあ、乗りましょう。……もし怖かったら、叫んでも大丈夫ですからね？」

「ふふっ。奏太君こそ大丈夫よ？　私は笑ったりしないから、いっぱい叫んで頂戴ね？」




　　　　※




「キャ────ッ！　いやああぁぁぁぁぁ────！　誰かっ、誰か───────！」

　ジェットコースターの、最初の下り坂。ネネちゃんのハリボテの見栄が崩壊し、彼女は高らかに叫び声をあげた。

「これダメッ、勢いすごっ、いやああああ───っ！　落ちちゃう！　だめぇぇっ！　もう止めてっ！　あぁ────────んっ！」

　悲鳴なのか嬌きょう声せいなのかよく分からない声をあげながら、目に涙を浮かべるネネちゃん。

　……やっぱり苦手だったんだわー。この子、結構な馬鹿だったのだわー。

「おまわりさーん!!　助けて、おまわりさ─────ん!!」

　待って、おまわりさんは呼ばないで。多分シャレにならんから。俺が犯罪者だと思われちゃうから。

「あ────！　いやぁぁぁ────…………ガクッ……」

　あっ、気絶した。目を閉じて、首がカクッてなった。

　まぁ、でも……そのほうがネネちゃんにとって幸せか……恐怖を感じなくて済むし。

　結局彼女はジェットコースターが終わるまで、静かに気絶し続けた。

　ネネちゃんが再び目を覚ましたのは、俺が彼女を近くのベンチへ連れて行ってからだった。

「はぁ……はぁ……。ごめんなさいね……？　無様な姿を見せてしまって……」

「い、いえ……。特に気にしてはいませんので……」

　目を覚ました彼女は背もたれにくたっと体を預けて、力のない声で謝った。

「実は私、ジェットコースターダメなのよ……。昔から、絶叫系はどうも苦手で……」

　うん。知ってる。あれを見れば嫌でも分かるので。

「高校生になったんだからさすがにいけるかと思ったんだけど……やっぱり私には無理みたい……。正直、もう二度と乗りたくないわ……」

「俺も、そのほうがいいかと思います。……でも、この先どうしますか？　もし体調が悪いなら、今日は中止して帰ったほうが……」

「いや、大丈夫よ……。もう問題ないわ。少し休んで、良くなったもの。絶叫系に乗らなければ、デートを続けられるはずよ」

　立ち上がり、服装を整えるネネちゃん。

「本当に大丈夫ですか？　もう無理しないでくださいよ？」

「大丈夫。それに、オーディションのためにも頑張らないと。それで、次は何をするのかしら？」

　念のため彼女をよく見てみる俺。しかし、顔色は悪くない。今度は本当に大丈夫そうだ。

「分かりました。それじゃあ、次に行きましょう。俺についてきてください」

　俺は再び彼女と手を繫いだ。そして、彼女を別のアトラクションへと連れていく。

　それは、巨大なおどろおどろしい建物。入り口には『悪あく霊りょう病棟』というアトラクション名が書かれている。

「悪霊病棟……？　これは、お化け屋や敷しきかしら？」

「はい。お化け屋敷は、デートの定番ですからね」

　お化け屋敷の恐怖のドキドキが、恋愛でのドキドキに結びつくというのはよく聞く話だ。それにお化けに脅おどかされたネネちゃんが、「キャーッ」って言いながら俺に抱き着くテンプレイベントも期待できる。

　異性と実際にお化け屋敷へ入る体験をしてみれば、ネネちゃんも恋する純粋な女子の気持ちを実感できるかもしれない。……決して俺が、抱き着いてもらいたいわけじゃなくてね？

「ってかネネちゃん、こういうのは大丈夫ですか？　一応これも、絶叫系と言えばそうですけど……」

「大丈夫よ。ホラー系は、むしろ好きなほうなの。早速入るとしましょうか」

　涼しい顔をして、受付へ向かっていくネネちゃん。その様子に俺も安心し、彼女の後についていく。

　そしてしばらく並んだ後、俺たち二人の番が来て、お化け屋敷の中へと入った。

　中の様子は、やはり暗い。持たされたランプの明かりがなければ、足元すら見えなくなるほどだ。そして演出のためなのか、空調が強めに設定されているようだ。

　ちなみに『悪霊病棟』という名の通り、このお化け屋敷は廃病院がコンセプトだ。設定としては、かつてのこの病院には偏った思想の院長が勤務しており、彼は治療と称して大勢の患者に新薬を投与し実験していた。その結果たくさんの死人が出てしまい、院長自身も自らが調合した薬を飲んだため死んでしまう。それ以来この病院には、院長と彼に囚とらわれた患者たちの霊が出るという……みたいな、いたってありきたりのものだ。

　しかし、実際にこうして暗闇の中を歩いてみると、存外怖いものである。俺はネネちゃんの手をキュッと強く握り、大丈夫かと声をかけた。

「ええ……でも、さすがに雰囲気が出てるわね。私も、ちょっと怖くなってきたかも……」

「大丈夫です……何かがあったら、俺が必ずネネちゃんを守りますから……！」

　こういう時に相方の女性を守るのが、彼氏役の務めだろう。仮の恋人として言いきった。

「……！　ふふっ、頼もしいわね。期待してるわ」

　ネネちゃんも、俺の手を握る力を強める。そして、俺に寄りかかってきた。

　おぉ……！　この状況は、すごく恋人っぽいんじゃなかろうか……！　これまで仮の恋人をしてきて、ちゃんと初うい々ういしいカップルみたいなことができたのは、今回が初めてかもしれない。

　よし、このままお化け屋敷を楽しんで、ネネちゃんに演技のコツをつかんでもらおう！

　そう思った瞬間だった。

「んぇぁぉおぉぉ───っ！」

『っ!?』

　同時にビクッとなる俺たち。

　名状しがたい叫び声をあげて、何かが目の前に飛び出してきた。ランプの明かりに照らされたそれは、水色の服を着た髪の長い女だ。その顔は皮膚がただれていて、全身のいたるところに血がついている。

　おそらく、この病院で亡なくなった患者の幽霊役だろう。

『お前も私が殺してやるー！』

「うわぁぁっ！　出たぁぁ！」

　本来なら俺はネネちゃんを守る立場である。そのことは分かっているのだが、つい驚いて叫んでしまう。だって、特殊メイクが凄すごいもの。彼女の顔、本当にトラウマレベルでグチャグチャだもの！

　っていうか、あんなの見てネネちゃんは大丈夫なのか!?　マンガみたいに、立ったまま気絶してたりするんじゃないのか!?

　心配になり、俺はネネちゃんの顔を見る。すると……！

「んー……？　なんか、イメージが違うわね……」

　彼女は患者を凝視しながら、何だか首をひねっていた。驚きも、動揺もすることなく。

「ねぇ、あなた。ちょっと今のはおかしいんじゃないかしら？」

「んぇ……？」

　それどころか、ネネちゃんが幽霊に話しかける。え？　何やってるの、俺の彼女は。

「あなたが着ているの、入院服よね？　ということはこの病院で亡くなった患者の霊の役でしょうけど……それなら『お前も私が殺してやるー！』って脅し文句は違うんじゃないの？　設定として、患者たちはむしろ殺されてきた側なんだから」

「あ、いや……その……」

「患者なら、もっとふさわしいセリフがあるんじゃないかしら？　例えば……『苦しい……痛いよ……助けてぇぇ〜〜!!』とか？」

「ひいぃぃっ!?」

　ネネちゃんの出した恐怖ボイスに、幽霊役の人がビクッと怯おびえる。ネネちゃん、こういう役も上手うまいのか……。

「それにあなた、声の出し方がなってないわよ？　もっとお腹なかから声を出さないと。仮にもお化け役を『演じる』んだから、基本くらいは知らないとだめよ？」

　しかもなんか声優さんのガチ指導が始まったー！

「腹式呼吸って知ってるかしら？　息を吸ったとき、胸じゃなくてお腹が膨らむ呼吸方法なんだけど」

「え……？　あ、いや……知らないです……」

「そう。それじゃあ、今から練習しましょう。まずはお腹に手を当てて？　それから息を吸ったときにお腹が膨らむよう意識してみて？　これができれば力強い声が出るようになるから」

「あ、え……その……。わ、分かりました……」

　まさかの指摘に困惑する幽霊役の人。彼女は言い返すタイミングを失ってしまい、ネネちゃんの演技指導を受けることになった。

　そしてネネちゃんは幽霊役への基礎指導を終えて満足し、俺を連れてここを出るのだった。




　　　　※




「あぁぁ……やってしまったわ……」

　お化け屋敷から脱出した後。ネネちゃんは自己嫌けん悪おで苦しんでいた。

「ごめんなさい、奏太君……。デートを楽しむどころか、いきなり他人の演技指導をしてしまうなんて……。これじゃあ、ムードも何もなかったわよね……？」

「いや、まぁ……俺は別に気にしてないですが……」

　それより、幽霊役の人が気の毒な気がする。いきなり客に演技をダメ出しされて、練習までやらされたわけだから。

「本当にごめんね……？　職業柄、どうしても違和感のある演技を見ると、口を出さずにはいられないの……」

「あはは……そんなに気にしないでください。演技について考えるのは、声優らしくて良いことですし」

　しかし、デートの雰囲気が壊れてしまったことは確かだ。次のアトラクションへ行く前に、何かをして仕切り直したい。

　何かないかと、俺は周囲に視線をやる。すると、近くにソフトクリームの屋台があった。

「あの、ネネちゃん。少し疲れたでしょうし、休憩がてらソフトクリーム食べませんか？」

「あ、いいわね。私、アイス好きよ」

　落ち込んでいた彼女だが、少し表情が明るくなる。よし。これでお互いに、楽しい雰囲気を取り戻そう。

　俺たちは早速屋台へ向かい、ソフトクリームを二つ頼む。バイト風のギャルっぽい女性が「あざまーす！」と注文を受け取った。そして俺たちは屋台から少し離れたところで、ソフトクリームができるのを待つ。

「こういうところで買うと高いけど、どうしても我慢できないのよね」

「分かります。なんというか、抗あらがいがたい魅力があります」

　和やかに会話し、ソフトクリームを待つ俺たち。

「あれ……？　なんかこれヤバくない……？　マジで……？」

　その時、店員女性が不穏な呟つぶやき。

「あぁ〜〜！　何これどーなってんの〜!?　もう嫌なんだけど〜！　つらたにえん！」

　なんか、ただ事ではない様子だ。ちょっと心配になってきた。

「店員さん、大丈夫かしら……？　何かトラブルでもあったのかも……」

「俺、ちょっと様子を見てきます。ネネちゃんは、さっきのベンチで待っていてください」

　ネネちゃんを残し、再び屋台へ向かう俺。そして店員に声をかけた。

「あ、あの……どうかしたんですか？」

「あ〜っ！　お客さん、マジメンゴ！　なんかソフトクリーム作る機械、壊れちゃったっぽいんだよね〜！　ぴえん！」

　うわぁマジか……。そんなことあるの……？　なんか今日、ちょっとツイてないな……。

　ってかそれより、店員のフランクさが気になる。ぴえんとか接客で聞かないよ？

「でもでも！　とりあえず、一つはギリでできたから！　一個分の代金は返すから、これで勘弁してくれないかな〜？」

「あ、はい。壊れてるなら仕方ないですし……。一つだけでも大丈夫です」

　それなら、ネネちゃんに食べてもらうとしよう。少し残念だが仕方あるまい。

「よかった〜！　ありがと、お客さん！　あ、でも……かえって良かったかもだよね〜？　これで彼氏さん、彼女さんと一緒に同じアイスを食べれるし♪」

「えっ!?」

　予想外の言葉に、アイスを受け取りながら声をあげる俺。

「こういうの、デートの定番っしょ？　イチャイチャしながら同じアイス食べるの！」

「ま、マジですか……？　そういうものなんですか……？」

「マジマジ。アタシ、一年くらいここでバイトしてるけど、そういうカップルめっちゃ見るから！　二人で同時に両側から一個のアイスを食べてくの！　ああいうの、なんかエロくない？」

　いや、知らねーよ。見たことねーよ。でも、そうか……。そういうのは、普通の恋人もよくやるのか……。

　だとすれば、俺たちもやるべきかもしれない。ネネちゃんのリアルな演技のために。

「じゃあ毎度ありー！　彼女さんと楽しんできてねー！」

　フランクな店員に見送られ、ネネちゃんの待つベンチへと戻る。そして彼女に、機械が壊れて一つしかアイスがないと説明した。

「そうだったの。でも、機械の故障なら仕方ないわね……。じゃあ、これは奏太君が食べて頂戴」

　思った通り、俺に譲ろうとするネネちゃん。そんな彼女に、俺はさっきの提案をする。

「えっと……ネネちゃん。良かったら、二人で一緒に食べませんか……？　これ……」

「え……？」

「さっき店員さんに聞いたんですけど、一つのアイスを一緒に食べるのって、割と普通のことらしいんですよ。だから、恋人として、どうかなって……」

「そ、そうなの……!?　でも、それはさすがに恥ずかしいかも……」

　意外にも、ネネちゃんが頰を赤らめた。普段、自分から抱き着いたり、胸を押し付けたりする人だ。恥ずかしがったりはしないだろうと思っていたが、意外とこういうのには弱いのかも……。

　だったら、ピュアなドキドキを知るためにも、余計に挑戦するべきだ。そう思い、俺はなおも勧める。

「これをきっかけに、恋愛のドキドキ感を実感できるかもしれません。そのために、やって損はないと思います」

「そ、そうね……！　分かったわ。じゃあ……とけない内に、やりましょう……！」

　覚悟を決めて、ソフトクリームを見るネネちゃん。俺は彼女の隣に座り、一緒にソフトクリームを持った。

「それでは、同時に食べましょう……！」

「う、うん……！　いただきます……」

　ネネちゃんが言い、口をアイスへ近づける。俺も彼女と同時に動いた。

　自然とお互いの口元が、まるでキスでもするかのように、かなり近づくのが分かる。

　そして二人で両側から、ソフトクリームを口にした。

「んっ……ぁむっ……」

　小さく声を出し、ソフトクリームを舐なめるネネちゃん。その息遣いが、あの店員さんの言う通りなんだか卑ひ猥わいに聞こえてしまう。

　確かにこれ、思ったよりもエロいかも……。

　これだけ顔を近づけて、一緒にソフトクリームを舐めるんだ。もしかしたら、舌同士が触れてしまうかもしれない。その距離感は、童貞である俺の心臓を騒がせるには十分だ。

　最初の一口を食べた後、俺は慌ててソフトクリームから顔を離した。そして、ネネちゃんに問いかける。

「ど、どうですか……？　感想は……」

　やっぱり、ネネちゃんも「あーん」でドキドキするのだろうか？　大胆なエロ絡がらみは平気でも、こういったピュアだが少しエロいイチャつきでは羞恥を感じたりするのだろうか？　疑問に思いつつ、問いかける。

　すると──

「お、美味おいしい……！　このアイス……！」

　ややズレた答えが返ってきた。

「か、奏太君……！　これ、美味しい！　このソフトクリーム、美味しいよ！　スーパーで売ってるやつとかと、違う！」

　そりゃあ、確かに美味しいでしょうさ。こういうところのアイス、高いし。

　でも今は、そういう話じゃないじゃん。恋愛のドキドキを味わえるかの話じゃん。ちなみに俺は味なんて分かりませんでした。

「こんな美味しいの、初めて食べたわ……。舌触りもいいし、クリーミーで食べ応えもある……。でも、決してしつこくない。なんだか、奇跡の食べ物みたい……！」

　すごく感動しているネネちゃん。どうやら今の彼女は、恋愛どころではないらしい。彼氏役の俺よりも、ソフトクリームにぞっこんラブだ。

「えっと……よかったら、残りは全部ネネちゃんが食べます……？」

「えっ!?　いいの!?」

　宝くじでもあたったような表情で俺を振り向くネネちゃん。

　どのみちネネちゃんがこの調子では、イチャイチャする意味がなくなってしまう。それならば、純粋に美味しいアイスを楽しんでもらうほうがいいだろう。

　俺が頷うなずくと、ネネちゃんはさらに笑顔を明るくした。

「ありがとう、奏太君！　私、一生あなたについていくわ！」

「いや、そこまで恩に着なくていいですから」

　ソフトクリームから手を離す俺。

　ネネちゃんはそれを自分の口へ持って行き、大事そうにペロッと舐めた。

「ん〜……甘くて、美味しい……♪」

　目を輝かせ、見たことないほどに満面の笑みを浮かべるネネちゃん。いつものクールな彼女からは考えられないくらいには、幸せそうな表情である。

　彼女はソフトクリームを食べきるまで、終始その笑みを絶やさなかった。

　一方俺は幸せそうにアイスをほお張る彼女の顔を、どこか満ち足りた気持ちで眺めるのだった。
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　その後、俺たちは別のアトラクションに乗ったり、一緒に昼食をとったりして、遊園地デートを楽しんだ。

　そして一通り遊びつくした後、俺は園内を歩きながら、ネネちゃんに改めて問いかけた。

「で、どうですか……？　ひとまず、遊園地でカップルが好みそうなことをしたわけですけど……詩乃の気持ちは分かりましたか？」

「そう、ね……。正直言って、微妙かも。もちろん、こうして遊ぶのは本当に楽しいんだけど……恋愛でのドキドキ感というか、甘あま酸ずっぱい感じはしないわね……。手を繫つないだときは、少しドキドキしたけれど……」

　浮かない思案顔で言うネネちゃん。やはり、まだ恋する女の子のピュアな気持ちは、イマイチ分からないようだ。

「なんというか……思った感じと違うというか……ジェットコースターは正直怖くて精一杯で、お化け屋や敷しきもスタッフさんたちの演技のほうが気になっちゃって……。イメージとしては遊園地デートって、もっとワクワクしたり、ドキドキしたりするものだとは思うのだけど……」

「そうですか……やっぱり、実感できてませんか……」

　やっぱり本当の恋人じゃない俺では、力不足ということだろうか……。

　いや、諦めちゃだめだ。俺の役目は、ネネちゃんが恋愛中のピュアな女子高生を演じられるよう、恋を擬似体験させてあげること。それができないと彼女はきっと、いつものセクシー系の演技を無意識のうちにしてしまい、オーディションに落ちることだろう。

　彼女のためにも、俺が何とかしないといけない。

「奏太君、ごめんなさいね……。巻き込んでしまって……。でも、もうそろそろ十分よ。これ以上迷惑はかけられないし、今日のところは帰りましょう。あとは私一人で考えるわ」

「何を言ってるんですか、ネネちゃん！　ここまで来たら、とことんまで付き合いますよ！　一緒に、もっとデートの楽しさを研究しましょう！　俺だってネネちゃんに、オーディション受かってほしいんですから！」

「か、奏太君……！　ありがとう……」

　とはいえ、一体どんなことをすればネネちゃんがドキドキしてくれるのだろうか。そして、『姫宮詩乃』の演技プランを見つけることができるのだろうか。

　俺自身恋愛経験がないから、非常に難しい問題だ。この遊園地で、他に何ができるのか……。

「お母さん……お母さん、どこー……？」

　頭を働かせている途中。ふと、近くから声が聞こえる。何かと思い振り向くと、五歳児くらいの小さな女の子が立っていた。

「お母さん……お母さん……ぐすっ」

　今にも泣きそうな表情で、あたりをきょろきょろと見回す女の子。その子の周囲には、保護者らしき大人の姿は見えない。

「あの子……もしかして迷子かしら……？」

「そうみたいですね……。ちょっと声をかけてみましょうか」

　小さな女の子をこのまま放っておくわけにはいかない。俺は女の子のもとに歩み寄り、しゃがみ込みながら声をかけた。

「ねぇ、君。もしかして迷子かな？」

「ぴぅっ……!?」

　呼びかけた途端、ビクッとこちらを振り向く女の子。その目はやはり不安のせいか潤んでおり、若干俺から後じさりする。

　……なんだろう。迷子を助けようとしてるだけなのに、いけないことをしてる気分だ。

「えっと……一人でいたら危ないよ？　お母さんとはぐれちゃったのかな？」

「…………！」

「君、名前はなんていうの？　お兄ちゃんに教えてくれないかな？」

「…………（プルプルプルプル）」

　ダメだ。この子、完全に怯おびえている。

「えっと……怖がらなくても大丈夫だよ？　俺はキミの味方だから」

「…………ダメって、言われた……」

「え？」

「怪しい人と、お話ししたらダメってママが……」

　怪しい人……怪しい人……怪しい人……。

　泣きそうな目で言う女の子の言葉が、俺のＭメンタルＰポイントを抉えぐった。

「あ、あのさ……俺は怪しい人じゃないよ？　犯罪者でもロリコンでもない、健全な一般男性だよ？」

「……（プルプル）」

「あ、そうだ！　その証拠にお菓子をあげよう。列に並ぶときの時間つぶしに持ってきたんだ。ロ〇ータとか食べる？　美味しいよ？」

「……（プルプルプルプル）」

「その代わり、お兄さんと一緒についてきてね？　迷子センターへ連れてってあげよう」

「……ううっ……ひっく……（ガクブルガクブル）」

　なぜだろう。俺が口を開くたびに、女の子の震えが増している気がする。今や泣き出す寸前なんだけど。

「ごめんなさい、待って奏太君。安心させようとして、余計怪しい人になっているから。連れ去るために色々しようとしている人に見えるから」

「えっ!?」

　うそやん……なんか傷つくんだけど……。俺、子供に好かれない雰囲気なのかな……？

「とりあえず代わって。私がお話ししてみるから」

　そう言い、俺と立ち位置を変えるネネちゃん。そして彼女は、地面に膝をつき、女の子に話し始める。

「よしよし……ごめんね？　怖がらせちゃって。お姉さんが来たから、もう大丈夫よ？」

「ふぇ……？」

　ネネちゃんの発した、落ち着きのある静かな声。それに、泣きかけていた女の子が注目。ネネちゃんの顔をじっと見た。

「一人で心細かったわよね？　でも、お姉さんはキミの味方よ？　よければお名前、教えてくれる？」

「う、うん……。私……ゆいな……」

「ゆいなちゃん？　わぁ！　いいお名前ね！　今日はお母さんと一緒に来たの？」
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「うん……！　それと、お父さん。二人ともね、とっても優しいの！」

　俺のときとは全然違って、あっと言う間に心を開く女の子。

　だが、それも無理はない。今のネネちゃんの表情や声は、迷子の子供を安心させてあげられるほど、優しくて落ち着くものだった。

　聞き手の心を癒いやすような、穏やかでゆったりとした口調。普段のネネちゃんより少し低い声であることから、きっとある程度意識してその声を出しているのだろう。感情もしっかり出しはするが、決して激することはない。常に笑みを絶やさずに、余裕ある声と口調で話している。

　さすがは声優。声の演者。俺にはできない喋しゃべり方で、子供の警戒心を解いていた。

「そう。いいお父さんとお母さんね。でも、子供を迷子にさせるなんて大変ね。一緒に、見つけてあげましょうか。私に心当たりがあるから」

「うんっ！　こういう時は、私がしっかりしてあげないとね！」

　うまく子供を乗せて、手を繫いで歩き始めるネネちゃん。『このまま迷子センターへ行きましょう？』と、俺に小声で告げてきた。

　情けないが、こうなってはもう俺ができることは何もない。俺はネネちゃんの邪魔をしないよう、少し離れて二人についていった。
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「ん〜〜っ！　いいことした後は気持ちがいいわね〜！」

　子供を迷子センターへ送り届けた後、ネネちゃんはやりきったとばかりに伸びをする。

　迷子センターにはすでに、子供の両親が相談に来ており、ちょうどアナウンスを流す直前であった。ネネちゃんは彼らにゆいなちゃんを引き渡し、たくさんのお礼の言葉を浴びながら、その場を後にしたのだった。

「でも、よく今にも泣きそうな子供をあんなすぐ笑顔にできましたね……。俺なんて、どうしたらいいのか全然分かんなかったのに……」

　いくら声優といっても、迷子の子供を見たら普通は動揺するはずだ。さっきのネネちゃんのように、すぐ唯奈ちゃんを安心させられる演技を実践するのは難しいだろう。

　だがネネちゃんは、誇ることなく言う。

「私だって、最初はちょっと混乱したよ〜？　でも……」

「でも……？」

「でも、私はいつも考えてるもの。『声優として、いつでも私の声で皆みんなを笑顔にしたいな』って」

　普段よくみせるからかうような笑みではなく、純粋で無邪気な笑顔になるネネちゃん。

「昔ね？　よく家族でカラオケとかに行ったんだけど……私がなにか歌うたびに、両親が喜んでくれたのよ。それはもう、大げさなほどにね。当時はそれがすごく嬉うれしくて、『私の歌や声で人を笑顔にできるんだ！』って、生意気にも思っちゃったわけなの」

　確かに、小さな子供が何か歌えば親は大げさに持ち上げそうだ。ネネちゃんみたいな綺き麗れいな声なら、それはなおさらのことだろう。

「それが、私が最初に声の仕事を志したきっかけ。その後で歌手とかアナウンサーとか、声を使う仕事を色々調べた結果、今の声優に落ち着いたの」

「なるほど……それは知らなかったです……」

　ネネちゃんの声優秘話……それを聞かせてもらえたことに、なんだか特別感を抱く。

「だから私、いつも思ってるのよ。『私の声で、色々な人を笑顔にしたい』『楽しい気持ちになってほしい』って。だからさっきも、自然にそういう演技ができたんだと思うわ」

「そうなんですか……。つまり、声優としての使命みたいなのが、ちゃんとしてるっていうことですかね？」

「そんな大それたものじゃないわよ？　でも……似たようなものかもしれないわね」

　そう言い、どこか自信を感じさせる笑みを見せるネネちゃん。

「さて、と。それじゃあ、もう少しだけデートしましょうか。せっかくここまで来たんだから、このまま何もしないのは損よ？」

「そ、そうですね……。こうなったら、とにかく最後まで楽しみましょう！」

　俺の考えたデートプランは、一通り完了してしまった。しかし、せっかく仮の恋人として来た以上、デートを続けるべきだろう。

　そうして俺たちは日暮れまで、この仮のデートを楽しみ続けた。
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「はぁ……結局、恋のドキドキはよく分からなかったわね……」

　デートの後。俺たちは電車に乗って、最寄りの駅へ戻ってきていた。

　ネネちゃんの言う通り、一日デートをしてみたが、これと言って収穫はなかった。ネネちゃんはまだ、『姫宮詩乃』の演技プランを摑つかめないでいた。

「そうですね……。すみません、ネネちゃん。俺が力不足だったばっかりに……」

「あ……！　違うのよ！　そういうわけじゃないの。間違いなく、私が恋に疎うといのが原因だから！」

　慌ててわたわたとフォローするネネちゃん。ネネちゃんの場合、本当に俺を責める意思はないのだろうが……こちらとしては、申し訳ない気持ちが大きい。

「私こそ、本当にごめんなさい……せっかくデートまでしてもらったのに……。でも、今日の経験も無意味にはしないわ！　実際にデートをしたことで、きっと少しは演技の質が上がるはずだもの！」

「そうですね……。そうだといいんですが……」

「そうだわ！　この経験を忘れないうちに、早速演技の練習をしないと！　オーディションは五日後だから、もうあんまり時間もないし！」

　そう言いそわそわしだすネネちゃん。その時ちょうど商店街に差し掛かり、ネネちゃんが家に向かおうとする。

「それじゃあ、またね奏太君！　今日のお礼は、今度必ずさせてもらうから！」

「あ、あの！　ネネちゃん！　ちょっと待ってください！」

　そんな彼女を、俺は呼び止めた。いつもよりちょっとだけ強い口調で。

「え……？　どうかしたの？　大きな声を出して……」

「その……。今日の目的は要するに、『姫宮詩乃』を演じるために、セクシー系以外の女性キャラの演じ方を見つけるってことでしたよね……？　そのとっかかりとして、恋する女の子の気持ちを学ぼうとしたってことですよね？」

「え、えぇ……そうよ。姫宮詩乃は、私が普段演じているセクシー系のキャラではないから……」

「それなら俺、見つけたかもしれません……。ネネちゃんが、セクシー系以外の女性キャラを演じる方法を」

「え……？　ほ、本当に!?」

　信じられないと言わんばかりに、ずいっと俺に顔を寄せるネネちゃん。

「それは、どういうこと……？　どうすれば、セクシー系以外の女性キャラを演じられるのかしら……!?」

「簡単ですよ。ネネちゃんの魅力を、強く押し出せばいいんです」

「私の、魅力……？　それって結局、セクシーな演技ってことかしら……？」

　ネネちゃんの魅力は、確かにそのセクシーな演技だ。俺もそれは間違いないと思う。

　でも、決してそれだけではない。ネネちゃんには、もっと他の魅力もある。

「ネネちゃんのもう一つの魅力……それは、優しい落ち着いた声ですよ。今日のことでそれが分かりました」

　ネネちゃんはさっき、迷子の子供をその声と笑顔で落ち着かせた。親とはぐれ、泣きそうになっていた女の子をだ。これは、なかなかできることじゃない。

「ネネちゃんの魅力は、もちろんセクシー系の澄んだ声です。でもそれ以外に、迷子すら落ち着かせるような、穏やかで優しい声も立派な武器になると思います。それを使えば、新しい演技ができるんじゃないかと」

「な、なるほど……！」

　ピュアで恋にドキドキしている女の子というのは、ネネちゃんは演じ辛づらいのかもしれない。しかし恋愛部分に焦点を当てたキャラとして考えるのではなく、単純に落ち着いた穏やかな女子として理解するなら、演じやすいんじゃないかと思う。

「デートとかの恋愛的なシーンについても、そういったキャラをベースに置けば、考えやすくなるはずです！　優しい声色を活いかした落ち着いたキャラとして演じれば、セクシー系として演じるよりも、しっかり形になるはずですよ！」

「確かに、それは盲点だったわ……！　でも、私の声って……そんなに穏やかで優しいかしら……？　正直そこに魅力があるかは、ちょっと自信がないのだけれど……」

　やはり、自分の声について正しく知るのは難しいらしい。

　自信なさそうなネネちゃんに、俺は強い口調で返した。

「当たり前です！　今日子供に語りかけたときの声は、とても素敵な声でしたよ！　あんな優しくて心の落ち着く声は、他に聞いたことがありません！　俺はあの声が……あの声が出せるネネちゃんのことが、大好きです！」

「…………！」

　ネネちゃんのあの声が、俺は声優として大好きだ。最推しのアイちゃんに負けないくらい。

「だから、是非あの声で演技をしてください！　あの声を使って、姫宮詩乃を素敵なキャラにしてあげてください！　それくらいの魅力が、ネネちゃんの最高に綺麗で優しい声にありますから！」

「ま、待って……奏太君……もう、それくらいにして頂戴……？」

　気づけば、ネネちゃんが真っ赤になっていた。

　それを見て気が付く。さすがに、本人の前でべた褒めしすぎてしまっただろうか……。

「す、すみません！　ネネちゃん！　なんか、色々言っちゃって……」

「う、ううん……いいの……。むしろ、その……嬉しくて……。そこまで声を褒められたのは、さすがに初めてだったから……」

　普段のいたずら好きな彼女らしくなく、本当に恥ずかしそうにするネネちゃん。

　しかし、それはいつまでも続かない。彼女はすぐに気を取り直す。

「でも……その方針は、確かにいいかもしれないわね……！　奏太君の言うように、やってみるわ！」

「は、はい！　頑張ってください！　応援してます！」

　これでようやく、ネネちゃんの演技の方針が固まった。後は、彼女の役作りと練習次第だ。俺にできることはもう何もない。

「それじゃあ、俺もそろそろ帰ります。また後日、結果を教えてくださいね！」

　そう言い、アイちゃんの待つ家へ戻ろうとする俺。今度は、ラジオ出演について悩む彼女の力にならないといけない。できるだけ早く戻ってあげよう──

「あ。ちょっと待って、奏太君」

　だが、今度はネネちゃんが俺を呼び止める。

「ねぇ、奏太君……。私、ちょっと分かっちゃったかも。姫宮詩乃が恋愛でドキドキする気持ち」

「えっ？　マジですか!?　良かったじゃないですか！」

　それが分かれば、姫宮詩乃を演じるヒントがさらに増える。ネネちゃんにとって、大きなプラスになるはずだ。

「あれ……？　でも、どうしていきなり分かったんですか？　さっきまで、デートしても全然分かってなかったのに……」

「それは──奏太君のおかげかな♪」

　そう言い、ウインクするネネちゃん。

「え……？　それって──」

　俺が口を開き、言い終える前。

　ネネちゃんが、グッと俺に顔を近づけた。

　──ちゅっ。

　頰に伝わる、柔らかい感触。何が起きたのか、分からず固まる。

「えっ……え!?」

　今のって……まさか、キス……!?

「あなたは、私のことをいっぱい認めてくれたでしょう？　それに、大好きって言ってくれたから……すごくドキドキしちゃったの……。だから、今のはそのお礼。私に恋を教えてくれたお礼よ……♪」

「…………ッ！」

　怪しい笑みを浮かべるネネちゃん。

　お、おい……ちょっと待ってくれ……！　まさか、頰とはいえキスをされるなんて……！

　いや、落ち着け……落ち着くんだ俺……！　これくらい、一部外国では至極当然の挨拶じゃないか！　きっとネネちゃんもそんな意味合いで──いや、でもやっぱりメッチャ顔が熱い……！




「奏太……？　一体、何してるの……？」




「え……？」

　ふと、聞き覚えのある声がした。驚き後ろを振り向く俺。

　するとそこには……アイちゃんの姿。

『あ……』

　声を合わせる俺とネネちゃん。どうやら見られてしまったようだ。

　ネネちゃんが、俺の頰にキスをした瞬間を。
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幕まく間あい　ある未来の日常　三









　二〇二六年、六月。俺は珍しく浮かれていた。

『喰くらいなさい！　このモンスター！　私の魔法で吹き飛ばしてあげるわ！』

「いやっふぅぅぅ────！　マニキュアー、がんばえー！」

　アニメを観みながら主人公のマニキュアへ、大声で声援を送る俺。

　俺が観ているのは、『ハートクラッシュ♡マニキュア♪』という、女の子向けのアニメだった。

　いや、何も俺にロリコン的趣味があるわけではない。俺がこのアニメを観ているのは当然、主人公のマニキュアを、アイちゃんが演じているからである。

　今やアイちゃんも、国民的アニメの主人公に当たり前のように抜ばっ擢てきされてる。その喜びをかみしめながら、アイちゃんのかわゆい声を堪たん能のうする俺。

『ぐわああああ！　マニキュアめー！　覚えていろ！　次はこうはいかないぞー！』

『これが正義の力よ！　怪人。諦めなければ、夢は絶対にかなうんだから！』

「うおー！　マニキュア可か愛わいいよ──────！」

　手に持ったペンライトを振り回し、勝利の舞を踊る俺。そして番組をエンディングまで見終えて、俺はようやく一息ついた。

「ふぅ……。やっぱり休日は、マニキュアを観ないと始まらないな」

　満ち足りた気分でソファーに座る。休日の朝は、アイちゃんは昼まで寝ていることが多い。その隙に一人で推しの出るアニメを観るのは、俺にとって最高の楽しみの一つだった。

　アイちゃんと一緒に彼女が出演しているアニメを観るのも素敵なことではあるのだが、それだとさすがに恥ずかしさもあってあんまり騒げないからなぁ。こういう時間が男には必要なんだよな。

「さてと……今のうちに昼飯の仕込みをしておくか。アイちゃんが起きたら、すぐ食べれるようにしておかないと……」

「えへへっ。実はもう起きてるよ〜？」

　声が聞こえて慌てて振り向く。すると小さく開いた扉の向こうに、廊下からニヤニヤとこちらを眺めるアイちゃんがいた。

「え……？　アイちゃん……？　いつから、そこに……？」

「ん〜？　いつからだろうね〜？」

　ニヤニヤと楽しそうに笑うアイちゃん。え……？　まさか、さっきの見られて……？

　いや、そんなことはない。見られたわけない。いい年した男が女児向けアニメを観ながらペンライトを振り回すさまとか見られたわけな──

「あれって、いわゆるオタ芸だよね？　奏かな太た、意外に上手だねー♪」

　うわあああああああああ！　見られてたあああああああ！

　ヤバい！　確実に見られてた！　推しの活躍をアニメで観てはしゃいでいたのが本人にバレた！

　さすがにあれだけテンションを上げていたのを見られるのは恥ずかしすぎる……！

「あ、いや……あれは、その……！」

　馬鹿にされるかと思い、俺は顔が熱くなるのを感じながら、言い訳の言葉を考える。

　しかしアイちゃんは部屋へと踏み入り、俺の頭を撫なでてくる。

「よしよし、奏太〜♪　恥ずかしがらなくてもいいんだよ〜♪」

　なんだか、いつもよりやけに上機嫌な声で言うアイちゃん。な、なんだ……？　どうしたんだ……？

「私のキャラのシーンを見てあんなにはしゃいじゃってるなんて……奏太はそんなに私のことが好きなんだ〜♪」

　ああ、そういうこと。俺のあの様子に引くことなく、むしろ喜んでくれたというわけか。よかった。「うへぇ……」って顔をされなくて。

「ねぇねぇ、奏太。久しぶりにちょっと語ってみてよ〜♪　私のどこが好きなのか」

「うぐっ……！」

　でも、これはこれで恥ずかしい……。あんな姿を見られた後で、改めてアイちゃんの好きなところを語るのは……！

「ほらほら、早く〜教えて教えて〜？」

「う、うぅ……えっと……」

　それでも、推しがキラキラした目で問いかけてきたら、何も言わないわけにはいかない。俺は、彼女への想おもいをぶちまける。

「まず、可愛い系の甘い声が、全声優中トップレベル……イベントで見せてくれる笑顔はファン全員に凄すさまじい活力を与えてくれるし、顔もこれ以上ないほどキュートだ……。あとは当然、性格もいい……。アイちゃんが嫁で、俺は本当に幸せだ……」

「え、えへへ……そうかなぁ？　えへへへへ……！」

　人間ってこんなに笑えるんだってほどの笑みを浮かべるアイちゃん。さらに彼女はすり寄り、俺の腕を抱えて甘えてくる。

「ありがとね、奏太……♪　私のこと、そんなに好きでいてくれて」

「そんなの、当たり前だろう？　俺はアイちゃんのファンでマネージャーで夫なんだ。誰よりも深く、アイちゃんのことが大好きなんだ……」

　少し恥ずかしくなってきたが、俺はハッキリ言いきった。口にすべきだと思ったから。

「うん……！　ありがとう。嬉うれしいな……！」

　腕を抱く力を一層強め、すりすりと頰ずりをするアイちゃん。かわゆい。

「それじゃあ……私を喜ばせてくれたお礼に、奏太にプレゼントをあげよう！」

「プレゼント……？」

　アイちゃんがスマホを取り出し、画面に何かを表示する。そして、それを見せながら宣言した。

「じゃーん！　プレゼントの内容は〜……推しとの新婚旅行でーす!!」

　スマホの画面に映っていたのは、オススメの新婚旅行先を紹介しているホームページ。その中でも、沖おき縄なわ旅行のプランを紹介しているものだった。











第四章　尊い声を電波に乗せて









「奏かな太た君！　本当にありがとう！　あなたのおかげで、何とかなったわ！」

　久しぶりにつばさ書店を訪れた俺に、ネネちゃんが笑顔で報告をした。どうやら例の『姫ひめ宮みや詩し乃の』のオーディションで、見事役を勝ち取ったらしいのだ。

「マジですか!?　おめでとうございます！」

「奏太君がいたからよ。あなたからのアドバイスがなかったら、きっといい結果にはならなかったわ」

「いえ！　これは全部ネネちゃんが頑張った成果ですよ！　アイちゃんのときも言いましたけどね」

　しかし、本当によかったなぁ。ネネちゃん、オーディションうまくいって。アニメでネネちゃんの演技を見るのが楽しみだ。

「ふふっ。今度改めて、何かお礼をさせてもらうわね。……あ、そういえば……アイちゃんのことは、大丈夫……？」

「あっ……」

　心配そうに尋ねるネネちゃん。

　彼女が言っているのは、デートの別わかれ際ぎわのことだ。

　あの時、ネネちゃんが俺にキスをしたところを、偶然その場を通りかかったアイちゃんに目撃されてしまっていた。

　そのことでアイちゃんが怒ったりしていないかと、彼女は心配しているのである。

「ごめんなさい……。外なのも忘れて、私がやりすぎちゃったから……」

「い、いえ！　ネネちゃんは悪くありませんよ！　まぁ、びっくりはしましたけど……」

　冷静に考えると、彼女も演技の方向性が見えたことで、テンションが上がっていたんだろう。それでいつものエロ絡がらみみたいな感覚で、いきなりキスをしたのだろうが……まぁ、タイミングが悪かった。

　まさか、それをアイちゃんに見られるなんて……。

「それで……アイちゃんの様子はどう？　何か、怒っていたりしない……？」

「ああ、はい。それなら大丈夫ですよ。別に怒ってないですから。アイちゃんも、あれが冗談の類だって、ちゃんと分かっていますから」

「そ、そうなの……？　それならよかった。……私的には、別に冗談じゃなくてもいいんだけどね？」

「だから、からかわないでくださいって……」

　うすら笑いを浮かべるネネちゃんに、若干呆あきれつつ返す俺。

　でも……うまく誤魔化せたみたいでよかった。

　今俺が彼女に言ったのは、実は真っ赤な噓うそだから。




　　　　※




「アイちゃん、ただいま！　帰ったぞー！」

「…………」

　帰宅後。リビングに座って台本を読んでいるアイちゃんに声をかける俺。しかし……。

「……（むすー）」

　彼女は可愛らしく頰を膨らませ、何も言葉を返してくれない。

　ネネちゃんとのキスを見られてから、アイちゃんはずっとあからさまに不機嫌になって、俺のことを避けていた。もうあれから一週間ほど経たつというのに、いまだに話をしてくれないのだ。

　おそらく、自分がラジオのことで悩んでいるときに、他の声優と仲良くしていた俺に対して、激おこプンプンなのだろう。

　一応あの時ネネちゃんといたのは、彼女の仕事を手伝うためと説明はしているのだが──まぁ、怒るのは無理もない話だ。

　しかし、いつまでもこのままでいるわけにはいかない。アイちゃんのラジオ放送も、もう三日後にまで迫っているのだ。俺が相談に乗ってあげないと、アイちゃんが本番で困るかもしれない。とにかく、こちらから語りかけていこう。

「えっと……三日後の声優ラジオの件だけどさ！　俺なりに、色々考えてみたんだ！」

「…………」

「やっぱり、声優同士のこじゃれたトークとか、面白くて尊い絡からみも声優ラジオの魅力だからな！　そういうのを意識して舞まいさんとやり取りをしていけば、リスナーも楽しんでくれるんじゃないか？」

「…………」

　ダメだ……。何を言っても、アイちゃんはつーんと無視をする。頰をわずかに膨らませ、プイッとそっぽを向く彼女。いつも俺を全肯定して甘やかしてくれる彼女からは、考えられない反応だ。俺が悪いとはいえ、ちょっと傷つく……。

　でも……こういう表情の推しも、それはそれで可か愛わいくね？　デヘヘ……。

　って、堪たん能のうしている場合じゃねえ！　何とかして許してもらわなきゃ！

「くそっ……こうなったら、仕方ない……！」

　聞こえないように呟つぶやく俺。ここまできたら、あの秘密兵器を出すしかないな……。アイちゃんに許してもらうために、用意しておいた俺の切り札。もので釣るみたいで嫌だが、そんなことを言っている場合ではない！

「ところで、アイちゃん。実はお土産にアイちゃんの好きなケーキを買ってきたんだが……どうする？」

「……っ！」

　アイちゃんの肩がピクッと震えた。お、いいぞ。今日初めて反応を示してくれた。

「ほら、通学路にあるあのケーキ屋。アイちゃんも確か好きだったよな？　今日はまだ商品が残ってたから、色々買ってきたんだよ」

「…………」

　無関心を装よそおいつつも、こちらをチラチラと盗み見るアイちゃん。いや、分かりやすっ。あと一歩で良い反応を得られそうだ。

「好きなの全部食べてくれていいからさ。とりあえず、何があるのか見てくれよ。ほら、ショートケーキにチョコケーキ、チーズケーキに、まだまだあるぞ〜」

　箱からケーキを取り出して、テーブルの上に並べていく。アイちゃんはなんだかうずうずした様子で、並ぶケーキを見つめている。

　よし……ここまできたらあとはトドメだ。俺はとっておきのケーキを取り出す。

「それと〜……アイちゃんの好きな、モンブラン」

「モンブランッ!?」

　ついに陥落。声をあげ、キラキラと輝く顔でこちらを見るアイちゃん。あまりの喜びに怒りが頭から吹き飛んだようで、俺のほうをガバッと振り向いた。

「あーっ！　ほんとだー！　モンブラン！　私、モンブラン大好きなんだー！　さすが奏太、私のことならなんでも知ってくれてるんだね！　すごいすごい！　本当に嬉しいよ！　──あ」

　途中で何かに気が付くアイちゃん。おそらく、怒っていたことを思い出してしまったのだろう。

「……プイッ」

　再びそっぽを向く彼女。そして彼女は俺を拒絶するかのように、ソファーへ俯うつぶせで寝転んだ。

「あの、アイちゃん？　このモンブラン、食べてもいいぞ？　もちろん、他のケーキも全部──」

「い、いらないもん。ケーキとか、太っちゃうし……！」

　それだけ言うと、台本を読み始めてしまう。くっ、もうちょっとだと思ったのに……！

　それなら、すぐ別の手に移行しよう。これ以上、アイちゃんを不機嫌でいさせるわけにはいかないんだ。

「あのさ、アイちゃん！　何か俺にやってもらいたいこととかないか!?　俺、何でもやっちゃうよ？　『なんでもやる』って言っちゃったよ!?」

「つーん」

　もう「つーん」って口で言っちゃってんじゃん。普通に会話してくださいよ。

「えっと……それじゃあどうしようかな……。あ、そうだ！　アイちゃん、前に『最近足が疲れやすい』って言ったよな！　それなら、マッサージをしてあげよう！」

「つーん」

　特に反応は示さない彼女。こうなったら、マッサージで感謝してもらい、彼女の許しを引き出すしかない！

　そう思い、俺は寝転がる彼女の足に手をやった。

「んっ……！」

　くすぐったそうな声をあげるアイちゃん。しかし先ほどの反省からか、簡単には会話をしてくれそうにない。

　ならばと俺は、足の裏をぐっ、と指圧し始めた。

「なっ……!?　くぅ……っ！」

　また声をあげるが、耐えるアイちゃん。俺は許してもらうため、必死に彼女の足を揉もみ解ほぐす。

「んっ……くっ……〜〜〜〜〜っ！」

　必死に声を押し殺す彼女。しかしこうしていれば次第に気持ちよくなるはずだ。何かのテレビで観みたことがある。

　俺は見よう見み真ま似ねのマッサージを続ける。彼女の声を気にせずに。

「んっ……あぁっ……。かなたっ……ちょっ、やめてっ……！」

「は〜い、ちょっと我慢しててね〜。すぐに気持ちよくなるからね〜」

「だっ、ダメだから……ほんとこれっ……あんっ……やっ……！」

「大丈夫大丈夫……ちゃんとツボに効くはずだから……」

　ムニュムニュムニュと足の裏を揉み解す俺。その度に彼女は声を押し殺す。

　だが俺は、彼女に許してもらおうと必死で、その声には構わず指圧を続けた。

　結果、アイちゃんが爆発する。

「だっ……だからっ……くすぐったいから止やめてってば──！」

「ぶべっ!?」

　アイちゃんが突然足を動かし、俺に軽い蹴りを喰くらわせた。腹部に足が、ごすっとヒット。痛くはないが、俺は驚きで声をあげた。

「もうっ！　さっきから止めてって言ってるでしょ!?　私の話ちゃんと聞いてよー！」

「ご、ごめん……！　なんか、俺も必死になっちゃって……」

「そもそも、女の子の体に勝手にベタベタ触っちゃだめだよ！　そういうのセクハラになっちゃうんだからね!?」

「はい……面目ございません……」

　正座し、俺はただただしゅんとなる。許してもらおうとするはずが、余計に不快にさせてしまった。

「本当に、重ね重ね申し訳ない……。怒らせるつもりはなかったんだが……どうすればいいか、分からなくて……」

「もう……。奏太はしょうがないなぁ……。私だって、本当は怒ってるわけじゃないんだよ……？」

「え……？」

　意外な言葉に、彼女を見たまま固まる俺。アイちゃんが、言葉につかえながら話す。

「奏太が私を置いてネネちゃんと遊びに行くくらいで怒るなんて、筋違いだもん。奏太にだってプライベートの時間はあるし。そもそもネネちゃんを助けるために一緒にいたことも、理解はしてるし」

「そ、それじゃあ……どうして、アイちゃんは最近口をきいてくれなかったんだ……？」

「それは……。なんていうか……寂しかったからっ」

　また頰を膨らませるアイちゃん。

「だって……奏太は、私のマネージャーだもん……。それなのに私が悩んでいるときに他の子のところに行くなんて……マネージャーを取られたみたいで寂しいよぅ！」

　半泣きになりながら、秘めていた思いを吐露するアイちゃん。それは俺にとって、なんだか嬉うれしいものだった。

「特に奏太は、特別なマネージャーだもん……！　唯一の私のファンだもん……！　奏太にはずっと、私だけのファンでいてほしいの！」

　なんだか、心が温まる。それほど俺が必要なんだと、満ち足りた気持ちにさせてくれる。
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「ごめんね……奏太……。こんなのワガママだって分かってるの……。でも、どうしてもモヤモヤしちゃってて……」

「いや……アイちゃん、俺こそごめん！　寂しい思いをさせてたんだな……！」

　推しの声優にこんな思いをさせてしまうなんて……俺はマネージャー失格だ。

「アイちゃんの気持ち、普段からもっと尊重するべきだったよな……。これからはマネージャーとしての自覚をもって、誰よりもアイちゃんを優先するようにするからさ。だから、今回だけは許してほしい……」

「うん……ありがとう、奏太。そう言ってくれるだけで、安心できるよ」

　ようやくアイちゃんが、落ち着いて俺の顔を見てくれた。ひとまず、仲直りできたみたいだ。

　よかった……アイちゃんと喧けん嘩かしたままなんて、拷問にも等しい辛つらさがある。俺の最推しは、まぎれもないアイちゃんなんだから。

「本当にごめんな？　アイちゃん。これからはしっかりアイちゃんのことを考えるよ」

「ううん……私こそ……。普段ならこれくらいでこんなに怒ったりしないのに……。多分、気持ちが不安定だったのかも……。ちょっと不安なこともあるから……」

「そっか……。それはそうだよな……」

　不安なこととは聞くまでもなく、数日後のラジオ収録のことだろう。彼女の様子を見るに、まだどんなことを話せばいいのか、迷っているみたいだったからな。

「やっぱり私……演技以外の、人前に出る仕事は苦手だから……。本番が近づけば近づくほど、どんどん不安になっちゃって……。それに、どんなことを言えばリスナーが楽しんでくれるのかも、私にはよく分からなくて……」

「アイちゃん……」

　舞さんが言った、『二人で協力してリスナーを楽しませよう』という言葉が、アイちゃんの中で重荷になっているようだ。ただでさえゲストのアイちゃんには、「舞さんの番組で迷惑をかけるわけにはいかない」というプレッシャーが働いていることだろう。その上難易度の高いことを要求されては、気分が落ち込むのも無理はない。

「私……どうすればいいんだろう……？　どんなことを話せば、リスナーは喜んでくれるんだろう……？」

　俯うつむき、ひたすら考えるアイちゃん。

　俺も彼女の力になろうと、どうすれば彼女がプレッシャーから解放されるか考える。彼女がラジオに出るにあたって、どんなことを意識して喋しゃべればいいのかを考える。

　その時。ふと、頭の中で声が響いた。

『でも、私はいつも考えてるもの。声優として、いつでも私の声で皆みんなを笑顔にしたいなって』

「…………！」

　それはネネちゃんが口にした言葉。彼女の、声優としての想おもいを口にした言葉。

　彼女の言葉を思い出し、頭に一つの考えが浮かんだ。間髪容いれずに、アイちゃんに問う。

「なぁ、アイちゃん……。アイちゃんは、ファンの人に何を届けたいんだ？」

「え……？」

「アイちゃんはその声で、ファンの人に何を感じてもらいたいんだ？」

　それは、アイちゃんの声優としての在り方を問う質問だ。彼女の使命を問う質問だ。

「私が、ファンの人に届けたいもの……。改めて考えると、難しいかも……」

　即答できず、考え込むアイちゃん。俺はそんな彼女に言葉を続ける。

「俺さ、思うんだ。アイちゃんにも声優としての、明確な想いが必要なんじゃないかって」

「明確な想い……？」

「例えば、アイちゃんが声優として、どんな声を周りに届けたいのかとかさ。自分の声でファンの人たちにこう思ってもらいたいとか、ファンの人をこうしてあげたいって想いがあれば、自分の中の指標になると思うんだ」

　それは、普通はあまり意識していないことかもしれない。でも、とても大切なことなんじゃないかと俺は思う。

「だからそういう指標があれば、雑誌の取材やラジオ番組の収録に出ても、言うべきことを見失ったり、緊張して訳が分からなくなったり、しなくなるんじゃないかなって」

　実際、ネネちゃんがそうだった。彼女は迷子で泣きそうな女の子を見ても、慌てることなく自分の声で、その子をちゃんと落ち着かせていた。それは彼女の中にそういった芯があったからだということだ。

「例えば、『自分の声で皆を笑顔にしたい』とか『楽しい気持ちになってほしい』とか。そういうことでいいんだけど……」

「そっか……！　なるほど……。確かに私、そういう想いを忘れていたかも……。声優を目指し始めたときは、いつも意識してたのに……」

　ピンときてくれた様子のアイちゃん。俺は彼女に、どんな想いを元々抱えていたか聞く。

「それは……恥ずかしいんだけど……『皆を、可か愛わいさで元気にしたい』……かな？」

　顔を真っ赤にして言うネネちゃん。自分で言うのが相当恥ずかしいようだ。

「可愛さで皆を元気にしたい……か。ちなみに、どうしてそう思ってたんだ？」

「それは……私が昔、莉り子こさんの声に憧れたからかな……」

　莉子さんとは、ひと昔前に大人気だった女性声優だ。アイちゃんが声優に憧れるきっかけになった人であり、今アイちゃんが演じている『キミゾラ』の美み琴ことも、元はその人が演じていた。

「私は、莉子さんの可愛い声や演技に憧れて、声優を目指し始めたの。何か嫌なことがあった日も、アニメで莉子さんの声を聴けば、それだけですごく元気がもらえた。可愛い声が素晴らしいって、あの人に教えてもらったの」

　その気持ちは、俺も十分に分かる。可愛い声を聴けば、それだけで楽しい気持ちになる。多少心が疲れていても、一気に立ち直ることができる。可愛いにはそれだけ力がある。

「だから私も莉子さんみたいに、私の声を聴いてくれた人に可愛いって思ってもらいたい。可愛さで、皆に元気を与えたいの！　それが、私の声優としての想いだよ」

「そうか……。アイちゃんも、ちゃんと考えていたんだな」

　さすがは、俺の最推しだ。ファンへの想いを、しっかり持ってくれていた。

「でも……やっぱりこんなのじゃ、変だったかな……？　自分で『可愛さを届けたい』とか、正直何様なんだと思うし……」

「いや。すごくいいと思う。第一俺は、アイちゃんの可愛さにいつも元気をもらってるしな！」

　声を大にして宣言する俺。

「ほ、本当に……？　ありがとう……」

　本気で顔を赤くするアイちゃん。でもそこは、本当に自信を持っていいんだぞ？

「なぁ、アイちゃん。声優としての想いがあるなら、後はそれを意識さえしていれば、アイちゃんは大丈夫だと思うぞ。ラジオだって、しっかりこなせるはずだ！」

「そ、そうかな……？　確かに、ラジオでどんなことを話せばいいか、具体的に考えられるようになった気はするよ？　でも……演技はともかく、私の素のお喋りなんかで、可愛いって思ってもらえるかどうか……」

　なおも、自信なげにもじもじするアイちゃん。俺はそんな彼女に喝を入れる。

「アイちゃん。いい加減に実力を自覚しないとダメじゃないか。これはファンとしてもマネージャーとしても言いたいことだが……アイちゃんは、演技以外の素でも可愛い！」

「…………！」

「俺は今、誰よりもアイちゃんの普段の声を聞いている。その声も文句なしに可愛いし、俺の横でいつも見せてくれる笑顔だって狂おしく可愛い！　さっきまでの拗すねた表情すらも、正直クッソ可愛かった！　アイちゃんの可愛さは、俺が保証する！　だから、もっと自信を持ってくれ！　そうしないと、皆に可愛さを届けるなんてできないぞ！」

「あ、あうぅ……」

　さっきよりさらに赤くなり、頭から湯気を出すアイちゃん。でも彼女も、ここまで言われて少しは理解したようだ。

「う、うん……そうだよね……。全部、奏太の言う通りだよね……！」

　頰を紅潮させながらも、気持ちを決めた様子のアイちゃん。

「私も、少しは自信を持たないと……！　自分なんて可愛くないって思ってたら、リスナーの人にもきっと伝わっちゃうもんね！」

「ああ、その通りだ！　だからアイちゃんは、卑下しなくていい。それよりも、どうすればアイちゃんの可愛さがリスナーにしっかり伝わるか、それを一緒に考えよう！」

「うん……！　私、今度こそ頑張るよ！　取材のときみたいな失敗は、しない！　絶対にファンを増やしてみせる！」

　決意を固く強めるアイちゃん。俺は今度こそ、本番の日まで離れず彼女を支えるのだった。




　　　　※




　ラジオ収録の本番当日。

　俺たちは、指定のスタジオへやってきた。

「いよいよ本番だな……アイちゃん」

「うん……。ここまで来たら、もう逃げられないね……！」

　スタジオに入り、舞さんを待ちながらロビーで話をする俺たち。

　今の時刻は、二十一時前。そして、オンエアは二十二時から三十分間。つまり今から一時間と少し後には、アイちゃんの声が全国に向けて放送されることになる。

「アイちゃん、緊張は大丈夫か？　心拍数、エグいことになってるんじゃないか？」

「何とか、今のところ大丈夫だよ……！　奏太と一緒に、色々対策してきたから……！」

　アイちゃんとはここ数日で、そもそもの目的である『キミゾラ』の番宣をどうするかや、舞さんに話を振られたときにどのような感じで返すのかなど、かなり念入りに打ち合わせをしてきた。

　もちろん、ラジオである以上予定通りにいかないこともあるだろうし、舞さんとの会話がどのように展開していくのか、分からない。台本も一応放送作家さんが書いたものはあるが、具体的な会話の内容は書かれていない。

　それでも、以前の取材のときよりも念入りに、二人で準備をしてきたのだ。それは自信になっているはず。

「それに……私がどんな意気込みで話せばいいのか、奏太のおかげで分かったからね。緊張しても、これなら大丈夫……！」

「そうだな……。アイちゃんなら、絶対大丈夫だな！」

　なんて話をしていると──

「あーっ！　アイちゃん！　久しぶり───っ！」

　舞さんが手を振りながら駆けてきた。相変わらず、声優らしく元気で大きな声だ。

「あっ、舞さん！　今日はよろしくお願いします！」

「こっちこそよろしくねー！　一緒に番組を盛り上げちゃおー！」

　楽しそうに話す舞さん。なんというか、あのテンションでアイちゃんを引っ張ってくれそうだ。

「それじゃあ、俺は控室で待ってるよ。アイちゃん、応援してるから」

「う、うん！　奏太、頑張るからね！」

「それと──舞さん、アイちゃんをよろしくお願いします」

「まっかせてー！　マネージャーさん！　一緒に楽しんでくるからね！」

　忘れず舞さんにも頭を下げて、俺は音響機材などのある調整室へと移動する。そこには音声を調整するミキサーや、色々な指示を出すディレクターらがいた。俺は彼らと一緒に、ガラスで仕切られたスタジオの様子を見学する。

　スタジオではアイちゃんと舞さん、それに放送作家の人が、最後の打ち合わせを行っていた。

「そろそろ、本番スタートか……」

　なんだか、こっちが緊張してきた。特に生での放送となると、失敗しても取り返しがつかない。取材のとき以上にアイちゃんが傷つくことにならないか、本気で心配してしまう。

　だが……。

「とりあえず、まずは私が話を振るから、アイちゃんの告知はその後ね？」

「はい！　分かりました。お願いします！」

「おけ！　いい返事ー！　──あっ、そうだ！　前に言った、リスナーを楽しませる話題。何か考えてきてくれたー？」

「はっ、はい！　大丈夫です！　話す流れさえ作れれば──」

　放送前のため開け放されている扉から聞こえる、彼女たちの声。

　舞さんと話すアイちゃんの顔は、いたって冷静なように感じる。声も別に震えてはいないし、何も問題はなさそうだった。

　これなら、うまくいくかもしれない……！　俺の不安が、次第に期待へ変わっていく。

　そして、それから少しして。いよいよ本番が始まった。




　　　　※




『名な取とり舞の〜、きりきり舞い──！』

　舞さんの高らかなタイトルコールで、ラジオ番組がスタートする。

『いやー、今日も始まっちゃったよー！　この時間は、名取舞があなたのお耳をとことん幸せにしちゃいます！　皆みんな、鼓膜がとろけるまで楽しんでってねー！』

　当たり前のように恐ろしい発言をする舞さん。まずは彼女が一人でこの番組を進行していく。ゲストであるアイちゃんが喋しゃべるのは、しばらく後になってからだ。

『あのねー！　皆、聞いて聞いてー！　私、この前のお休みに、久しぶりに実家帰ったんだけど──』

　オープニングトークとして、プライベートな話をする舞さん。実家に帰って家族と食事をした話や、普段外食ばかりしていた結果、料理の作り方を完全に忘れてしまった話などを、ユーモアを交えて語っていく。

　その後はリスナーから届いた手紙を読んだり、募集したお悩みを読むコーナーをしたりと、どんどん番組を進めていく。

　たった一人でも決して話題を絶やすことなく、テンション高く喋り続けていく舞さん。しかも話題は彼女の日常が知れるもので、ファンにとっては嬉うれしい内容のはずだ。きっとリスナーが存分に楽しめるように、考えながら喋っているのだろう。

　そして番組がある程度進行し、残り十五分になったころ。

『じゃあ、そろそろ次に行ってみよー！　「舞ちゃんの次来るアニメ」のコーナーだ〜！』

　ついに舞さんが、話を出す。

『今回紹介するアニメは、来期から始まるアニメ「キミゾラ」！　なんと今日は、そのキミゾラのヒロイン「東雲しののめ美琴」役の子に、ゲストとして来てもらってま〜す！』

　いよいよ、アイちゃんの出番がやってきた。

『というわけで、自己紹介をお願いね！　アイちゃん！』

　おそらくは台本の流れ通りに、舞さんに話を振られるアイちゃん。

　俺はアイちゃんのほうを見る。取材のときみたいに緊張してないか、不安を抱えながら彼女を確認。

　すると彼女は……目を瞑つぶっていた。まるで精神統一をするかのように、静かに口と目を閉ざす彼女。一瞬、まさか本番中に寝ているのではと怖くなる。

　だが、その心配は不要だった。

　アイちゃんは唐突に目を開ける。そして、高らかにこう言った。

『みっ、皆───！　アイちゃん、アイしてる────!?』

　マイクに向かって、決めの挨拶を叫ぶアイちゃん。舞さんにも負けないテンションで、第一声をぶちかます。

『っ……ぶふっ……！』

　突然の珍妙な挨拶に、向かい側の舞さんが吹き出した。

『えっ……!?　あ、あの……？　なんで笑うんですかっ？』

『いや、だって……いきなり目の前で今の挨拶されたら笑うし！　「え、何？　頭変なの？」ってなるじゃーん！』

『あ、あぅ……。すみません……！　その……えと……頑張って、昨日考えたから……あの……どうしても、最初に披露しちゃくて……！』
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『嚙かみ嚙みやないかーい！　アイちゃん大丈夫〜？　緊張しすぎなんじゃないの〜？』

『は、はわわ……ごごご、ごめんなさい……！』

　体も言葉も震わせるアイちゃん。やっぱり、最初から緊張せずに話すのは無理か……。でも、まだ始まったばっかりだ……！

『そんな緊張しなくても大丈夫だって〜。なんなら、自己暗示とかかけてみる？　さぁ、私の言葉の後に続いて？　収録なんて怖くない。緊張なんて全然してない』

『しゅ、収録なんて怖くない……緊張なんて全然してない……』

『アイちゃんは強い子。アイちゃんは緊張になんて負けない』

『アイちゃんは強い子。アイちゃんは緊張になんて負けない……』

『アイちゃんは名取舞が大好き。一生忠誠を誓います』

『アイちゃんは名取舞がだいす──って、何言わせようとしてるんですか!?　洗脳しようとしないでください！』

『あはははは！　それだけ喋れれば大丈夫だね〜。やっと調子が出てきたんじゃない？』

『あっ……確かに……！』

　舞さんの言う通り、彼女のサポートのおかげでアイちゃんの震えが収まった。これなら、まともに話せるはずだ！

『それじゃ改めて、自己紹介よろしくねっ！　アイちゃん！』

『は、はいっ……！　えっと……ご紹介にあずかりました、相あい崎ざき優ゆ香かです！　アイちゃんって呼ばれてます！　今日は、キミゾラの告知のためにお邪魔させていただきましたっ！』

『おー！　いいねー！　元気があって！　私、アイちゃんアイしてる──！』

『え……え!?　いきなり、告白ですか……!?』

『いや、なんで混乱してんのアイちゃんｗ　あの挨拶に合わせただけじゃーん！』

『あ……そ、そういうことですか……！　まさかいきなりいじってもらえるとは……！』

　不慣れな様子で、なんとか舞さんのトークに食くらいつくアイちゃん。

　でも、それでいい。アイちゃんには見えないだろうけど、俺は「うむ」と頷うなずいた。

　俺が事前にアイちゃんと話し合っていたのは、アイちゃんがラジオトークの中で、リスナーに可か愛わいいと思ってもらうために、どんなことをすればいいかということ。そしてその答えは……とにかく我を出すということだった。

　ぶりっ子みたいに作った可愛さを見せるのではなく、アイちゃんがやりたいこと、喋りたいこと、語りたいことを口にすればいい。そう思い、俺はアイちゃんに伝えた。

　そもそもラジオ放送で何か小細工をしようとしても、本番の緊張や混乱などで、きっとうまくいかないだろう。最初の挨拶だけはちょっとだけでもインパクトを出そうと二人で頑張って考えたけど、それ以外はまぁ、普通でいい。

　むしろ普段の「アイちゃん」そのままでトークや告知に臨んだほうが、安全であると踏んだのだ。

　そして、アイちゃんの声はそもそも可愛い。その可愛い声で好きなことをテンション高く語らせれば──間違いなく、リスナーの心を打つことができる。テンション高く好きなことについて語る女の子は、可愛いからな。

『それじゃあ、アイちゃん！　早速キミゾラの話にいこっか！　アイちゃん自身、この作品がものすごく好きみたいだけど？』

『そうなんですよっ！　私、前からこの作品の大ファンで！　声優として携われることが、本当に嬉しくて仕方ないんです！』

　自分の好みや想おもいをさらけ出し、その甘い声を弾ませるアイちゃん。その様子に、舞さんも笑みを浮かべる。

『なるほど〜。よっぽどキミゾラが好きみたいだね〜？　じゃあ、その調子で告知もよろしく！』

『はいっ、まずこのキミゾラって作品なんですけど！　内容としては、寂れた田舎町に住む少年少女のスローライフ系ラブコメで、主人公とヒロインたちのやり取りがとっても面白いんですよ！』

　オタク特有の早口──しかし聞き取りにくくはない話し方で、アイちゃんがアニメの魅力を語っていく。

『原作は少年漫画なんですけど、のんびりとした空気感の中で描かれるラブコメが本当に良くて！　中にはエッチなシーンもあるんですけど……掛け合い自体は本当に魅力的なんですよ！　たまにあるちょっとシリアスな話もアクセントが効いていて……とにかく、すごく面白いお話なんです！』

『うんうん！　やっぱりラブコメいいよね〜！　でも、この作品が好きってことは……アイちゃんって、エッチな作品好きなんだー！』

『い、いえ……！　決してそういうわけではっ……！　むしろ私、エッチな演技がすごく苦手で……』

『え、マジ!?　でもアイちゃん。この作品のヒロインを演じるわけでしょ〜？　それなら絶対得意なはずじゃん！　ちょっと今、試しにやってみてよ〜！』

『ええっ!?　今ここで演技するんですか!?』

『そうそう！　それに、告知にもなるじゃん？　ヒロインがどんな感じか分かるしさ！』

　舞さんが、とても良いいパスを出してくれた。きっと彼女も、アイちゃんが役目を果たせるように、気遣ってくれているのだろう。

『わ、分かりました……。それじゃあ、ちょっとセクシーなセリフを……。「キャアンッ！　カッちゃん、見ないでぇ……！　今日のパンツ、可愛くないからぁ……はぁはぁ……！」』

『うわっ……エッロ……！』

『ちょっ、待ってください！　ドン引きしないでくださいよー！』

『いや、引いてないｗ　引いてないからｗ　でもあれじゃん。エッチな演技、可愛いじゃん！　やっぱりアイちゃん、エロい演技に適性あるんじゃないのかな〜？』

『なんかそれ、私が変態みたいじゃありませんか!?　でも私、エッチな役のオーディションで大失敗したこともあるんですよ？』

『お、なになに？　それ、面白い話？　お姉さんにちょっと聞かせてみてよー！』

　事前に舞さんがリクエストした、リスナーが盛り上がれそうなエピソード。それを話そうと、アイちゃんは軽く深呼吸する。

『実は私……とんでもないセリフの間違いをしたことがあるんです。それも、大事なオーディションで……』

『ほう。なに？　どんな間違いだったのかな？』

『その……本来ならば「あーっ！　私のフルーツポンチ！」というところを、間違って「フルーツチ〇ポ」って……』

　瞬間、「ぐはぁっ!?」と吹き出す舞さん。おそらく笑いを堪こらえようとしたが、我慢しきれなかったのだろう。

『ふ、フルーツチ〇ポって……なに……？　ぶふっ……あ、あの……バナナとか、巨峰とかのってる的な……？　んふふっ……！』

『いや、具体的に想像させないでくださいよ！　放送事故になっちゃいませんか!?』

『言い出したのはアイちゃんだからねー!!　いやー、まさかＪＫ声優が下ネタ言うとは……マジ濡ぬれる……！』

『ま、舞さんこそ下ネタじゃないですかー！　っていうか私、一応今の話で可愛いと思ってもらいたかったんですけど……。笑われるのは不本意というか……』

『マジで!?　え、どゆこと!?　今のどこに可愛い要素が!?』

『そ、それは……「オーディションで嚙んじゃうなんて、可愛い失敗するんだな〜」って……』

『いや、無理があるし！　フルーツチ〇ポは無理があるわ！　だって卑ひ猥わいすぎるもん！　きゃわゆい花のＪＫ声優からそんな言葉が飛び出した驚きのほうが勝っちゃうから！』

『そ、そんなことないですよ！　皆みんなきっと、可愛いって受け入れてくれるはず……』

『いやいや、ダメだよ〜！　だって皆もそう思うでしょ〜!?　スタッフさんも苦笑いしてるしー！』

『え？　わ、私がおかしいんですか……!?　せっかく恥ずかしい暴露をしたのに……！』

　驚きょう愕がくの表情を浮かべるアイちゃん。周囲のスタッフたちからは、クスクスと笑いが漏れている。

　この反応なら、アイちゃんに対する感情は、きっと悪くないはずだ。

　天然というか、可愛いけどちょっとしたエロもいけるみたいな、受け入れやすい子と思われるはず……！

『ってかアイちゃん、大丈夫？　このままだと、完全にエロいイメージついちゃうけど。なんか自己アピとかして挽ばん回かいしとく？』

『舞さんのせいじゃないですかー！　でも、せっかくなので少しだけ自己紹介させてもらいます！　ええっと……何を話そうかな……？』

『あ、じゃあ私から質問出していい？　とりあえず〜好きな食べ物とか？』

『食べ物ですか？　それならラーメン！』

　舞さんからのパスを受け、アイちゃんが自分の本心で答える。

『それも、野菜とかお肉とかたくさん入った豪華なやつです！　大盛りのラーメン大好きで、週一くらいでお店通ってますよ！　いつもよりお仕事を頑張った日とか！』

『ラーメン!?　え、なんか意外だね！』

　雑誌では言えなかった好みの話を、ここでしっかり出していくアイちゃん。あの時とは違い、本当の自分をさらけ出すことができている。

『アイちゃん、ラブコメ漫画とかラーメンとか、好み完全に男の子じゃーん！』

『そうですか!?　でも私……それが好きなんです！　だから、仕方ないんですよね』

『でも、好きなこと語ってるアイちゃんの声と表情はすごく可愛いよ〜！　リスナーさんにも伝わってるかな？　……好み完全に男の子だけど』

『そ、そんなに男の子してますかね!?　それなら、もっと女子らしい好みの話を──』

『あ、ゴメン。時間だ。それじゃー、締めは私の新曲！　「愛して恋してサヨウナラ！」でーす！』

『えぇー!?　ちょっと待ってくださいよー！』

　二人の声も、感情的なやり取りも、俺にはうまく弾んでいるように見えた。

　これならきっと、アイちゃんの魅力が少しはリスナーに伝わったはずだ……！

　俺が手ごたえを感じて小さくガッツポーズをする中、舞さんの歌う曲が流れる。そして、番組が終了した。

「お疲れ、アイちゃん！　すごく良かったよ！　今日は本当にお疲れ様！」

「こっ、こちらこそ……本当にありがとうございました！」

　オンエアが終わり、舞さんがアイちゃんを称たたえてくれる。

　そしてアイちゃんが俺のほうを振り向き、満面の笑みで手を振った。仕事をやりきり、満ち足りた顔をしている彼女。

　俺はそんなアイちゃんに、ビシッと親指を立てて応えた。




　　　　※




　ラジオ収録の次の週。

　最近露出の仕事が続いたとはいえ、アイちゃんたちは声優だ。いつものアフレコスタジオで、今日も彼女たちは『桃色ＬＩＰＳ』の収録をする。

『ちょっ、先輩たち……！　本当にこんなことするんですか……!?　その……三人で、体を見せあうなんて……！』

『だって自分の体をちゃんと知るには、皆で比較したほうが分かりやすいじゃん！』

『私も恥ずかしいけれど……その意見には賛成ね。サンプルは多いほうがいいし』

　アイちゃん演じる後輩役、秋あき山やま梨り花かの問いかけに、ネネちゃんとリンリンが演じている、深み草くさ夏か音のんと瀬せ川がわ澪みおが答える。

　今回は性に興きょう味み津しん々しんな三人が、お互いの体をじっくり観察し合うというお話だ。止めようとする梨花の言葉も聞かずに、制服を脱ぐ夏音と澪。

『わぁ……！　澪って、めっちゃ腰細いじゃん……！　スレンダーで羨ましい……』

『そっちこそ、なんでそんなに胸デカいのよ……？　私に対する嫌みかしら……？』

　二人とも、互いに相手の体に触れる。白いお腹なかに手を這はわせたり、下着越しに胸を触ったり。そんな光景が、調整室にいる俺の頭にも浮かんでくる。

『さぁ。次は梨花の番だよ？　早く、上着を脱いで見せてよ』

『大丈夫よ……。皆で脱げば、恥ずかしくないでしょ？』

『う、ううぅ……。わ、分かりましたよー！　私も脱げばいいんでしょー!?』

　やけくそになり、服の全てを脱ぎ捨てる梨花。

　その瞬間、大きな声があがった。

「はい、オッケー！　音声いただきました！　Ａパート通しお疲れ様ですー！」

　この場面で、Ａパート……アニメの半分の収録が終了。これでいったん一区切りだ。

「では、少し休憩に入ってください。その後、Ｂパートのテストから始めますー」

　音響監督の指示が出て、緊張感が弛し緩かんする。俺はアイちゃんたちを労ねぎらおうと、一度調整室から出た。

　すると彼女たちもアフレコブースから出るところだった。

「ふふっ……。アイちゃん、最後のシャウト良かったわよ？　さすが、舞さんのラジオで人気を上げただけあるわね」

「ね、ネネちゃん……やめてくださいよぉ……。恥ずかしいじゃないですか」

「でもあの放送、とっても面白かったですよ！　アレのおかげで、キミゾラの視聴者もきっと増えると思います！」

「ほ、本当に……？　ありがとう。もしそうなったら、嬉うれしいかな……。えへへ……」

　彼女たちは、アイちゃんが出た舞さんのラジオの話をしていた。

　あのラジオを、ネネちゃんやリンリンも聴いていたらしい。そして今日アイちゃんに会ってから、何度も賞賛の言葉をくれているのである。

「実際、ＳＮＳでもちょっと反響ありましたよ？　舞さんのラジオのファンたちが、アイちゃんのことも呟つぶやいてました！」

「あ、それ私もチラッと見たわね。『知らなかったけど声可か愛わいいし、ちょっと注目しようかな』とか、『可愛い声と攻めた好みのギャップが良き』って」

「ほ、本当に……？　本当に……!?」

　どうやら、アイちゃんの『可愛さで元気を与えたい』という狙いも少しは果たせたようである。俺以外にもアイちゃんのことを『可愛い』と言う人が出てきたのだから。

「あ、奏太！　ねぇ、聞いて聞いて！　私、ほんの少しだけど注目してもらえたみたいだよ！」

「ああ……！　本当に良かったな。いっぱい頑張った甲か斐いがあったな」

　俺に気が付き、笑顔を咲かせて飛びつくアイちゃん。そんな彼女の頭を軽く撫なでてやる。

　俺も舞さんのラジオに関するＳＮＳの情報は見た。するとリスナーの間では、『やや天然だけど、男の好みも分かってくれる可愛くていい子なキャラクター』としてアイちゃんが理解されているようだ。概おおむねこちらの狙い通りで、本当に嬉しい限りである。

　だが、まだ嬉しいニュースがある。

「ああ。それと、俺から皆に話があるんだ。本当は収録の後に話そうかと思ったんだけど……」

「え？　何ですか？　何かいいことありました？」

「何かお仕事の話かしら？　キミゾラ関係で、何かあった？」

「いや。近いけどちょっと違うな。三人が出た雑誌の感想、少しずつだけど出てきてるぞ」

『!?』

　俺の掲げたスマホに、三人ともが注目する。それは彼女たちが取材を受けた『声優チャンピオン』に関するものだ。

　ちょうど今日、彼女たちの取材の記事が載っている号が発売になった。この後、本屋であるネネちゃんの家にお邪魔して、皆で読む予定になっていたのだが……ネット上には早くも彼女たちに対する意見が上がっていた。

「まぁ、本当に一部の声優ファンが感想を書いてるだけなんだけどな。せっかくだし、ちょっと見てみるか？」

　アイちゃんにスマホを渡す俺。三人とも、食い入るように画面を見つめた。

「えっ……すごい！　『ポスターのドレス姿、可愛い！』『アイちゃんのインタビュー、テンパリすぎてて逆に推せる』……！　なんか、好意的な意見があるよ!?」

「私のことも書いてます！　『めっちゃぶりっ子作ってて草』『なんか頑張ってるのは伝わって、好き』キャラ作ってたのバレてます!?　でも、好かれてはいるみたいです……！」

[image: ]

「えーと私のは……『エセお嬢様っぷりがなんかおもろい』『声がセクシーで踏まれたい！』ふふっ……♪　興味を持ってくれて、良かったわ」

　三人とも、それぞれ自分に関する好意的な意見を何度も何度も確認する。特にアイちゃんはあの仕事で失敗をしたと思っていたから、その喜びも大きいのだろう。

「多分今回の雑誌は、三人のファンの獲得に繫つながったはずだ。少なくとも、知名度は増していると思う。これを励みに、これからも仕事を頑張ってくれ」

「うんっ！　ありがとう奏太！　Ｂパートの収録も、やる気が出たよ！」

「よーし！　この後も頑張りますよ！　リテイクなしを目指しましょう！」

「私たちに興味を持ってくれた人のためにも、良いい演技をしないとね」

　目に見えそうなほど、熱意を燃やすアイちゃんたち。ちょうどその時指示が出る。

「すみませーん。休憩以上です。Ｂパートのテストお願いしますー」

『はいっ！』

　返事をし、再びアフレコブースへ向かう三人。

「あ。アイちゃん、ちょっと待ってくれ」

　直前、俺は小声でアイちゃんだけを呼び止める。

「え？　奏太、どうかしたの？」

「ああ。実はアイちゃんにもう一つ話があって……収録の後、予定はあるか？　一緒に事務所まで来てほしいんだが……」

「うん。大丈夫だけど……もしかして、お仕事の話……!?」

　期待に満ちた目で聞くアイちゃん。俺は大きく頷うなずいた。

「ああ。実はアイちゃんに、新しいオーディションの誘いが来たんだ。もしかしたら、雑誌やラジオの影響が、早くも出たのかもしれないな」

　今日発売の雑誌はともかく、少なくともラジオでの放送や人気作のヒロインを演じる事実は、アイちゃんの株を上げているはずだ。

「さっき見せた通り、俺以外のファンも出てきている。きっと、この先ももっとアイちゃん人気は増えるはずだ！　これで少しだけど、トップ声優に近づいたぞ！」

「ほ、本当に……!?　私、近づけてるかな……？」

「ああ。まだまだ先は長いと思う。でも、進んでいるのは確実だ。だから、このまま頑張ってほしい。俺も今まで以上に、アイちゃんの力になるからさ」

　アイちゃんの肩に手を置く俺。もう二度と、この前のような寂しい思いをさせたりはしない。心の中で、そう強く誓う。

「うん……！　私も、奏太のために頑張る！　最初にファンになってくれた、あなたに報いるためにも頑張る！」

　俺の手を固く握るアイちゃん。

「もしこの先、私のファンになってくれる人が本当にいっぱい増えたとしても……奏太は唯一無二の特別なファンだよ！」

「アイちゃん……」

「最初から私を支えてくれた、本当に特別で、最高のファン。そして、最高のマネージャー……。私はずっと、奏太の側そばにいるからね」

　俺に体を寄せるアイちゃん。そして、上目遣いで俺を見る。

「私……奏太のこと、大好きだからっ！」

　ニパッと、アイちゃんが明るく笑う。

　そんな笑顔に彩いろどられた彼女の明るく弾んだ声は、これ以上ないほど可愛らしい、推しの最高の声だった。











エピローグ









　二〇二六年、七月。

　俺はアイちゃんの勧めに従い、沖おき縄なわへ旅行にやってきていた。

「わああああああああ！　海だぁ────!!　海だよ、奏かな太た────────!!」

「うおおおお!?　スゲーな！　マジでこんなに綺き麗れいなのか!?」

　沖縄のリゾートホテル。俺たちは広い豪華な部屋に案内されて、そこから見えるオーシャンビューに、すっかりはしゃぎきっていた。

「やっぱり、沖縄にして良かったね！　こんな海の見えるホテルに泊まれるなんて！　最高の新婚旅行だよ！」

「ああ！　それも、アイちゃんのおかげだな。ここを選んでくれてありがとう！」

　今回の旅行は、アイちゃんが企画してくれたものだ。俺への日頃のお礼という意味と、忙しくてなかなか行けなかった新婚旅行とを兼ねている。

　俺もいずれはアイちゃんと旅行をしたいと思ってたけど、全然時間がなかったからな……。でも、アイちゃんがこうして誘ってくれて、本当にテンションが上がっている。

「それじゃあ、早速外へ行こうぜ！　……あ、でももうすぐ日が暮れるか……。海で遊ぶのは、明日にしたほうがよさそうだな」

　ホテルに着くまでに、結構な時間がかかってしまった。旅行は三泊の予定だから焦あせることはないのだが、ちょっともったいない気もする。

「じゃあ、外でサンセットを見ようよ！　それなら、ちょうどいい時間じゃない？」

「お、いいな！　行こう行こう！」

　海でサンセットなんて初めてだ。きっとすごく綺麗なんだろうな……！

　ワクワクして、俺はホテルから出ようとする。だが、アイちゃんは一緒に来る様子がない。

「アイちゃん……？　どうしたんだ？　一緒に出ようぜ？」

「ううん。私は後で行くから、奏太は先に海へ出てて！」

「え……？　なんで？　なんかやることあるなら待つけど……」

「いいからいいから！　先に行ってて！　私もすぐに追いかけるから！」

　背中をグイグイと押されてしまい、強引に廊下へ出される俺。

　な、なんなんだ……？　訳が分からん……。どうして俺だけ先に行かせるんだ……？

　疑問に思うが、鍵を持たずに部屋から閉め出されてしまった。こうなると彼女の言う通り、先に海岸へ向かうしかない。

　俺は不思議に思いながらも、一人でホテルを出て、海岸へ立った。

「おぉ……」

　外に出て改めて見てみると、やはり素晴らしい景色だった。

　白くてサラサラな砂や、静かに寄せては返す波。遥はるか先まで続く海が夕日によって美しく照らされ、キラキラと輝いて見えている。肌を撫でる潮風も、普段は味わえない心地よさがある。

「本当に、来てよかったなぁ……」

　改めて思い、全身で海の良さを実感する俺。しばらくそのまま立ち尽くし、沈んでいく夕ゆう陽ひを眺め続ける。

「やっほー、奏太。待たせてごめんね？」

　背後から、俺の名前を呼ぶ声。俺はハッとして振り返る。

「おっ、アイちゃん！　見ろよこの景色、凄すごく綺麗で──」

　彼女の姿を視界にとらえる。途端、俺は言葉を失った。

「えへへ……。奏太、どうかな？　この格好……」

　アイちゃんが着ていたのは、純白のドレス。フリルがふんだんにあしらわれている、豪華でふんわりとした印象のドレス。

　紛れもなくそれは、ウェディングドレス。特別なドレスを身に纏まとった彼女が、砂浜の上に立っていた。

「アイちゃん……！　どうしてそんな格好を……!?」

「さて、なんででしょう？　ところでこのドレス、見覚えないかな？」

「え……見覚え……？」

　俺はアイちゃんのドレス姿を、過去に二回見たことがある。一度目は当然、俺とアイちゃんの結婚式。そして残りのもう一度は……。

「もしかして……初めての雑誌撮影の……」

「ピンポンピンポーン！　正解でーす！」

　笑ってピースをするアイちゃん。もしかして、あの時のドレスを持ってきたのか……？

「どうして、わざわざそんなことしたんだ？　そのドレス、かなり荷物になるだろ？」

「だって奏太、私が最初にこのドレスを着た時、すっごく喜んでくれたでしょ？　せっかくの新婚旅行だから、また喜んでもらいたいなって」

　ニコニコと胸中の幸せがあふれ出すような笑みを浮かべて俺を見るアイちゃん。

　アイちゃん……俺のために、そんなサプライズを用意してくれていたとは……！

「それで、どうかな？　改めて見た、私のウェディングドレス姿は」

「ああ……もう、言葉にはできないな……」

　サンセットの海辺に佇たたずんでいる、ウェディングドレス姿のアイちゃん……。これはもはや、芸術品だ。この光景は、そのまま雑誌の表紙などにしても映えること間違いないだろう。

「えへへっ。喜んでくれたみたいで、良かった。──ねぇ、奏太。せっかくこの格好になったから、改めて私から言っておくね」

　改まって、真面目に俺を見つめるアイちゃん。そして、静かに語りだす。

「私は病めるときも健やかなるときも、喜びのときも哀かなしみのときも、病めるときも貧しいときも、奏太のことを愛することを誓います」

「アイちゃん……！」

「だから、奏太も誓ってくれると嬉うれしいな。私のこと、ずっと愛してくれますか？」

　そう尋ね、アイちゃんが俺に片手を差し出す。

　俺はすぐに、その手を取って答えた。

「当然だ。俺も、アイちゃんをずっと愛すると誓う。アイちゃんのこと、一生幸せにするからな……！」

「うん……。奏太、愛してるよ……！」

　アイちゃんの手を引き、抱きしめる。

　そして俺たちは日が沈みきるまで、抱き合いながら何度も愛を確かめ合った。











あとがき









　皆様、お久しぶりです。作者の浅あさ岡おか旭あきらです。

　この度は『人気声優とイチャイチャして結婚するラブコメ２』を手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　皆様のおかげで、何とか二巻を世に出すことができました！　声優さんとのイチャイチャ生活を引き続き書いていけたことは、私にとってこれ以上ないほどの幸せです。

　以前のあとがきでも触れましたが、私自身も声優さんに強い憧れを抱いており、今作の執筆はその分非常に楽しいものでした。

　それに加えて、私は声優さんたちの演技力の高さを、心から尊敬しております。

　というのも実は、私もほんの少しですが、演技経験のある人間なんです。声優を志していたわけではないのですが、高校時代に演劇部に所属し、演者として舞台に立っておりました。そのため、色々と感じることがあるのです。

　といっても、別に演技がうまいわけではなく、むしろ『腹式呼吸』などの必須技能も満足に習得できないような、よわよわ舞台役者でした。もともと人前に立つことも演技をすることも苦手ですし、しょうがないのかもしれませんが。

　ちなみにそんな私が演劇部に所属した理由ですが、端的に言うと罠わなでした。

　高校一年生の頃。私の担任のＡ先生は、強面こわもてで体がデカくて女好きを周囲に公言している、豪快な中年教師でした。入学してまだ間もないある日、そんな担任に聞かれたのです。

「おい、浅岡。お前どこの部活に入るか決めたのか？」

　そのドスのきいた声に対して、当時から無謀にも作家を目指し始めていた私は、怯おびえながらも答えました。

「ひゃっ、ひゃい！　文芸同好会にしようかなと……」

「なんだ、同好会か。それなら放課後部室に案内してやろう」

　なんと、Ａ先生はわざわざ私のために時間を割いて、部室に連れて行ってくれるというのです。私は思わず、心の中で先生への見方を百八十度変えました。

　この人、見かけは怖いけどなんていい先生なんだろう、と。本当は生徒のことが大好きな心優しい巨人なんだな、と。

　そして放課後。私は彼に連れられて、部室へと向かったのでした。

　はい。そこが演劇部でした。完全に騙だまされましたよチクショウ。

　それからは先輩部員や他の新入生たちの前で入部希望者として紹介され、哀れな私は今更断ることもできず、なし崩し的に入部することになりました。

　昔のことなので事実と違う部分もあるかもですが、こんな感じで強引に演劇部に入れられたのは確かです。

　そして私は人前に出るのが嫌なのにもかかわらず、人手不足により役者として舞台に立つことになったり、通し稽古でセリフを完全に忘れて大恥をかいたりと、大変貴重な経験を演劇で積むことができました。

　それもこれも、ひとえに担任だったＡ先生のおかげです。感謝をしてもしきれません。この恨み──ではなく、ご恩は忘れません。

　ちなみにその先生、数年後には男だらけの工業高校に転属が決まって泣いていました。とてもご飯が美味おいしかったです。（Ａ先生、万が一読んでいたらごめんなさい）

　と、少し長くなりましたが……そのような経験を通して演技の大変さを少しでも知っているからこそ、声優さんたちの演技力に尊敬の念を抱いているわけです。

　そんな声優さんとのイチャイチャ生活を書くことができて、本当に嬉うれしく思います。




　それでは、ここからは謝辞に移ります。

　担当編集のＫ様。一巻から引き続きご尽力いただき、ありがとうございます。プロット段階での明確なご指摘など、何度も救っていただきました。これからもどうか、よろしくお願いいたします。

　イラストレーターのベコ太た郎ろう様。今回も非常に可か愛わいらしいイラストの数々、誠にありがとうございます。特にカバーイラストは本当に綺き麗れいで、初めて見た時は感動で言葉が出ませんでした。

　校閲様やデザイナー様、その他出版に携わっていただいた方々。本当にありがとうございます。皆様のご協力に報いるためにも、もっともっと頑張って執筆をして参ります！

　最後に、読者の皆様方。最大級の感謝の気持ちを、ここに表明させていただきます。一巻に引き続き本書を手に取っていただいたこと、本当の本当にありがとうございます。本書が少しでも皆様のご期待に添える作品であったのであれば、幸いです。

　それではまた、機会がありましたらお会いしましょう。





二〇二一年十二月某日




浅岡旭
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